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○基本計画の名称：掛川市中心市街地活性化基本計画 

○作成主体：静岡県掛川市 

○計画期間：平成 27 年 4月から平成 32年 3月（5年） 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

（１）地域の概況 

・掛川市の位置、地勢・気候 

掛川市は面積265.63km²、総

人口117,865人（平成26年３月

末現在）の静岡県の西部、政

令指定都市である静岡市と浜

松市のほぼ中間点に位置する

地方都市である。東側は島田

市、菊川市、御前崎市に、西

側は袋井市、森町に接してい

る。平成17年4月1日に掛川市、

大東町、大須賀町が合併し、

現在の掛川市となった。 

地勢は、本市は東西に約

15km、南北に約30kmと南北方向

に細長く、中央部がくびれた特

徴的な形状となっている。北部

は原野谷川や倉真川流域の八

高山と大尾山等の山地、南部に

遠州灘を臨む。 

気候は、年平均気温は推定

15.0℃で、平坦地と山間地との

温度差が大きい。年平均降水量

は 2,193mm(下垂)と県平均値

よりやや少なく、春から夏季に

かけて全降水量の約半分に達

する。冬に季節風が連続して吹

くことが多い。 

 

■掛川市の位置 

掛川市 

■掛川市の地勢 

資料：掛川市都市計画マスタープラン（平成 21 年 4月） 
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・掛川市全体及び中心市街地の沿革（まちの成り立ち） 

掛川城を中心に形成された掛川市は、500

年余りに及ぶ歴史を持っている。 

縄文時代には既に集落が営まれ、5 世紀前

後になると和田岡に大規模な古墳群が築造さ

れるなど、早くから組織化された社会が形成

されていたことがわかっている。戦国時代に

は、掛川城と横須賀城を中心に城下町が形成

された。人々のくらしと様々な活動が営まれ、

江戸と京都を結ぶ東海道に沿って、掛川、日

坂の 2 つの宿場町ができた。さらに相良と信

州を結ぶ「塩の道」の拠点、東海道五十三次

の要所、五万石の城下町として商業文教の町

として栄えた。 

現在は中央部には、ＪＲ東海道新幹線、Ｊ

Ｒ東海道本線、東名高速道路、国道１号が通

り、市南部には国道 150 号が横断している。

市間交通、広域交通は比較的充実していると

いえる。平成 21年には市の東側約 15km に富

士山静岡空港が開港し、平成 24 年 4 月に第

二東名高速道路が開通した。関東、関西の両

経済圏にアクセスしやすい。 

・掛川市における中心市街地の歴史的・文化

的役割 

市のシンボルとなっている掛川城天守閣

は、JR 掛川駅から北へ 700m ほどの小高い山

頂にあり、平成６年に日本初の本格木造天守

閣として市民の寄付により復元された。「東

海の名城」と呼ばれ、明治維新とともに廃城

となったが、現在は天守閣から城下町や周辺

の里山が一望でき、大手門跡や三日月堀など

当時の史跡を保全し紹介している。天守閣へ

の来場者数は、復元直後で年間 500 千人弱、

大河ドラマ放送時は年間約 300 千人を超え

た。現在でも約 115 千人の利用者がある。こ

の天守閣の他、城周辺には掛川城御殿、二の
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丸茶室等の歴史施設、二の丸美術館、竹の丸、

中央図書館等の文化施設も立地している。 

また、掛川城の北側には二宮尊徳の「報徳」

の教えを広めるための「大日本報徳社」の本社

があり、古くから「報徳」の精神が尊重されて

いる。経済と道徳の調和を説いた尊徳の教えは、

「至誠・勤労・分度・推譲」の精神として掛川

市民の中に根付いている。 

城下町風街づくり地区として、地区計画によ

り用途、壁面、建物の高さ、屋根の形態の統一

や付属設備広告等に制限を定めている。特に、

建築物を城下町風の意匠にする場合は、これに対

し補助金を交付するなど城下町風の街並みづく

りを推進している。 

 緑茶の生育に適した自然環境に恵まれた、全国

でも有数のお茶の栽培地である。日照時間が多い

ことから、茶葉が肉厚のため、仕上げに蒸し時間

を長くとる「深蒸し」の製法がとられ特産となっ

た。掛川市をはじめとする静岡県でのお茶の伝統

的な栽培方法「茶草場農法」は平成 25 年 5 月に世界農業遺産に認定された。また、南

部では気候と平坦な砂地という土地柄を活かして、季節ごとに種類の異なるフルーツの

栽培も盛んに行われている。 

 昭和 63年の東海道新幹線掛川駅、平成 5年の東名高速道路掛川 IC の誘致に合わせて市

の重点事業のひとつとして市東部の丘陵地に工業団地「エコポリス」が造成された。主産

業が農業であったが、この事業と広域交通条件が大幅改善により、生産財、消費財と各分

野にわたって工場進出、出荷額が増加した。製造品出荷額は約 1兆 693 億円（工業統計調

査市町村編平成 24年）である。（静岡県第 6位） 

掛川駅北口周辺に旧東海道に沿って形成された商店街、飲食店街が集積し中心市街地

を形成する。昭和 49 年代には賑わっていたが、市街地の拡大と郊外化に伴い居住人口の

減少、大型店舗の撤退、空き店舗の増加等の空洞化が進んでいる。近年は第１次中心市

街地活性化基本計画の事業により、店舗数や市街地内を歩く人も少しずつ増えている傾

向もみられる。 

山間部にはキャンプ場や温泉、公園が点在する。交通の便のよさから、サイクリングや

トレッキングなどの愛好者など、レジャーを楽しみにくる観光客も多い。 
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（２）地域の現状に関する統計的なデータの把握・分析 

①掛川市全体、DID 地区、中心市街地ごとに分けた人口動態等 

・面積 

掛川市は、東西約 16ｋｍ、南北約 30ｋｍで南北に細長く、小笠山付近でくびれた形

状である。面積は 265.63ｋ㎡であり、県内で 3.4％を占め、県内で７番目に広い都市

である 

 

・年齢別人口とその推移 

年齢別人口の推移を見てわかるように、市全体及び中心市街地ともに、年少人口、生産

人口の割合が減少しているのに対し、老年人口は増加しており、今後もこの傾向続くと推

測される。中心市街地においては、老年人口が 26.3%となっており市全体の 21.6%と比べ

ても高い比率となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・居住人口及びその推移 

平成 26 年 3 月末現在の掛川市の人口は 117,865 人、世帯数は 41,701 世帯である。平成

18 年 3 月（旧掛川市、旧大東町、旧大須賀町の合併年度）の人口は 120,494 人、世帯数

は 39,402 世帯で、合併後に人口は 2.1％の減少、世帯数は 4.4％の増加を示している。世

帯人員は平成 26 年が 2.83 人／世帯で、平成 18 年の 3.06 人／世帯と比べて核家族化、少

子化により小世帯化が進行している。 

・居住者の世帯状況 

平成26年３月末時点で40,242世帯であり、年々増加している反面、１世帯あたりの人数

は2.9人／戸であり徐々に減少している。平成22年国勢調査時点の１世帯あたり人数は、

県内23市中５位である。 

 

 

資料:掛川市統計書（平成 26 年 3月末現在） 
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・世代構成とその推移 

平成 25 年３月に国立社会保障・人口問題研究所が発表した掛川市の将来推計人口は

下表のとおりで、人口の年齢構成比は、生産年齢人口（15～64 歳）が徐々に減少し、

老年人口（65 歳以上）が増加する傾向にあり、今後高齢化率が高まっていくと推計さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人口推移（３世代） 

■人口及び世帯数の推移 

資料：住民基本台帳 3月末現在（外国人含む） 
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・老年人口の推移 

掛川市の平成 25 年の老年人口

（65歳以上）の割合は 22.7％であ

り、市町合併後 3.1 ポイント上昇し

ている。これに対して中心市街地で

は老年人口比率が 35.9％と高率

で、市町合併後 3.3 ポイントの増加

を示している。 

 

・従業･通学の状況 

掛川市には、小学校 22 校、中学校９校、公立高等学校４校、私立大学１校、事業所約

5,000 事業所がある（平成 25年掛川市統計書）。小学校、中学校は地元へ通学することが

一般的で、高等学校も１校は工業高校であるが、３校は普通高校であるため多くは市内在

住の生徒である。従業者数は約 5.5 万人前後（平成 25 年掛川市統計書）で推移しており

市全体人口の約半分を占めている。 

昼間人口と夜間人口はともに約 18.5 万人で、35％の人口が昼と夜で流動していること

がわかる。また、交通手段は事業所の立地、公共交通機関の利用者数、一般道・一般県道

の商業地以外の混雑率が 100％を超えて(平成 22年道路交通センサス)いることからみて、

自動車であると推測される。 
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市 中心市街地

■老年人口の割合推移 

資料：住民基本台帳 3月末現在（外国人含む） 

資料：平成 22 年国勢調査集計結果 

常住地・通学地・従業地不詳者ありのため他データと対象不可 
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②経済活力関係 

〇小売商業、対消費者サービス業、飲食業関係 

[当該中心市街地の商業集積にとってターゲットとして考えられる商圏] 

・地理的範囲 

中心市街地の土地利用は、駅周辺では面的に「商業用地」が広がり、その他幹線沿道には

「商業用地」が連続しているこのように、当該地区は、駅周辺「商業用地」が中心である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土地利用現況図 
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中心市街地の営業店舗（「商店」という。）は、駅前通り、中町、連雀町の商店街を中心に

路線型に分布している。全体として「飲食料品小売業」は少なく、夜型を中心とした「その

他の飲食店」は地区全体に数多く立地している。「織物、衣服、身の回り品小売業」、「その

他の小売業」の買回り品業種は中町、連雀町にやや集積が高く、駅周辺は「その他のサービ

ス業」、「その他の飲食店」の立地が目立っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 － 9 －

・世代構成、世帯構造 

 平成 25年の本市の人口ピラミッドの割合は、年少人口 14.3％、生産年齢人口 64.2％、老年

人口 21.6％となっており少子高齢化がうかがえる。世帯構造では、単独世帯が 22.6％と多い。

また、世帯類型では高齢者世帯が多く、女性では母子世帯が多くなっている。今後、高齢者や

単身者による孤立世帯の対応が課題となってくることが推測される。 

 

■世帯構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・購買力 

データは掛川税務署管内の統計情報であるため、本市商圏とほぼ一致している。 

平成 24 年と平成 20 年で総所得額と申請人員数を比較すると、総所得額 10％、申請人員

数 13％減少している。申請人員数をほぼ所得者数と捉えると、所得者数、所得額ともに減

少しているため、本市商圏内の購買力は低下傾向であるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成22年国勢調査 資料：平成25年掛川市統計書 

資料：名古屋国税局統計情報 
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・当該商圏内の小売商業・対消費者サービス業・飲食業の総売上高、総店 舗数、延べ床面

積、総従業員数 

中心市街地の中で、商店街を形成する地区

での小売業の集積を商業統計で把握する。 

中心市街地の小売商店数は平成 24年が 80

店であり、平成 19年から約 24％減少してい

る。平成 9年以降中心市街地の商店数は年々

減少しており、商業機能の低下が見られる。 

小売年間販売額は年々減少しており、平成

24年には 3,494 百万円であった。大型店が

中心市街地から撤退した平成 6年を比較す

ると、約 29％にまで大幅に減少している。 

小売売場面積は、平成 24年で 5,480 ㎡で

あり、平成 19年から約 13％減少している。

年間販売額と同じく、大型店が中心市街地か

ら撤退した平成 6年と平成 24年を比較する

と、約 29％にまで大幅に減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

・小売販売額の売上額及び商圏におけるシェア 

掛川市の小売業者の年間商品販売額は、121,990 百万円で、県内 21市の平均販売額は

97,345 百万円で市平均より 25％上回っている。市内の商業集積地は、掛川区域、大東区

域、大須賀区域の 3カ所に区域が分かれている。区域での販売総額は 16,355 百万円で、

市内全体の 13.4％をしめている。各区域の年間販売額は、掛川区域が 7,598 百万円、大

東区域が 7,725 百万円で共に全市の 6％になり、大須賀区域は 1,033 百万円で 0.8％とな

っている。区域での販売額の低下は、大型店が郊外に立地されている影響が大きい。 

 

  ・店舗数、延べ床面積、従業員数の現状及び推移及び商圏におけるシェア 

    掛川市の小売業店舗数は、平成 19年には 1,055 店舗あったが平成 24年度は 808 店舗と

23.5％減少している。また、延べ床面積も平成 19年度には 154,608 ㎡あった面積が平成

24年度には、133,987 ㎡と 14％減少し、従業者数は、6，760 人から 5，540 人と 18％の

■中心市街地（商店街）の小売店商店数

資料：H24経済センサス 

■中心市街地（商店街）の小売年間販売額の推移 

資料：H24経済センサス 

資料：H24経済センサス 

■中心市街地（商店街）の小売売場面積の推移 
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減少を見せている。中心市街地の状況も、平成 19年には 166 店舗あった店舗数が平成 24

年には、127 店舗と 24％の減少を示している。延べ床面積、従業者数も共に減少している

状況である。各区域全体の店舗数は、平成 19年が 302 店舗で、平成 24年度 231 店舗と減

少している。人口動態は、平成 19年度が 115,197 人、平成 24年が 115,168 人と横ばいと

なっている。また、世帯数は、平成 19年度が 37,183 世帯で、平成 24年度は、39,406 世

帯と 5.9％の伸びをしめしている。 

 

・核店舗の状況及びその他の店舗業種構成 

  掛川駅前東街区市街地再開発組合が実施主体で進めている掛川駅前東街区第一種市街地

再開発事業により立地される商業施設を核施設として位置づけ、現在 27年 10 月にオープン

する予定で建設を進めている。現状は、大規模店の撤退により、その後は、核となる店舗が

ない状況である。 

  その他の店舗状況は、織裳、衣服、身の回り品小売業が 31軒、飲食料品小売り 

の平日の日中は閑散としている状況である。 

 

・商圏における当該中心市街地商業集積の吸引状況 

  掛川市は広域商圏を持っている。

旧掛川市と隣接する旧菊川町が一次

商圏、旧大東町が二次商圏、旧大須

賀町などが三次商圏となっている。

この一次～三次商圏の商圏人口は、

平成 26年では、約 208 千人ある。 

この広域商圏は、平成 6年、9年

に相次いで大型店が撤退した影響に

より、中心市街地の商圏は小さくな

り、代わって郊外部の大型店が広域

商圏を保持している。  

現状の中心市街地商業集積状況

は、前述（P10 各ｸﾞﾗﾌ参照）の中心

市街地のの小売業における商店数、

年間販売額、売場面積の推移で、約

24％～29％と大幅に下がっており、

消費動向調査からも、吸引力が同様

に低下していることがうかがえる。 

 

 

旧掛川市 

森町 

旧袋井市 

旧菊川町 

旧小笠町 

旧浜岡町 

影響圏 

一次商圏 

三次商圏 

二次商圏 

旧大須賀町 

旧大東町 

三次商圏 

■商圏及び吸引率（衣料品） 
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・駐車場の数、収容台数及び稼働率 

平成 26年現在、中え心市街地には 103 ヶ所の駐車場があり、月極が 87ヶ所、時間貸が

16ヶ所となっている。その駐車台数は 2,010 台である。７年前の平成 19年には 66ヶ所あ

り、その後 37ヶ所、1.56 倍も駐車場が増えている。この駐車場の増加により自動車利用者

等の利便性は改善されているものの、駐車場の増大は中心部の事業所、住宅等の転出、閉鎖

による空洞化の進行を示している。 

 

 平成 15年① 平成 19年② 平成 26年③ 比較増減(③-②) 

時間貸 
箇所（所） 5   8   16   8   

台数（台） 433   487   803   316   

月 極 
箇所（所） 53   58   87   29   

台数（台） 538   602   1,207   605   

計 
箇所（所） 58   66   103   37   

台数（台） 971   1,089   2,010   921   

 資料：H15、H19かけがわ街づくり㈱調査、H26掛川市調査（10月時点）   

 

[同じ商圏をめぐり競合する商業集積や大規模集客施設の状況] 

・大規模集客施設の状況 

掛川市内には 12店の店舗面積 3,000 ㎡以上の大型店があり、最大は、旧大須賀町の「イ

オンタウン大須賀」で 18,313 ㎡である。中心市街地から約３㎞圏内には「スーパーマーケ

ットバロー掛川店」（店舗面積 4,865 ㎡）、「アピタ掛川店」（同 11,797 ㎡）、「ジャンボエン

チョー掛川店」（同 4,904 ㎡）「カインズホーム掛川店」（同 6,179 ㎡）、「Ｓ－Plaza」（同 3,310

㎡）、「ベイシア掛川店」（同 4,143 ㎡）の６店舗の大型店が立地している。大型店は、掛川

市全体の店舗面積の 62.2％を占めている。一方、中心市街地には「ユニー」、「ジャスコ」

の２つの大型店が、総合スーパーの業態で立地していた。しかし平成６年、９年に相次いで

撤退し、現在、大型店は立地していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■駐車場の推移 



 － 13 －

■大規模集客施設の状況（店舗面積 3,000㎡以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：掛川市調査（平成26年 8月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：全国大型小売店総覧2014 

３㎞圏 

ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ掛川店 

(平成 11年出店） 

ジャスコ撤退 

（平成 6年） 

ユニー撤退 

（平成 9年） 

掛川駅 

掛川バイパス 

東海道本線 
東海道新幹線 

天竜浜名湖鉄道 

国道 1号 

S－Pｌａｚａ 

(平成 15年出店） ｼﾞｬﾝﾎｴﾝﾁｮｰ掛川店 

（昭和 57年出店） 

バロー掛川店 

(平成２年出店） 

アピタ掛川店 

（平成７年出店） 

ベイシア掛川店 

（平成 18年出店） 

ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ掛川店 

(平成 11年出店） 
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・小売販売額、飲食業・サービス業売上額 

  中心市街地の商業集積地区は、計画区域内に５箇所の商店街があり、区域外に隣接して４

箇所の商店街ある。併せて９箇所の商店街により商業集積地区を成している。 

平成 24年度の商業集積地区の小売業等事業所は、127 店舗あり、計画区域内には 80店舗

が営業している。各商店街の年間販売額は、9,154百万円で、うち計画区域内５商店街の販

売額は、4,210 百万円と全体の 46％をしめている。また、中心市街地外の３㎞範囲内には、

大型店が立地されていることから中心市街地への影響は大きい。 

 

・商圏における吸引状況（最寄り品、買い回り品別） 

中心市街地の周囲３㎞圏内に、大規模集客施設が６店舗もあり、中心市街地にある商店街

の吸引力は乏しい。衣料等の買い回り品においては専門店があるが、最寄り品を扱う店舗は

小規模かつ少ないため、日々の買い物に訪れる者は少なく、大規模集客施設に吸引されてい

ることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□問題点と課題□問題点と課題□問題点と課題□問題点と課題    

①商業機能の低下 

 中心市街地外での大型店舗の出店の影響や、中心市街地の商店数、販売額、

売り場面積の減少傾向から、商業機能が低下していると考えられる。 

 

②集客施設の誘致 

中心市街地から総合スーパー業態の店舗が撤退し、現在の営業店舗には、

「飲食料品小売業」は少ない。日用品の購入ができる店舗や、集客の見込ま

れる業種の出店が進み、中心市街地の商業機能が向上していくことが求めら

れる。 
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○中心市街地に存するその他の産業関係 

・中心市街地に存在する事業所数、従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中心市街地に存在する観光資源、観光入込数 

掛川城の入館者数 

平成 6年に天守閣が復元された、掛川市

のシンボル的な存在である掛川城の入館者

数は、ＮＨＫの大河ドラマ放送があった平

成 18年度で約 32万人を数えた。しかし、

その後は 11万人前後を推移している。 

 

二の丸美術館の来館者数 

細密工芸品を主とする木下コレクシ

ョンと、近代日本画を収集した鈴木コレ

クションを主に収蔵している。 

木下コレクションは、江戸から明治に

かけてのたばこ道具、印籠、刀装具、書

画など約2,300点を数え、なかでもたば

こ道具は秀逸な作品が数多く収集され

ている。 

地域の芸術文化活動の拠点施設とし

て、年8回程度の企画展を開催する。 

 

 

 

 

 

 

324,497

114,508
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■掛川城入館者数 

資料：掛川市統計書 

資料：掛川市統計書 

■二の丸美術館入館

中心市街地のその他事業所数は、

市全域の 10.4%に当たる。 

中心市街地のその他事業所の従業

員数は、市全域の 9.4%に当たる。 
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 大日本報徳社の利用者数 

  大講堂が平成21年に国重要文化財となり、その他にも報徳図書館、仰徳記念館、仰徳学

寮、冀北学舎など県指定有形文化財となっている貴重な施設もあり、観光客も訪れている。 

  大講堂の修復工事完了後、各施設も修復を行い、整備が完了したことで、報徳社を広く

市民にも利用出来るように大講堂なども貸し出ししている。大講堂の利用者数は、平成24

年：2,084人、平成25年：2,464人、平成26年は3,500人を見込んでいる。 

 

○都市機能関係 

[市町村内及び周辺の主要な公共機関、文化・スポーツ施設、医療・福祉施設、教育施設

等の状況] 

ア）公共機関 

   市役所、法務局、簡易裁判所、税務署など、多くの主要な施設が中心市街地周辺に

立地している。なお、施設の移転については、掛川市役所が平成 8年に中心市街地か

ら長谷地区へ移転が完了し、掛川市消防本部は現地にて現在建て替えしている。また

掛川商工会議所は、本計画期間内に現地にて建て替えを行う。その他の施設の移転計

画は特にない。 

 施設名 施設概要 所在エリア 

１ 掛川市役所  中心市街地外 

２ 掛川市役所大東支所  中心市街地外 

３ 掛川市役所大須賀支所  中心市街地外 

４ 掛川市連雀出張所 市民課窓口 中心市街地 

５ 掛川市消防本部  中心市街地 

６ 掛川市消防西分署  中心市街地外 

７ 掛川市消防南分署  中心市街地外 

８ 水道事業所  中心市街地外 

９ 環境資源ギャラリー ごみ焼却施設 中心市街地外 

10 生物循環パビリオン 下水処理場 中心市街地外 

11 中東遠総合医療センター 総合病院 中心市街地外 

12 徳育保健センター  中心市街地外 

13 掛川警察署  中心市街地外 

14 西部健康福祉センター掛川支所 保健所 中心市街地外 

15 静岡県袋井土木事務所掛川支所  中心市街地外 

16 ハローワーク掛川 公共職業安定所 中心市街地外 

17 掛川年金事務所  中心市街地外 

18 静岡県総合教育センターあすなろ  中心市街地外 

19 静岡地方法務局掛川支局  中心市街地外 

20 静岡地方裁判所掛川支部  中心市街地外 

21 掛川郵便局  中心市街地外 

22 掛川税務署  中心市街地外 

23 掛川商工会議所  中心市街地 

24 大東商工会  中心市街地外 

25 大須賀商工会  中心市街地外 
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■公共機関分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市関連施設 

■県関連施設 

▲国関連施設 

★その他公益 

掛川市消防本部 

掛川市役所連雀出張所 

掛川商工会議所 

掛川郵便局 

拡大図 
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イ）教育施設 

市内には、小学校 22 校、中学校 9 校、高校 4 校、大学 1 校が立地しており、中心

市街地には小学校 1校が立地している。なお、現在の移転計画は特にないが、平成 16

年に掛川東高等学校の移転が完了し、平成 21 年度末をもって原泉小学校が廃校とな

り、西郷小学校に統合されている。 

 

■教育施設分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 小中学校 

■ 高校 

▲ 大学 

拡大図 

県立掛川西高等学校 

 

県立掛川工業高等学校 

県立掛川東高等学校 

県立横須賀高等学校 

東京女子医科大学 

大東ｷｬﾝﾊﾟｽ 
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ウ）文化・スポーツ施設 

市内には、主な文化・スポーツ施設として、下表のとおりあるが、特に中心市街地

には掛川城をはじめ、中央図書館、大日本報徳社など多くの文化施設が集積している。

中心市街地周辺には、生涯学習センター、美感ホールなどが立地しており、市民活動

が活発に行われている。なお、移転計画については特にないが、旧計画及び前計画に

おいて掛川城周辺、大日本報徳社、竹の丸など文化施設の整備を行っている。 

 施設名 施設概要 
施設利用者数 

H21 H22 H23 H24 H25 

１ 生涯学習センター 文化センター 204,294 194,663 165,215 219,696 165,798 

２ 美感ホール 文化センター 22,606 20,798 19,202 19,185 19,643 

３ たまりーな ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 69,147 93,572 92,020 98,899 92,505 

４ 文化会館シオーネ  115,715 119,321 98,866 98,074 73,736 

５ 中央図書館  140,382 139,302 151,513 152,193 152,141 

６ 大東図書館  52,163 56,849 57,871 54,132 52,011 

７ 大須賀図書館  24,893 24,800 23,509 22,552 20,969 

８ 掛川城天守閣  
111,154 105,908 111,113 114,508 109,857 

９ 二の丸御殿  

10 二の丸美術館  33,392 29,007 28,741 26,876 23,126 

11 二の丸茶室  14,332 14,821 15,872 16,467 15,082 

12 竹の丸  25,282 12,473 10,798 11,411 17,004 

13 大日本報徳社  － － － 2,084 2,464 

14 吉岡彌生記念館  3,025 3,305 2,818 2,026 1,946 

15 清水邸 旧豪商邸宅 6,458 6,673 8,124 7,542 7,914 

16 大須賀歴史民俗資料館  1,278 945 721 404 655 

17 さんりーな 総合体育館 251,294 243,628 250,011 244,901 249,433 

18 いこいの広場 総合グランド 47,158 59,297 57,039 68,867 81,033 

19 安養寺運動公園  32,594 32,652 29,451 34,570 34,386 

20 下垂木多目的広場  16,278 18,453 18,322 20,135 22,718 

21 大須賀運動公園  7,210 4,908 5,914 6,446 6,211 

22 大東総合運動公園  52,815 51,503 49,461 52,939 49,286 

23 大東北運動場  20,547 19,259 18,925 20,199 20,785 

24 掛川海洋センター  17,715 18,897 18,075 18,733 18,484 

25 大東海洋センター  331 292 127 537 308 

26 大須賀海洋センター  1,057 1,322 1,100 1,073 1,332 

27 大東北公民館  20,166 19,027 16,037 15,539 15,988 

28 大須賀中央公民館  40,083 48,430 45,373 47,579 50,803 
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■文化・スポーツ施設分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）医療施設 

市内には医療施設が 204 施設あり、中心市街地には 1次医療機関であるかかりつけ

医は市内の約１割が立地し、2 次・3 次医療機関は郊外に立地している。市立総合病

院は、平成 26 年度に中東遠総合医療センターとして移転し、隣接市の袋井市と企業

団を設立して運営している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各年度４月１日現在）

22

23

24

25

26

　資料：西部健康福祉センター 注：「病院」とは患者20人以上の収容施設を有するもの

　　「診療所」とは患者の収容施設を有しないもの、または患者19人

　　 以下の収容施設を有するもの

- 2 3 66

4984 82

85

3

-

-

-

206 4 1,150

-

-

施術所

2

1

1

2 61

助産所数

65

61

61

-

病床数

 歯科診療所 助　産　所

-

病床数 診療所数

86

48

48

47

88 49

80

82

85 88

88

病床数

4

4

4

4

1,100

1,100

1,100

1,150

総数年　度

194平成21

196

199

204

病院数

病　　院  一般診療所

診療所数 病床数

196 4 1,100 84 88 46 - 1 - 61

■医療施設数 

 

美感ホール 

いこいの広場 

下垂木多目的広場 

掛川海洋ｾﾝﾀｰ 

大東海洋ｾﾝﾀｰ 

大須賀海洋ｾﾝﾀｰ 

大須賀運動公園 

さんり～な 安養寺運動公園 

たまり～な 

大東北運動場 

大東北公民館 

大須賀図書館 
大須賀中央公民館 

清水邸 

大東総合運動公園 

大須賀歴史民俗資料館 

吉岡彌生記念館 

文化会館ｼｵｰﾈ 
大東図書館 

 

● 文化施設 

■ スポーツ関連施設 

生涯学習ｾﾝﾀｰ 

竹の丸 

拡大図 

大日本報徳社 

中央図書館 

二の丸御殿 

二の丸美術館 

掛川城天守閣 

二の丸茶室 
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オ）社会福祉施設 

市内にある主要な施設として、総合福祉センター1、児童館 2、福祉館 4、老人福祉

センター2、老人ホーム 2 施設が、中心市街地周辺及び郊外に立地している。なお、

現在の移転計画については特にないが、総合福祉センターのあいり～なが平成 20 年

に旧掛川東高等学校跡地へ移転が完了している。 

 施設名 施設概要 
施設利用者数 

H21 H22 H23 H24 H25 

１ あいり～な 総合福祉ｾﾝﾀ- － － － － － 

２ つくし会館 福祉館 1,883 1,733 1,713 1,606 1,883 

３ 千浜会館 福祉館 416 746 566 182 416 

４ 浜野会館 福祉館 885 872 889 860 885 

５ 睦三会館 福祉館 651 574 616 669 651 

６ 大東児童館  10,682 11,010 12,316 14,740 14,567 

７ 大須賀児童館  10,414 11,337 10,300 11,037 9,517 

８ ききょう荘 老人ホーム 17 16 16 21 24 

９ 小笠老人ホーム  48 43 43 47 44 

10 老人福祉ｾﾝﾀ-山王荘  13,247 12,702 13,315 13,866 13,572 

11 大須賀老人福祉ｾﾝﾀｰ  15,120 18,993 17,581 19,242 19,012 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■教育施設分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 総合福祉センター 

● 福祉館 

▲ 児童館 

★ 老人ホーム 

■ 老人福祉センター 

 

総合福祉ｾﾝﾀ-
あいり～な 

つくし会館 

ききょう荘 

千浜会館 

睦三会館 

浜野会館 

大須賀老人 
福祉センター 

大須賀児童館 

大東児童館 

老人福祉ｾﾝﾀｰ 
山王荘 

小笠老人ホーム 
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・施設の規模及び機能 ・利用者数等・施設の利用実態 

 

掛川市立中央図書館 

資料総数 331,280 点、図書冊数 320,322

冊、延べ貸出件数 620,300 点（平成 25年 3

月 31日付）。貸出人数は、平成 22年までは、

13万人前後を推移していたが、平成 23年

以降 14万人を超えるようになった。 

図書館遠方の住民のために移動図書館も

あり市内各地を巡回する。 

 

 生涯学習センター 

  市民会館と中央公民館の両機能を有した

多目的複合施設で、市内 20ヶ所の地域生涯

学習センターの総本山として生涯学習を推

進するための拠点施設。 

  掛川市の生涯学習を象徴する施設で、市

民活動の拠点として、年間 20万人前後の利

用者を推移している。 

 施設概要等 

  敷地面積：6,833 ㎡ 

  施設：ホール（1,069 人収容）、催物広場

（直径 30m の人工芝フロア）、会議

室、工作室、ｷﾞｬﾗﾘｰ等 

美感ホール 

木のぬくもりを活かしたホールは、最大

270 人収容可能で、講演会や研修会などの

集会、クラッシックなどのコンサートに対

応できるよう、音響が重視されています。

特に生演奏に適しております。 

施設概要等 

敷地面積：906 ㎡ 

施設：多目的ホール（270 人収容）、 

リハーサル室兼会議室等 

 

 

■生涯学習センター利用者数 

資料：掛川市統計書 

132,724 131,032 130,883

142,742

129,300 130,793

143,258

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（人）

資料：掛川市統計書 

■中央図書館貸出者数 

資料：掛川市統計書 

■美感ホール利用者数 
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公園緑地 

  中心市街地には 5 カ所の公

園が整備されている。このうち

「掛川城公園」が 2.90ha、「龍

華院子角山公園」が 1.30ha と

大規模であり、中心市街地の公

園緑地の総面積は 4.47ha であ

る。中心市街地に占める割合

は、8.6％である。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道駅の乗降客数 

東海道新幹線、東海道線のＪＲ掛川駅の平成24年の1日平均乗車人数は11,033人である。

増減を繰り返しながら、平成 24年には平成 15年の 90％に減少している。 

天竜浜名湖鉄道掛川駅も減少傾向で、平成 24年の一日平均乗車人数は 867 人である。 

このように掛川駅の利用者の減少が続いており、中心市街地への流入の減少がうかがえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設の名称 面積 

１ 駅前公園 0.14ha 

２ 紺屋町公園 0.07ha 

３ くすのき公園 0.06ha 

４ 掛川城公園 2.90ha 

５ 龍華院子角山公園 1.30ha 

合    計 4.47ha 

中心市街地に占める 

公園緑地の割合 
8.6％ 

11,738 11,670

11,709 11,744

11,809

12,003

11,025 11,030

10,961
11,033

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（人／日）

867
954

1,200
1,022

1,187
1,038

1,217

1,340

1,038
845

500

1,000

1,500

2,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（人／日）

■JR掛川駅の乗車人数（1日平均） ■天竜浜名湖鉄道掛川駅の乗車人数（1日平均） 

資料：JR東海 資料：天竜浜名湖鉄道 

■都市公園の状況 

■中心市街地の公園緑地の状況 

資料：都市政策課 

資料：都市政策課 
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・バス路線の状況 

市内には 12のバス路線があり、そのうち 10路線が掛川駅を発着または経由している。ま

た、中心市街地への来街の利便性を高める循環バスは、北回り、南回りが平成 15年 5月か

ら開始され、平成 19年 4月から東循環バス、平成 20年 11月から西循環バスが運行を開始

した。しかし、平成 22年 10 月に東・西循環バスは廃止され、今は北回り、南回りだけ運行

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自動車保有状況、世代別・性別自動車免許保有状況 

掛川市の自動車保有台数は、平成 21 年では 101,705 台で、成人人口に対し 104％の保有

率であった。平成 26 年では 103,164 台で、成人人口に対し 108％の保有率となっている。

また、自動車免許の保有率は、平成 21 年では 82,382 人で、成人人口に対して 84％の保有

率であったが、平成 26年では 83,631 人で、成人人口に対する保有率は 87％となっている。

人口減少にも関わらず自動車保有台数及び自動車免許の保有数は増加しており、人口に対す

る自動車及び自動車免許の保有率は高いことがうかがえる。 

 

北回り循環線 

南回り循環線 

■市内の循環バス路線図 
資料：掛川市地域支援課 

資料：掛川市地域支援課 

■運行状況 東山線 粟本線 居尻線 倉真線 桜木線 北回り 南回り 満水線 和田岡線 曽我線

年間運行本数（往復） 5,840 7,665 5,840 4,015 4,380 6,205 6,205 2,920 2,920 2,920

利用状況Ｈ２３ (人) 34,465 44,029 31,950 13,974 11,025 99,757 52,510 7,169 2,299 1,221

利用状況Ｈ２４ (人) 34,762 44,518 28,656 13,317 9,754 102,663 51,008 5,254 2,380 1,121

利用状況Ｈ２５ (人) 34,589 42,224 29,584 13,479 9,483 101,665 57,308 7,164

※H23～H25は、運行本数変更なし

Ｈ２５～廃線
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自動車台数（台） 25年→26年 

平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 増減数（台） 増減率（％） 

101,705 101,734 101,845 102,227 102,708 103,164 456 0.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主要道路及び主要交差点の自動車通行量  

自動車交通量を中心市街地の主要 6地点

の合計値でみると、平成 26年の平日で

9,698 台、休日で 8,649 台である。平成 19

年と比べると、平日は 1％、休日で 11％減

少している。 

 

 

・主要道路及び主要交差点の歩行者通行量 

中心市街地の歩行者通行量を主要 7地

点の合計でみると、平成 26年の平日で

5,285 人、休日で 9,025 人である。平成

19年と平成26年を比較すると平日は812

人減少しているが、休日は 3,147 人増加

している。地区別では、平成 26年で掛川

駅と近接した「地点 7：駅南北自由通路」

が平日 1,643 人、休日 2,251 人と、平日

休日ともに歩行者通行量が最も多い。平

成 19年には「地点 1：緑橋」以外の地点

で平日の方が、通行量が多かったが、平

成 26年には全地点において休日の方が

通行量が多くなっている。 

 

 

■掛川市の自動車保有台数 

■自動車交通量の推移 

■世代別・性別自動車免許保有状況 
資料：掛川市統計書 

資料：掛川警察署 

9,887 9,6989,698
8,649

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H19 H26

（台）

平日 休日

資料：かけがわ街づくり株式会社 通行量調査 

6,097
5,285

5,878

9,025

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H19 H26

（人）

平日 休日

■主要 7地点の歩行者通行量 

資料：かけがわ街づくり株式会社 通行量調査 

調査時間 10～20時の 10時間通行量測定合計値 

 

平日 休日 平日 休日
955 1,314 515 1,988
577 554 467 1,163
310 235 278 332
450 368 725 741
855 727 776 1,194

1,173 1,014 881 1,356
1,777 1,666 1,643 2,251
6,097 5,878 5,285 9,025

平成19年 平成26年

地点1：緑橋
地点2：ねむの木ｷﾞｬﾗﾘｰ前
地点3：中町伊藤菓子舗前

合計

地点4：連雀みらいふ前
地点5：駅通り梅廼家前
地点6：駅通りﾌﾞﾃｨｯｸｺｻﾞﾄ前
地点7：駅南北自由通路

資料：かけがわ街づくり株式会社 通行量調査 
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・調査日    

平成 26年 5月中下旬 

・調査時間   

午前 10時～午後８時 

（10時間） 

平日 

休日 

単位：人 

資料：かけがわ街づくり株式会社 通行量調査 

調査時間 10～20時の 10時間通行量測定合計値 
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・中心市街地及びその他の市街地の地価、固定資産税課税額、店舗賃料、家賃の状況 

・地価の状況 

平成 25年の公示価格の掛川市内の最高値は、「駅前 8番 4内」で 142,000 円／㎡である。

同じ中心市街地の「紺屋町 5番地の 8」では 79,300 円／㎡と駅前の約 56％の水準にさがる。

また、商業集積が進む国道 1号沿いの「弥生町 24番」は 63,700 円／㎡で「紺屋町 5番地の

8」と比べて約 80％の水準にある。 

平成 25年の地価を平成 17年と比べると、「駅前 8番地の 4」は平成 17年の 89％、「紺屋

町 5番地の 8」は平成 17年の 83％に下落している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市税の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地の地価 ■中心市街地の主な地点の公示地価 

資料：地価調査（各年 7月 1日） 

地価公示（各1月 1日） 

 

142,000
160,000

79,300
95,500

69,200 63,700

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（円／㎡）

駅前8番4内 紺屋町5番8

弥生町24番

資料：市税課 

資料：掛川市統計書 
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・住宅用地の状況 

掛川城周辺では「公園・運動

場等」が大きく広がり、その周

辺を「住宅用地」が囲んでいる。

中央部では「住宅用地」がやや

増え、北部の掛川城周辺では

「住宅用地」と公園等が主用途

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・店舗賃料、家賃の現状 

 掛川駅前周辺の貸店舗･貸事務所の家賃は坪あたり平均 7,700 円で、掛川市郊外地域では

平均 4,700 円となっている。また、近隣都市である浜松市の貸店舗･貸事務所の家賃は坪あ

たり平均 9,500 円となっている。貸店舗･貸事務所家賃は地価に比例していることがうかが

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：不動産情報サイト athome H26.11 月時点 

    地価は公示静岡県 H26 公示結果 

■掛川駅周辺の店舗賃料の現状 

■掛川駅周辺の平均家賃の現状 

資料：不動産情報サイト athome H26.11 月時点 

資料：掛川市調査（平成 26 年 10 月現在） 
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・集合住宅の分布状況 

中心市街地での住宅は、中央部から北方面にかけて住宅が分布している。中央部の商店街

ゾーンにも、専用住宅が多く入り込み、商業施設と混在するが、その殆どが「戸建て住宅」

であり、都市型の集合住宅は少ない。中心市街地における集合住宅は、平成以降の建設の既

設分で、賃貸 13棟 115 戸、分譲３棟 67戸の供給が行われており、このうち 32戸は市営住

宅である。その他集合住宅は、掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業による 77戸が予定

されている。 

 

■集合住宅の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：掛川市調査（平成 26 年 10 月現在） 
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・用途地域 

中心市街地は、商業地域

31.48ha が最大で 62.3％を占め

る。近隣商業地域は 3.44ha、6.8％

を占め商業系用途を合わせると

34.92ha、69.1％を占めている。 

その他、第 1種中高層住居専用

地域が 10.65ha、21.1％あり、住

宅とともに文化施設等が多く立

地している。 

 

 

 

 

 

 

用途 面積（ha） 構成比 

第 1種中高層住居専用地域 12.05 21.1％ 

第 2種住居地域 1.42 2.8％ 

準住居地域 3.51 7.0％ 

近隣商業地域 3.44 6.8％ 

商業地域 31.48 62.3％ 

合計 51.90 100.0％ 

 

 

・空き地、空き店舗等 

中心市街地には、空き地や空き店舗に加えて、未利用地、暫定利用と思われる平面駐車場

が数多く分布している。 

駅周辺には、大規模小売店舗の跡地を含む大型の平面駐車場が多くあり、中町、連雀町等

の商店街部分を中心に空き店舗や小規模空き地や駐車場の分布が多い。 

中心市街地において、駐車場は必要であるが、現在ある空き地、平面駐車場の有効な土地

利用の促進が期待される。また、空き地についても家賃や用途について所有者の理解、協力

を求め、利用することが望まれる。 

 

 

■中心市街地の用途別面積 

資料：掛川市都市政策課 
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□問題点と課題□問題点と課題□問題点と課題□問題点と課題    

①中心市街地の空洞化 

中心市街地には、歴史文化施設の集積があり、金融機関や医療機関等の立地も

多い。しかし、公共公益施設の中心市街地外への移転が空洞化の大きな要因であ

る。 

②集合住宅の開発 

  小規模な集合住宅はあるが、大規模な集合住宅が少ない。再開発事業をはじめ

とする民間開発事業などの大規模な開発が必要である。 

資料：掛川市調査（平成 26 年 10 月現在） 
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・土地区画整理事業 

中心市街地には３カ所、25.9ha

の範囲（一部地区外）で土地区画

整理事業が施行された。事業は昭

和 35年から始められ、昭和 43年

には「掛川第 1」、平成 2年には

「掛川駅前」、平成 10年には「掛

川駅北」のそれぞれの地区で事業

は完了している。その範囲は、中

心市街地の約半分を占め、駅周辺

地区で積極的に基盤整備事業が

進められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 施行者 施行年度 施行面積 進捗状況 

掛川第 1土地区画整理事業 掛川市 昭和 35年～昭和 43年 23.4ha 完了 

掛川駅前土地区画整理事業 掛川市 昭和 48年～平成 2年 15.4ha 完了 

掛川駅北土地区画整理事業 掛川市 昭和 58年～平成 10年 13.9ha 完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土地区画整理事業の状況 

■中心市街地の土地区画整理事

資料：掛川市都市政策課 

□問題点と課題□問題点と課題□問題点と課題□問題点と課題    

①低未利用地の活用 

 中心市街地の約半分を占める駅周辺地区では積極的に土地区画整備事業が進

められてきた。しかし、（２）で示されたように、大型の平面駐車場や空き店舗、

小規模空き地が多く見られ、有効な土地利用には至っていないと考えられる。 

②平日の歩行者通行量 

 歩行者通行量が休日は増加傾向がみられるのに対して、平日は 5,000 人前後で

推移している。休日の増加には各種イベント等の効果も影響していると考えられ

る。 
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（３） 地域住民のニーズ等の把握・分析 

① 来街者の行動実態とニーズ 

 ａ．調査の概要  

・目 的 掛川駅周辺での来街者の客層及び行動を調査するとともに、駅周辺地区の評価、

期待等を把握する。 

・対 象 掛川駅周辺及び中心商店街における来街者 

・実施日 平成 25年 10 月 5日（土）、6日（日）、7日（月） 

・場 所 連雀、駅前通交差点周辺 掛川駅北口広場西 掛川駅北口広場東 以上 3カ所  

・抽 出 無作為抽出 サンプル数 1日当たり 250票 ３日間計 750 票  

・方 法 調査員の側面聞き取りによる 

 

 ｂ．回答者のプロフィール  

回答者の 44.7％が男性、55.6％が女性である。年齢は、比較的格年代に分散し、

最多は「60 歳代」で 17.8％、最少は「20 歳代」の 10.8％である。 居住地は、「掛

川市」が 61.5％と他を圧倒しており、県内からは「袋井市」（5.7％）、「浜松市」

（4.7％）、「菊川市」（3.7％）が続いている。なお、県外も 13.2％あり、土日の

週末に県外客の比率がやや増加する。 

 

ｃ.来街の形態  

来街者の調査地点までの交通手段は、

駅前及び周辺 の位置特性もあり、「JR東

海道本線」が 25.5％と多く、「自家用車」

19.7％、「徒歩」19.3％と続いている。「徒

歩自転車客」は、連雀で約 1/2 であるの

に対して駅広周辺では 1/5 程度に減少し

て両地点での客層の違いが顕著である。 

来街者の 71.4％は「1 人」での来街であ

り、とりわけ平日においては 82.8％と多

い。 

来街の目的は、「通勤通学」18.7％が最

大で、「買物」13.5％、「駅の利用」10.6％、

「その他所用」、「公共施設利用」、「散策

散歩」など目的が多岐にわたっており、

平日は通勤通学が 1/4 を超えている。 

駅、中心商店街への来 

街頻度は、「毎日隔日」が 31.0％と多く、 

■交通手段 

■来街の目的 
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特に平日は反復利用者が中心であるものの、週末になると初来訪者やほとんど来な

い人たちの割合が増加する。 

 

ｄ．街の評価  

街の評価を５段階評価の平均点でみると、調査事項６項目で最も評価が高いのは、

歩道等が整備され、城下町風の街並みが整備されていることが寄与して、「街の美し

さ清潔さ」＋0.70、「街の歩きやすさ」＋0.68 である。一方、比較的低い評価であ

るのが「昼の街の活気」が －0.81、「買物等の便利さ」－0.80 であり、大型店の撤

退や商店街の空洞化、機能低下が大きく影響している。 マイナス評価であるものの、

「昼の街の活気」より「夜の街の活気」が高く評価されている。また、「車での来や

すさ」については、駅前に大型駐車場が設置されているもののマイナス評価であり、

これは、郊外のように無料ではなく、有料であることが影響していると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ．欲しい施設 

 駅周辺や中心商店街に欲しい施設とし

て、「大型スーパー」が 44.0％と第一位に挙

げられている。次いで、「飲食店」が 19.1％、

「駐車場」が 11.7％、「娯楽施設」が 10.7％

の順となる。以前駅前に、ユニー、ジャス

コの大型店があったことから、その頃の良

さが思い出されている感がある。これに対

して、「専門店」が 9.7％と下位にあり、よ

り大型商業施設の期待が大きい。 また、商

業施設以外としては、「サロン休憩所」

7.9％、「小公園」5.3％、「カルチャーセン

ター」5.8％、「スポーツクラブ」4.6％が上

位にある。 

 

■街の評価＜平均点＞ 

■欲しい施設 
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ｆ．商業施設計画への期待  

東街区で計画されている商業施設について、「大いに

期待しており利用したいと思う」が 41.5％から支持さ

れている。次いで、「期待しているが利用はできてから

考える」が 28.0％である。 一方、プロジェクトを「知

らない」とする人は 10.4％に留まっており、商業施設

の内容はともかく、再開発計画そのものについてはか

なり周知されているものと思われる。 

 

駅の周辺や都市の中心市街地には、その地域から様々な人が、様々な目的を持って集

まってくる。特定の目的ではなく、様々な目的を持って多くの人たちが集まってくるの

が中心市街地の特徴であり、掛川市の駅前や中心市街地も、来街者調査をみれば、その

状況が垣間みられる。 但し、掛川市においては、来街の目的は、通常は上位にある「買

物」や「飲食」が目立たず下位にあり、鉄道駅利用に集中しているのは、他地区の中心

市街地比べて異なる点であるといえる。 掛川市においては、以前駅前に２店舗あった

大型店はいずれも閉店撤退し、長らく駐車場として利用されていた。さらに、中心市街

地にあった食料品スーパーも昨年閉店し、中心市街地に移動スーパーや引き売りが巡回

してもおかしくない、商業施設が空洞化した状況にある。 このような中で、中心市街

地への来街者は、中心商店街の景観や通りの管理、演出については、地区計画で整備さ

れた城下町風まちづくり等に対して高い評価をしている。しかし、大型店の撤退に加え

て一般商店の空き店舗化等により、買物の便利さや街の活気については極めて低い評価

を下している。 中心市街地のインフラの機能低下が深刻である。中心市街地のインフ

ラとは、道路や交通や下水道、ライフラインだけではなく、生活するに必要な商業施設

や都市施設も該当する。当地区においては、道路等については土地区画整理事業等で整

備が進んでいるものの、必要な商業施設や都市施設が公的施設、民間施設を問わず転出

や閉鎖しており、不足して生活の利便性を大きく損なっている。 中心市街地に欲しい

施設については、レジャー、娯楽等の時間消費のための施設よりも、生活のためのイン

フラ施設が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商業施設計画への期待 
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② 居住者の買い物実態とニーズ 

ａ．調査の概要  

・目 的 駅周辺の中心市街地に居住する高齢者を含む住民について、ライフスタイル、

買物行動や街や店に対する評価、要望を調査する。 

・対 象  掛川市中心市街地及びその周辺部に居住する世帯 

・実施時期 平成 25年 11 月 

・抽 出  無作為抽出 3,000 世帯を対象とする 

 

 

 

 

・方 法  郵送配布、郵送回収 

 

ｂ．回答者のプロフィール  

本調査の回答者に関する同居世帯人

員は「2人」が最多で31.3％、次いで「3

人」22.７％であり、中心市街地で世帯

人員が少なくなっている。 （P80参照）

現在地での居住年数は、「20年以上」が

57.2％と多く、とりわけ中心市街地では

78.0％と高率を示している。 70歳以上

の同居世帯は全体で38.7％あり、中心市

街地では55.2％と多い。  

 

ｃ．日常の買物  

食料品全般では、「街なか周辺スーパー」での利用が多く42.5％を占め、次いで

「郊外スーパー」が28.2％と続いている。 薬化粧品は、「ドラッグストア」が72.9％

と大きくシェアを確保しており、「近所の小売店」は8.5％と健闘している。 実用

衣料品は、「郊外スーパー」25.1％、「郊外専門店」24.6％、「浜松方面の店」23.5％

と3分化されている。一方、ファッション衣料は、「浜松方面の店」が45.6％と多く、

「郊外専門店」19.2％、「郊外スーパー」16.8％と続いている。 靴はきものは、フ

ァッション衣料と同様に「浜松方面の店」が34.5％と多く、「郊外スーパー」19.8％、

「郊外専門店」12.9％の順である。 時計宝飾品も、「浜松方面の店」が35.4％と多

く市外流出し、「静岡方面の店」13.9％、「近所の小売店」13.8％、「郊外専門店」

12.9％と続いている。 書籍文具は、「郊外専門店」が40.59％と多く、「近所の小

売店」が29.3％と続く。 家具インテリアは、「郊外専門店」が35.1％、「浜松方面

の店」が35.0％と分け合う。ギフト贈答品は、「近所の小売店」が24.0％、「浜松方

■回答者の同居世帯人員 
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面の店」が23.1％でほぼ並ぶ。 家族での外食は「郊外の専門店」が43.3％と多く、

「近所の店」24.0%、「浜松方面の店」が23.1％と続く。一方、仲間友人との飲食は、

「近所の店」が39.3％と多くなる。 

日常の買物については、街中の商店等の集積に応じた結果となっており、集積度

の高い飲食関係については地元の店を利用する比率が高くなっている。街中で手に

入りにくいものを周辺の駐車場完備しているスーパーマーケットを利用し、趣味性

の高いものについても市外の店を利用する傾向となっている。このため、街中で購

入する環境が整えば街中での買物をする比率は向上するものと考えられる。 
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 ｄ．食料品の買物 

○中心市街地の居住者  

精肉、鮮魚、野菜・果物の三品については、いずれも「遠鉄ストア」の利用率が 20

～25％で第１位を確保し、「郊外のスーパー・大型店」がこれに続いている。場所を

選ぶ基準として、精肉、野菜・果物はいずれも「品数や品揃えが豊富だから」、「価格

が安いから」の順で示されており、鮮魚については、価格より「商品が新鮮または品

質がよいから」が重視されて他とは異なる行動を示している。また、野菜の「道の駅・

さすが市・西の市」の産直施設での購入は 10％を超している。  

嗜好品である菓子、パンについては、「郊外のスーパー・大型店」が最も利用され

ているが、これに続く店として、菓子は「遠鉄ストア」が第２位にあるのに対して、

パンは「近所の店・街なか商店街」が支持されており、買物の行動が異なっている。

また、利用する理由として、菓子は「品数や品揃えが豊富だから」、「価格が安いから」

の順で重視されるのに対して、パンは「家に近くて歩いて行けるから」、「味がよいか

ら、おいしいから」の順であり、他の商品とは異なっている。  

総菜については、「遠鉄ストア」、「郊外のスーパー・大型店」の順で購入され、選

定理由として、「品数や品揃えが豊富だから」、「味がよいから、おいしいから」が重

視されている。 生麺豆腐の日配品は、「遠鉄ストア」、「郊外のスーパー・大型店」が

やや優位にあり、購入理由としては、「品数や品揃えが豊富だから」、「価格が安いか

ら」が上位に指摘されている。  

酒についても、「郊外のスーパー・大型店」の利用が多く、「近所の店・街なか商店

街」がこれに続いている。その場所で購入する理由は「品数や品揃えが豊富だから」、

「価格が安いから」が上位にある。 調味料、乾物については、「郊外のスーパー・大

型店」、「遠鉄ストア」の順で利用され、購入理由として「品数や品揃えが豊富だから」、

「価格が安いから」が重視されている。 

 ギフトについては、「郊外のスーパー・大型店」、「遠鉄ストア」の順で利用されて

いる。「これっしか処」での購入は全般に少ないが、調査商品の中ではギフト利用が

多くなっている。各店舗での購入理由は「品数や品揃えが豊富だから」とともに「ブ

ランド品、有名品があるから」が重視されている。  

なお、現在の購入場所の満足度は、総菜については「満足している」割合が 50％を

割るものの、他の商品はいずれも 50％を上回っており、特に精肉、野菜で 60％弱を

示している。 

品揃えが豊富で価格が安いことが上位にあげられていることから、車を利用できる

スーパーマーケットを利用している。一方、街中で製造販売をおこなっている店のパ

ンについては近所の店が 2位となっており、魅力ある商品を扱う商店であれば地元の

店を利用する結果となっている。酒については、街中に酒屋が複数あることによる集

積度の結果であると考えられる。 



 － 39 －

○中心市街地周辺部  

大きくは、中心市街地居住者とほぼ同様の食料品に関する買物行動を示している。 

但し、当然ながら中心商店街からやや距離を隔てることになるため、「近所の店・街

なか商店街」の利用が減り、中心市街地と郊外の中間地にある遠鉄ストア、サンゼン、

掛川スーパー等の利用が増える。 また、「郊外のスーパー・大型店」の利用は、各商

品ともに中心市街地内居住者と比べて多くなっている。 

基本的に車での買物となることから、駐車場の完備しているスーパーマーケットを

利用する傾向があり、車での利用制約が買物行動の結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｅ．中心商店街の利用状況  

中心市街地居住者の中心商店街の利用は、

「ほぼ毎日」が 20.2％、「週に２～３回程度」

が 23.5％と日常的な利用がみられる。一方、

外周部居住者は、それぞれ 6.9％、14.7％と

日常的利用は約 20％の水準となり、中心商店

街への依存度が異なる。 

この結果、中心市街地居住者は、歩行が主

で車が従であり、外周部居住者は車が主であ

ると考えられ、大量の買い物が出来ないが、

気軽に買い物が出来る歩行利用の方が利用

頻度は高くなっているものと考えられる。 
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中心市街地に行く目的としては、中心市街地の居住者は、「銀行・金融機関」が

61.6％と第 1位で、「食料品の買物」が 44.1％と続いている。外周部では、「銀行・

金融機関」が 42.1％、「まつり・イベント」37.4％、「主因」33.9％と続いている。

3年前の利用頻度との比較では、中心市街地居住者で39.2％、周辺部居住者で35.3％

が「減った」としている。 利用減少の理由として、「欲しい商品を売っている店が

ない」、「行きたいと思う魅力のある店がない」がそれぞれ 56.0％、51.8％と個店の

魅力低下に集中している。 

外周部居住者の利用目的は、銀行・金融機関のようなピンポイントの目的となって

いることから、外周部居住者は街中の商店を日常的に利用する環境になっていない。

街中の商店にはそこにしかないものを販売すること以外に外周部からの買物客を呼

び込むことは困難であると考えられる。 

ｆ．中心商店街の評価  

街の評価を５段階評価の平均点でみると、調査事項6項目で最も評価が高いのは、

「街の安全安心性」が＋0.27と唯一プラス評価となっている。続いて±0の「街の

美しさ清潔さ」である。 評価が低いのは、「店や業種の豊富さ」、-1.00、「買物

等の便利さ」－0.95であり、「自動車での行きやすさ」が-0.93となっている。空

洞化に伴う商業の機能に係る事項に対して厳しい評価がなされているとともに、居

住者の日常的な生活の不便さが想像される。 また、これらの評価は来街者の評価

と類似し、空間、環境面については比較的評価がなされているものの、商業機能の

なさが強く指摘されており、中心市街地の課題となる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ｇ．施設の利用、行事の参加  

中心市街地に関する施設の存在を、「駅前・まんまえパーキング」は88.5％、「こ

だわりっぱ」が91.9％、「これっしか処」が94.0％で認知されている。イベントの「け

っトラ市」は88.1％、「友引カフェ」は55.1％である。一方、こられの施設やイベン

トへの利用、参加は、「これっしか処」が82.3%、「こだわりっぱ」が76.2％と比較的

高率であるのに対して、「けっトラ市」が38.0％、「友引カフェ」が14.3％と低調で

ある。  

■中心市街地の評価＜平均点＞ 
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このことから、固定された施設は認知度、利用度とも高くなっているが、一時的な

イベントについては、認知度は高くても利用度は低くなっており、イベントのあり方

について検討をしていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈ．中心市街地の満足度  

中心市街地に関して、「子育てをするための環境」-0.29、「子供たちが安全に元

気に育つ環境」-0.26、「高齢者が安心して生活するための環境」-0.43、「地域居住

者が豊かに暮らせるための環境」-0.62と4項目とも、居住者の評価はマイナスである。 

中心市街地にすんでいいと思うことは、「駅に近くどこにでも行くのに便利」91.0％、

「金融機関等が近くにあり便利」63.3％で評価されている。しかし、「高齢者の施設

が整っている」、「子育ての施設が整っている」はそれぞれ0.3％、0.8％と評価は低

い。  

このことから、便利であるが子育てをする環境が脆弱であるという結果となってい

る。このため、子育て世代の居住を促進するためには、子育て環境の充実が求められ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設の利用、行事参加 

■中心市街地の満足度＜平均点＞ 
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ｉ．中心市街地のまちづくり  

中心市街地の再生、活性化について、その方策として、「大規模な商業施設や魅力

ある店の誘致」が62.1％と最も大きく期待され、次いで、「市街地住宅を整備し若い

ファミリー層等の居住者を増やす」49.3％、「掛川市民のための中心施設、公共施設

を誘致する」45.4％が上位にある。 街のイメージとしては、「家族連れやフェミリ

ーが楽しめる街」が61.6％から支持されて最上位で、「落ち着いてゆっくりと時間が

過ごせる街」41.0％、「毎日の食材商品や生活に必要なサービスが受けられる街」

35.7％への期待が大きい。 

このため、居住者を増やすマンション、商業施設を整備する東街区再開発事業は中

心市街地のまちづくりのニーズに応えるものとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｊ．中心市街地に欲しい施設 

商業施設としては、「大型総合スーパー」が第１位で 53.2％から支持されている。

続いて、「市場・産直品売場」34.4％、「食料品スーパー」31.4％、「生活雑貨店」

29.7％、「大型衣料専門店」25.1％が上位に並んでいる。 公的や生活支援施設とし

ては、「駐車場」の 38.0％がトップで期待が大きく、「市役所窓口」が 32.6％で続

く。次いで「「イベント広場」28.0%、「広場小公園」27.6％、「カルチャースクール」

27.2％と僅差で並んでいる。 

この結果から、車の利用に困らない日常の買い物の買物が出来る施設を望んでい

ることがうかがえる。商業施設、駐車場、多目的広場をする東街区再開発事業は欲

しい施設をある程度満たす施設であるといえる。 

 

 

 

 

■再生・活性化策 ■街のイメージ 
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ｋ．東街区の再開発  

掛川駅前東街区の再開発計画について、「施設

の内容は知らないが計画は知っている」が

49.4％、「知らない」が 45.3％と別れており、中

心市街地周辺部にその認知度は低い。 計画する

商業施設として、希望する業種業態として、「食

品スーパー」が 52.4％で最も期待され、続いて、

「生鮮市場・マーケット」48.5％、「コーヒーシ

ョップ・喫茶店」が 2位にある。 「地場特産品

食品」39.6％、「惣菜・弁当」35.4％，「青果・

精肉・鮮魚」33．1％、「スイーツ・洋菓子」31.6％、

フレッシュベーカリー」31.5％等がいずれも

30％以上の居住者からの支持を受けて上位にあ

る。 このように、2 位の「コーヒーショップ・

喫茶店」を除いてはいずれも食品であり、生活

関連商品である。 

 中心市街地に居住する世帯は、居住年数が長く、高齢者世帯や高齢者が同居する世

帯が他地域と比べて高い割合を示している。  

中心市街地及びその周辺の若い世帯は、自動車で郊外部や中間地点の食品スーパー

に気軽に出向き、あまり不便さを感じていないように感じられる。一方、高齢者の世

帯においては、食品の総合店がなくなり、少なくなった街なかの一般商店を利用して

いるものの、生活必需品すら揃わない状況になりつつある。  

街なかに住んでよくないと思うことについて、「何でも揃う大型店がなく、買物に不

■欲しい施設（商業等）単位％ ■欲しい施設（公的）単位％ 

■欲しい商業施設（上位 15位）単位％ 
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便である」、「食利用品等が近くで買えずに不便である」がともに上位を占めており、

問題は深刻である。  

このため、欲しい商業施設として、「大型総合スーパー」、「市場・産直品売場」、「食

料品スーパー」の生活の基礎的商品を売る店が切望されており、嗜好性の強い業種は

二の次となっている。  

このような環境にありながら、「これまで長く住んでおり、このまま今の場所に住み

続けたい」、「交通の便がよいことは他のものに代え難く、このまま住み続けたい」が

70.0％を占める等定住意向が強い。  

なお、街なか居住者は、商業施設の不便さとともに、施設の転出や未整備な状況か

ら、子育てや高齢者が住む環境ではないとしている 

 

③ 駐車場の利用実態とニーズ 

 ａ．調査の概要  

・目 的  駅前等の駐車場の利用を調査し、自動車来街者の実態とニーズを把握する。  

・対 象  まんまえパーキング及び掛川駅前パーキングの利用者  

・実施日  平成 25年 11月 16日（土） 11月 17 日（日） 11 月 18日（月）  

・場 所  まんまえパーキング 掛川駅前パーキング 以上２カ所  

・抽 出  無作為抽出 サンプル数 16日 各地点 50 票  17日 各地点 50 票  

18 日 各地点 50 票 計 300 票  

・方 法  調査員の側面聞き取りによる 

 

ｂ．利用者のプロフィール  

利用者は、「男性」が43.3％、「女性56.7％

と女性がやや上回る。 年齢は、「40歳代」

が28.7％と最も多く、「30歳代」が20.7％

で続いている。 居住地は、「掛川市」が

56.3％と集中し、次いで「菊川市」が

11.0％、「袋井市」が6.7％で、他は５％

未満と分散する。  

 

ｃ．利用の状況  

1台当たりの乗車人員は、「1人」が67.0％

を占め、「2人」が22.7％と1台当たり2人

以下の乗車が90％近くを占めている。 駐

車時間は、「30分程度」が20.7％と最も多

く、次いで「1時間程度」が18．3％続き、

■年齢 

■乗車人員 
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1時間程度の駐車が全体の4割程度を占め

ている。 利用した駐車場を選んだ理由と

しては、「目的地が近いから」が54.7％、

「駅に近いから」が42.6％と集中してお

り、対象駐車場の利点として、立地条件の

良さであることがわかる。 

利用した駐車場の利用は、「年に数回」

が21.8％、「月に2～3回程度」が19.5％、

「月に１回程度」が19.1％と、リピーター

が中心である。 駐車した後の目的地は、

「掛川駅（お迎え）」が24.8％と多く、「掛

川駅（切符購入）」14.4％、「その他の所

用・用事」13.8％、「商店街・駅での買物」

11.1％が続く。 全体として、対象駐車場

の位置条件から駅との関係が強く、駐車場

の利用者の半数程度が駅及びその関係の

所用者であると推測される。  

 

ｄ．立体駐車場計画 

 駅前パーキングの整備計画について、「詳

しく知っている」人は10.8％、に留まり、「計

画があることを知らない」が80.1％を占めて

いる。 建て替わる立体駐車場について、「使

ってみたい」人が62.2％を占め、「駐車スペ

ースが小さい」なとを心配して「使いたくな

い」とする人が17.7％いる。  

 

e．商業施設計画  

東街区で計画している市場風の商業施設

については、「大いに期待しており利用した

いと思う」が50.3％、「期待しているが利用

はできてから考える」が29.7％となり、ほぼ

80％の人から歓迎されていると思われる。  

掛川駅前パーキング、まんまえパーキングの利用者は、大半が送迎や切符購入、

食事、買物等の掛川駅への所用者であり、「目的地に近い」という理由で利用され

ている。 乗車は「1人」、「2人」で9割近くを占めている。 駐車時間は、「5時間

■立寄施設（上位 10位）単位％ 

■整備計画 

■商業施設の利用 

■駐車時間 
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以上」と「30分程度」がそれぞれ24.7％、20.7％とやや集中するが全般にばらつい

ている。 

5時間以上の利用者は、鉄道利用であると考えられ、30分程度は駅利用や送迎によ

るもの、その中間については駐車場周辺施設での買物や食事をする利用であると考え

られる。 

 

 ④歩行者通行量と自動車交通量の実態 

 ａ．調査の概要  

・目 的 主要地点での歩行者の通行量、自動車の交通量を調査し、人、車の流動や 中心

市街地の回遊状況を把握する。 

・対 象 歩行者、自動車、二輪車等  

・地 点 中央二丁目交差点、ＮＴＴ前交差点、掛川駅前交差点、塩町南交差点、 

以上 4地点  

・実施日 平成 25年 11 月 10 日（日） 11月 11日（月）  

・時 間 7 時から 22時の 15時間  

・方 法 調査員による計測 

 

ｂ．自動車の交通量と流動 

 調査を行った 4交差点の 15時間当たりの進入台数を比較する。  

○中央二丁目交差点  

日曜の進入台数は 19,676 台、平日は 23,021 台である。 日曜、平日ともに袋井

市方面からが最大である。  

○ＮＴＴ前交差点  

日曜の進入台数は 11,951 台、平日は 15,097 台である。 日曜、平日ともに掛川

駅北口方面からが最大である。 

○掛川駅北口交差点  

日曜の進入台数は 12,733 台、平日は 14,142 台である。 日曜はＮＴＴ方面から、

平日塩町南方面からが最大である。 

○塩町南交差点  

日曜の進入台数は 17,624 台、平日は 22,301 台である。 日曜、平日ともに新道

架道橋方面からが最大である。 
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ｃ．歩行者等の通行量と流動  

再開発事業が進められている掛川駅前東街区に向かう、調査 4交差点における 7時

～22時の 15時間の歩行者及び自転車の流れを把握する。  

○歩行者  

駅から約１ｋｍを隔てる「中央二丁目」では、日曜で 138 人、平日で 158人の歩行

者の通行があり、特にピーク時間はみられない。駅に近付いた「ＮＴＴ前」では、日

曜で 820 人、平日で 1,856 人、「中央二丁目」の 6～12 倍の通行となる。また、通勤
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通学の動線となって平日が日曜の 2.3 倍となり、夕方の通行がピークとなる。 「掛

川駅前北口」では、駅から北行きの流れは、日曜で 699 人、平日で 844 人となる。駅

前広場と接続しているが、「ＮＴＴ前」と比べて日曜 85％、平日で 45％の水準であり、

特定のピークの時間帯は見られない。掛川駅より東に位置する「塩町南」では、日曜

で 149 人、平日で 246 人と、「ＮＴＴ前」、「掛川駅前北口」と比べて大幅に減少する。 

平日の減少は、空き店舗等の増加により商業地としての魅力がなくなってきている

ものと考えられる。また、日曜日は、特に南北方向が増えていることから、掛川駅か

ら歴史文化ゾーンへの観光目的の歩行者が増えているものと考えられる。 

 

○自転車  

自転車の通行は、ほぼ歩行者と同様の傾向を示しており、各地点とも平日が日曜を

上回っている。 通行が最も多いのが「ＮＴＴ前」で、日曜で 266 台、平日で 349 台

である。最少は「掛川駅前北口」で、日曜 51台、平日 121 台である。 

    

ｄ．経年変化による分析  

商店街部分の通行量をみると、最大地点は平日、日曜ともに「駅南北自由通路」で、

平日 1,717 人、日曜で 1,906 人を示している。これに次いで、平日は「駅通ブティッ

クコザト前」が 895 人と続くが 52％の水準であり、大きく水をあけられている。日

曜は、掛川城につながる「緑橋」が 1,894 人とほぼ「駅南北自由通路」と同じ水準に

ある。  

全体として、駅及び南北の駅通りに人の流れが多く、「中町伊藤菓子舗前」、「連雀

みらいふ前」の東西の商店街部分はその 1／2から 1／3に留まっている。  

歩行者の経年変化をみると 7地点の合計値で、平成 19年と比べて平日は 89.8％と

減少しており、逆に日曜は、132.8％と増加している。地点別には、平日は「連雀み
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らいふ前」を除いてすべて減少し、日曜は 7地点すべてで増加している。 

  

中心市街地の自動車の流動をみると、通過交通が進入しにくい道路体系から、中心市

街地内での発生交通が通行の中心であり、交通環境としては比較的穏やかである。再開

発により新たな交通の発生が予想されるが、大きな問題にならないようである。 一方、

中心商店街の歩行者通行量については、集客施設が不在であることから比較的少ない。

週日では全般に通行量が減少しているが、イベントや観光に係る積極的なアピールによ

り、週末には観光客等の来訪が増加している。 
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（４）これまでの中心市街地活性化に対する取り組みの検証 

［１］旧掛川市中心市街地活性化基本計画 

①旧計画の概要 

事業期間  当  初  平成 12 年 4 月～平成 16年 3 月 

第二期  平成 17年 4月～平成 21年 3月 

区域面積  70ha 

基本方針    中心市街地がかかえる課題等を踏まえ、今後街なかの再生を図ってい     

く上で、これからのまちづくりの目標として、掛川駅及び掛川城公園      

を中核に形成された、住んでいる人が満足し、掛川市民の誰もが利用   

し、歩き、楽しみ、心から誇りと愛着を持ち、そして掛川を訪れる様々           

な人を暖かく迎える、「掛川の顔」にふさわしい街なかを目指す。 

目     標  (1) 歴史と伝統を大切にし育むまちづくり 

             (2) 生涯学習の中心核として豊かな心を育てるまちづくり 

             (3)  愉快で楽しい出会いのあるまちづくり 

             (4)  快適な居住の場として多くの人が暮らせるまちづくり 

             (5)  快適で美しい環境を有したまちづくり  

             (6)  活発な商業・業務・サービス活動が展開するまちづくり 

             (7) 魅力的な観光の玄関口となるまちづくり 

             (8)  安全で便利な人に優しい交通機能を有するまちづくり 

②事業の進捗状況 

    事業は、「市街地の整備改善事業」44 事業、「商業等の活性化事業」40 事業を

掲げ全体で 84事業を計画した。 

・各種事業の着手・完了状況 

       84 事業の内、59事業が完了し 70％の完了となった。 

      なお、ソフト事業は、支援事業のため単年度継続事業のため、完了として扱って

いる。 

・計画期間内に変更した事業 

 84 事業の内、関係者との合意形成 

が得られないため７事業を中止した。 

・未完了又は未着手の事業に関する要因 

分析 

84 事業の内 18事業が未着手である。 

未着手の要因は、主に東街区再開発事業に起因した事業で、権利者との合意形成の

遅延によるものである。 
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③目標指標の達成状況 

・各目標指標の実績値の推移と最新値の状況 

生涯学習の核となる街を目指す主要施設の１つである「掛川市立中央図書館」は、

中心市街地の求心力が低下する中で年間利用者数311千人を超える多数の利用者を

維持している。また、市民の誰もが我がふるさとの顔として誇りを感じる街を目指

す主要施設である「掛川城」の年間利用者数は、平成 16 年までは減少が続いたが、

大河ドラマの舞台となった年では 324 千人を超えて急増を示し、放映後は年間 125

千人に減少している。 

中心市街地の事業所や居住人口が減少し、通行量が激減する一方、このように、

地域住民用、観光客用共に、施設の利用は盛んである。このことから、地域住民か

ら中心市街地における住民サービス施設、交流施設、情報発信施設等の公共、民間

の中心施設、利便施設の立地、集積が求められている。 

    来街者の目的は、商業に対するウエイトは低いものの、「観光」、「散歩」、「買

物」等、多種、多彩である。来街者における現在の中心市街地への評価は、満足度

がプラス評価で高いのは、「歩きやすさ」、「親しみやすさ」、「休憩場所」等の

イメージや環境に対する事項である。これに対して、マイナス評価は「店の業種の

多さ」、「品揃え」、「価格」等の、商業活動に関連する事項に集中している。 

    事業実施が遅れている東街区再開発事業などのハード事業による「街なかの魅力

創出」、「まちなみ景観、環境の形成」事業や地域団体との連携を組み込んだ「健

康福祉活動の支援」が求められている。 

・各目標指標の実績値に関する要因分析 

    水辺環境（逆川）の形成」、「道路、歩道、路地の再生」、「街なかシンボル道

路の整備」等の基盤整備に係る事業については、ほぼ全事業で完了または着手済み

である。 

      「掛川城址公園の充実」、「歴史的建築物の保全・修復」等の観光関連施設の整

備に係る事業も比較的実施率が高かった。これに対して、「街づくり核の創出」、

「再開発、共同建築の推進」においては未着手事業が多くあり、拠点開発に係る事

業の推進について今後に課題を残した。 

④定性的評価 

・計画期間前後における地域住民の意識の変化 

平成 14 年にＴＭＯとしての認定を受け“かけがわ街づくり株式会社”が設立さ

れたことにより、掛川市と一体で、駐車場の管理事業やイベントの開催、空き店舗

対策など中心商店街などと連携し地域支援活動に取り組んだ結果、地域の協働協力

意識が感じられるようになった。 

・協議会の意見 
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       掛川市の街なかの商業等の活性化を進めるにあたっては、ライフスタイルの多様

化や消費者嗜好の変化に対応した魅力ある商店街の形成を図るとともに、大規模店

舗の移転や中心市街地の人口ドーナッツ化現象の影響による賑わいの低迷に対処

するため、集客機能や商業機能の集積を再構築することを目指しつつ、次の問題点

や課題に留意する必要がある。 

   ａ 観光客が回遊出来るような複合的な魅力が不足 

   ｂ 行政サービス機能や市民交流機能など、公益サービスの充実 

 ｃ 生鮮三品マーケット機能の強化、最寄り品対応の商業集積 

 ｄ 高齢化、福祉等に対応した都市型住宅の供給 

⑤参考資料（各事業の着手・完了状況） 

■市街地の整備改善事業 

事業名 事業詳細名 実施状況 備考 

掛川城址公園の充実 

中央図書館建設事業 完了   

三の丸広場整備事業 完了   

子角山整備事業① 完了   

蓮池整備事業 完了   

子角山整備事業② 完了   

城内広場整備事業 着手済   

平和観音移設事業 中止   

歴史民俗博物館建設事業 中止   

歴史体験の館（竹の丸）

の整備 

竹の丸整備事業（計画策定） 完了   

竹の丸整備事業（工事） 着手済 平成 20 年度完了予定 

歴 史 的 建 築 物 の 

保 全・修復 

淡山翁記念報徳図書館修復工事 完了   

大日本報徳社講堂修復工事 完了   

歴史体験型歩行空間整備事業 着手済 完了年度は未定 

親水河川化 着手済 完了年度は未定 

建築物修復事業 

（宿泊・土産物売り場） 
中止   

建築物修復事業（武器庫） 未着手 
竹の丸建物 

整備後に実施 

水辺環境（逆川）の形成 

緑の精神回廊整備事業（橋） 完了   

緑の精神回廊整備事業（歩道） 完了   

緑の精神回廊整備事業（サイン） 着手済 
平成 20 年度 

完了予定 

交通支援センターの設 まんまえパーキング整備事業 完了   
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立 市街地循環バス事業 完了 西循環線 

駐車場管理センター 未着手 
再開発事業内で 

検討 

共同駐車場整備 未着手 
かけがわ街づくり㈱によ

り実施検討 

道路・歩道・路地の 

再生 

掛川駅西郷線整備事業 着手済  

暮らしの道づくり事業 着手済 
市の財源が不足のため事

業 

街づくり核の創出 

掛川駅前東街区市街地再開発 

事業調査設計計画 
着手済  

掛川駅前東街区市街地再開発 

事業 共同施設整備 
未着手 再開発事業として進行中 

総合福祉会館整備事業 中止 近隣区域で進行中 

広場整備事業 未着手 再開発事業として進行中 

武家屋敷復元 

都市計画決定 着手済 住民との調整中 

建築・外構事業 未着手 事業計画策定後着手 

建築セットバック 未着手 地区計画策定後着手 

電柱地中化 未着手 地区計画策定後着手 

街なかシンボル  

道路 の整備 

照明灯・案内板整備事業 着手済 完成年度は未定 

バリアフリー歩行空間整備 着手済 完成年度は未定 

暮らしの道づくり事業 

（道路・歩道） 着手済 完成年度は未定 

大 規 模 空 き 店 舗 の

活 用 

既存建築物補強改装工事 完了 
対象建物を解体し駐車場 

として活用 

複合機能施設整備 完了  

賃貸型住宅 中止  

再開発・共同建築の 

推 進 

路上停車帯（連雀） 未着手 権利者との調整が必要 

建築共同化事業（駅周辺） 未着手 権利者との調整が必要 

公営住宅の建設（連雀） 未着手 権利者との調整が必要 

共同建築の推進 
建築共同化事業 未着手 権利者との調整が必要 

建築共同化事業（観光案内所） 未着手 権利者との調整が必要 

 
■商業の活性化事業 
 

事業名 事業詳細名 実施状況 備考 

観光サービスの 

展 開 

イベント（山車・獅子パレード） 完了  

掛川商工まつり 着手済 継続開催 1 回/年 

ザ・朝市『遠州春一番』 着手済 継続開催 1 回/年 

掛川戦国城下市 着手済 継続開催 1 回/年 
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納涼まつり 着手済 継続開催 1 回/年 

掛川城楽市と七草粥ウォーキン

グ 
着手済 継続開催 1 回/年 

三の丸楽市 着手済 継続開催 1 回/月 

掛川大祭まつり広場 着手済 継続開催 1 回/3 年 

お花の朝市・交換会 着手済 継続開催 1 回/年 

フラワーフェスティバル 着手済 継続開催 1 回/年 

グリーンキャンペーン 着手済 継続開催 1 回/年 

市内の観光拠点との連携 着手済 マップ作成 

宿泊施設の運営 中止 民間による建設計画が進行中 

トラベルサービス（市内観光 案

内） 
着手済 市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱにより進行中 

都市交通の管理 
大手門駐車場管理運営 着手済 指定管理者制度の導入 

連雀パーキング管理運営 着手済 指定管理者制度の導入 

空き店舗の活用 

空き店舗対策事業 1 号店 着手済 かけがわ街づくり㈱ 

空き店舗対策事業 2 号店 着手済 かけがわ街づくり㈱ 

空き店舗対策事業 3 号店 着手済 かけがわ街づくり㈱ 

空き店舗対策事業 4 号店 着手済 かけがわ街づくり㈱ 

空き店舗対策事業チャレンジショッ

プ 
着手済 かけがわ街づくり㈱ 

屋台会館運営 中止  

公共空間管理 未着手 かけがわ街づくり㈱で検討中 

スーパー経営 未着手 東街区再開発事業内で検討 

敷地の再編成 整序型区画整理事業 未着手 権利者との調整が必要 

健康福祉活動の支 援 

救急・消防活動 完了  

ボランティア活動と在宅看護支援業

務 
着手済 民間事業者による 

デイ・ケア支援とホームドクター

制度運営 
着手済  

 

街なかの魅力創出 
ファサード整備 着手済 景観事業の補助事業 

観光ルート整備事業 着手済 進行中 

賑わい・たまり場整備 未着手 東街区再開発事業内で検討 

名物土産物創作 着手済  

名物料理創作 着手済  
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事業者の支援 
賃貸型店舗・住宅管理・運営 着手済 かけがわ街づくり㈱ 

人材派遣・育成 着手済 商工会議所により実施 

経営指導・事業指導 着手済 商工会議所により実施 

 

町並み・景観・環境 の形

成 

植樹や緑化の推進 着手済 市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱにより進行中 

表通りの１階用途を商業・業務に 未着手 かけがわ街づくり㈱で検討中 

ウインドウショッピング 未着手 かけがわ街づくり㈱で検討中 

ごみや産業廃棄物の減量 着手済  
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［２］前掛川市中心市街地活性化基本計画 

 ①前計画の概要 

計画期間 平成 21年 3月から平成 27 年３月 

区画面積 50.5ha 

基本的な方針及び目標 

まちづくりの方針 中心市街地活性化の目標 目標指数 基準値 目標値 

様々な人が訪れ、多

くの人が暮らす 

様々な目的で人が集う賑

わいのあるまち 

主要地点の歩行者

通行量 

6,097人 

（H19） 

6,750人 

（H26） 

掛川らしい魅力あ

ふれる店がある 

快適で便利に多くの人が

住むまち 

中心市街地の居住

人口 

1,579人 

（H20） 

1,700人 

（H26） 

市民が協力参加し、

自ら活動する 

活発な商業・業務・サー

ビス活動のあるまち 

中心市街地の営業

店舗数 

357店 

（H19） 

380店 

（H26） 

 

テーマ 

  “ＨＯＴＯＫＵ”スピリットによる まちなか賑わい再生 

～地域の人達の参加、協働によるまちづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画区域 
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②事業の進捗状況 

平成 21 年３月に本市が作成した前計画では、「市街地の整備改善」6事業、「都市福利

施設の整備」5事業、「街なか居住の推進」4事業、「商業の活性化」42 事業、「公共交通

機関の利便性の増進及び特定事業の推進」3 事業を掲げて推進してきた。これらの事業

の実施率は平成 26年 3月末現在で 60 事業のうち、51 事業が実施中又は完了し、進捗率

としては 85％となっている。 

 

 記載 

事業数 

実施事業数 未着手 

事業数 完了 着手済 小計 実施率 

市街地の整備改善事業 6 ４ 1 ４ 66.6 1 

都市福利施設の整備 5 ４  ４ 80 １ 

街なか居住の推進 4 ２ １ ３ 75 １ 

商業の活性化 42   37 88.1 5 

公共交通の利便増進 3 ３  ３ 100 0 

 

・各事業の着手・完了状況 

■「市街地の整備改善」のための事業 

事業名 実施状況 備考 

城内広場整備事業 完了  

掛川駅舎整備事業 完了  

掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業 着手済  

中町連雀快適空間整備事業 未着手  

観光交流センター運営事業 完了  

まちなかもてなし施設設置事業 完了  

 

■「都市福利施設の整備」のための事業 

事業名 実施状況 備考 

大日本報徳社大講堂整備事業 完了  

龍華院大猷院霊屋修復事業 完了  

ホテル開設事業 完了  

空き地利用促進事業 未着手  

竹の丸運営事業 完了  
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■「街なか居住の推進」のための事業 

事業名 実施状況 備考 

掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業 着手済  

集合住宅整備事業 完了  

空き地利用促進事業 未着手  

ヘルシー商店街事業 完了  

 

■「商業の活性化」のための事業 

事業名 実施状況 備考 

掛川市中心市街地魅力発掘事業 完了  

東街区商業集積整備事業 未着手  

掛川音楽通りの演出事業 完了  

掛川ひかりのオブジェ展開催事業 完了  

アートを活かした地域資源活性化プロジェ

クト事業 

完了  

花をテーマとした掛川城公園花壇運営事業 完了  

とろろ汁で町おこしＢ級グルメ大会事業 完了  

戦国城下茶会事業 完了  

戦国ウォーキング事業 完了  

掛川城天守閣への大河ドラマ関連展示事業 完了  

スタンプラリー事業 完了  

三の丸広場でのイベント事業 完了  

市外への観光ＰＲ事業 完了  

街なかストリート診断事業 完了  

街づくり推進人材育成事業 完了  

掛川うまいもの展開事業 完了  

駐車場及び賑わい広場整備運営事業 未着手  

おかみさん市開催事業 着手済  

けっトラ市開催事業 着手済  

友引ストリートカフェ開催事業 着手済  

コミュニティビジネス等推進事業 着手済  

市民活動スペース提供事業 完了  

かけがわまちゼミ開催事業 着手済  

掛川本陣通り運営事業 着手済  

掛川おもてなしイベント開催事業 着手済  
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中町連雀快適空間整備事業 未着手  

まちなか創業開業者促進事業 完了  

まちなか駐車場運営事業 着手済  

憩いのスペース提供事業 完了  

まちなかガイドマップ発行事業 着手済  

まちなかミュージアム展開事業 着手済  

売り出し事業 完了  

連雀、中町商店街の再々開発の推進事業 未着手  

個店の魅力アップ推進事業 着手済  

中心市街地現地実態調査事業 着手済  

市民活動等支援事業 完了  

商店街活性化現地特派員事業 完了  

空き地利用促進事業 着手済  

商業人材育成事業 完了  

テナントミックス推進事業 着手済  

地域限定プレミアム買物券発行事業 完了  

城下町風街づくり事業 完了  

 

■「公共交通機関の利便増進」のための事業 

事業名 実施状況 備考 

天竜浜名湖鉄道利用促進事業 完了  

市内循環バス運行事業 完了  

静岡空港連絡バス運行事業 完了  

 

 

・計画期間内に変更した事業 

  第１回変更 平成 22年３月 23日 

   かけがわ交流センター整備事業の見直し（名称、面積、年度変更） 

   掛川駅舎整備事業の追加 

  第２回変更 平成 23年３月 31日 

   補助事業名変更（まちづくり交付金→社会資本整備総合交付金） 

  第３回変更 平成 23年 11 月 24 日 

   掛川駅舎整備事業年度変更（平成 22年～平成 23年→平成 23 年～平成 25年） 

  第４回変更 平成 26年３月 28日 

   期間延長（平成 26 年３月→平成 27 年２月）、掛川駅前東街区第一種市街地再開発
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事業見直し（施設計画、年度変更）、かけがわ地域交流センター事業廃止、東街区商

業集積整備事業追加 

  第５回変更 平成 26年７月 29日 

   補助事業名変更（東街区商業集積整備事業） 

 

・未完了又は未着手の事業に関する要因分析 

  平成 21 年３月に本市が作成した（前）掛川市中心市街地活性化基本計画では、「市

街地の整備事業」15 事業、「商業等の活性化事業」45 事業を揚げて推進してきた。こ

れらの事業実施率は平成 26 年３月末現在 85％と実施率は高い。 

  未着手事業の要因としては、駐車場や広場の整備、食品スーパー経営など掛川駅前

東街区第一種市街地再開発事業の遅延が起因しているものが多い。 

 

③目標指標の達成状況 

・各目標指標の実績値の推移と最新値の状況 

目標 1「様々な目的で人が集う賑わいのあるまち」 

目標指標 基準値（H19） 実績値（H26） 目標値（H26） 

歩行者通行量 6,097 人 5,285 人 6,750 人 

 

目標 2「快適で便利に多くの人が住むまち」 

目標指標 基準値 実績値 目標値 

居住人口 1,611 人 1,459 人 1,700 人 

  

目標 3「活発な商業・業務・サービス活動のあるまち」 

目標指標 基準値 実績値 目標値 

営業店舗数 357 店 383 店 380 店 

 

・各目標指標の実績値に関する要因分析 

目標 1では「主要 7地点合計の平日の 10 時間の歩行者通行量」を設定した。 

目標を達成できなかった要因として駅前東街区第1種市街地再開発事業の着手が遅

れたことが大きな要因と考えられる。テナントや公共床撤退、補助金の廃止等があり、

見直しを継続して行ったためである。平成 25 年度に事業を着手したものの、計画期

間内の完成は出来ないため、見込みどおりの効果はでなかったと考えられる。 

しかし、地域イベントの波及効果として来街者が若干増加したように、ソフト事業

に関しては市民にも好評で多くの来街者があるため、今後も継続して行って、回遊性

が向上するような仕組みを構築する必要がある。 

目標 2では「中心市街地の居住人口」を設定した。 
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居住人口の下降見込みよりは増加しているが、基準値を下回り、決して見込みどお

りとは言えない。その要因にも掛川駅前東街区の再開発の遅れが影響していると考え

られる。 

また、空き地利用促進事業の助成支援が出来なかったので、今後は民間による集合

住宅整備を推進し、それを支援する仕組みを作っていく。 

目標 3では「中心市街地での一般店舗の営業店舗の数」を設定した。 

飲食・物販・サービスなど 6 店舗のテナント誘致し、また、青年会議所 OB による

屋台村のチャレンジショップの展開等が効果を発現し、目標は達成の見込みである。

本計画では、遅れていた掛川駅前東街区の再開発の効果を反映できるよう、空き店舗

を活用したテナントミックス推進事業を促進する。 

また、街なかに興味をもつ団体を集めて開催しているコミュニティビジネス検討会

を通じて、空き店舗活用の支援等を行っていく。 

 

 ④定性的評価 

・計画期間前後における地域住民の意識の変化 

中心市街地の各商店会の世代交代がみられるようになり、中心市街地の活性化を

促進する「掛川市中心市街地活性化へのシナリオ勉強会」、「まちなか連絡協議会」

などに若手が積極的に参加し、意見を述べるようになった。今後、益々世代交代が

なされ中心市街地の活性化に新たな施策が生み出されることが期待できる。 

・中心市街地活性化協議会の意見 

当市の中心市街地活性化事業は、平成 11 年の旧掛川市ＴＭＯ計画、そして

21 年 3 月認定の第 1期計画と、各時代を見据えた 5ヶ年計画を策定してきまし

たが、次代の趨勢は思った以上に早く、また社会経済状況の変動も大きく、そ

の時々に大きな判断を求められることも少なくありません。 

まちづくりは、一歩一歩の積み重ねが重要です。現状把握とともに、次代を

先読みした積極的な対応が求められます。各事業の進捗状況を常に把握すると

ともに、定期的に反省、評価を行い、時には計画見直しや改善を行いながら進

める仕組みが必要です。そして、さらに重要なことは、やる気のある意欲的な

まちづくりに対してはきちんと評価し、関係者が相互に協力しあい、活動の気

運を高めあう関係とプロセスを構築することだと考えます。 

最後に、中心市街地活性化基本計画の円滑な推進には、少子高齢化の進展、

地球環境問題の深刻化、都市間競争の激化を背景に、中心市街地活性化は掛川

市全体の今後のまちづくりにとって非常に重要であることを、広く掛川市民に

理解してもらうことが大切です。そのための広報、周知に様々な機会、場面を

捉えて積極的に取り組まれることが望まれる。 
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（５）中心市街地活性化の課題 

    地域の現状に関する統計的なデータの把握・分析、地域住民のニーズの把握・分析、

これまでの中心市街地活性化に対する取り組みの検証等から、今後の中心市街地活性

化の課題は次の 3つに集約される。 

 

①   人口減少を見据えたまちなか居住の推進 

     居住人口の状況は、駅前東街区再開発事業の事業着手の遅れも影響し、平成 20 年

には 1,600 人を割ってピーク時の 1/2 の水準となり、平成 26 年度は 1,449 人と減少

の一途をたどり、平成 31年には 1,309 人に減少する見込みである。 

     掛川市全体の老年人口も 22.7％と増加している中、中心市街地は 35.9%と最も増加

率が高く、また同居世帯人員も 3人以下の世帯が 54％と核家族化、少子化による小世

帯化の傾向が顕著に現れている。今後進展すると予想される人口減少を見据えたまち

づくりが重要視される。まちなかの賑わい創出のためにも住みやすい住環境を整備す

る必要があり、遊休地を生かした整備が求められていることから、駅前西街区の平面

駐車場の立地条件を生かした住宅整備を図る必要がある。 

 

②   歩行者通行量増加に繋げるための事業展開 

     今まで進めてきた、公共交通の拠点となる掛川駅（木造駅舎）を核とした駅周辺ゾ

ーンと掛川城公園周辺の歴史文化ゾーンを核とし、２核をモールで結ぶことで中心商

店街への回遊性を図ってきたが、各施設利用者の減少も影響して週末の歩行者通行量

は増加したものの平日の増加に繋げることができなかった。 

    アンケート調査から、中心市街地は食品スーパーなどの商業施設が少なく、郊外の

ように駐車場が無料でないことが来街者の減少要因にもなっていることがわかる。 

    このことからも、東街区で進めている商業施設の充実を図ることと、高齢者が集中

する街中での買い物難民の救済など、高齢者が徒歩で暮らせる安全安心で便利な生活

空間づくりが期待されている。 

   今後は、駅周辺地区（西街区）の整備を進め、「歴史文化地区」と「駅周辺地区」

という２つの明確な拠点の創出を図った上で、両拠点をつなぐ中心軸を明確に位置づ

けることで安定した都市構造の創出を図る。その上で、賑わい創出に寄与するソフト

事業を実施しながら中心軸のポテンシャルを向上させ、沿道の機能更新や土地の高度

利用及び共同化を促す。そして前計画において整備された掛川城天守閣を中心とする

掛川城公園が、より多くの市民に憩い（交流）の場として活用され、誇りと愛着を持

てる場となるよう、市、指定管理者、市民団体などと連携を図っていく。大型商業施

設や観光客に因らない求心力の創出は、いわば、”近き者説（よろこ）び、遠き者来

（きた）る”こととなり、そのためには新たなまちなかの賑わい創出をすることで歩
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行者通行量の増加に繋げていくことが必要となる。 

 

③   空き地や空き店舗の解消 

    中心市街地やその近隣部の居住者においては、生活のための業種、業態に対する要

望が強い。中心市街地は「店の業種の多さ」「品揃え」「価格」の点で厳しい評価が

なされており、中心市街地にふさわしい魅力ある商業立地の期待は大きい。 

     ニーズ調査でも買い物等の不便さがあげられている。中心市街地での飲食店舗に

よる夜間人口は増加していると推測されるが、大型店の撤退により日常的な生活用品

を欠く業種構成になっており、業種の不揃い等の商業機能の低下により集客力を大幅

に落としている。サービス業店舗及び事業所、アミューズメント施設等の立地も少な

いため、中心市街地にふさわしい魅力ある商業機能が求められる。 

    また、集客力低下の影響で一般店舗の閉店、転出が続き、中心市街地の商業集積規

模が大幅に縮小している。地区内では、郊外移転とともに経営者の高齢化や後継者難

により一般商店の閉店が進み、空き店舗や空き地が増大している。空き店舗、空地の

活用を推進するとともに、小規模な空き地や空き店舗を活用した新たな支援事業に取

り組み、空洞化を解消する必要がある。 
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（６）中心市街地活性化の方針（基本的方向性） 

 現状分析で整理した「現状と課題」、「掛川市の方針」、「社会ニーズへの対応」から、掛

川市中心市街地活性化基本計画に向けての“街づくりの方針”を定める。 
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２．中心市街地の位置及び区域２．中心市街地の位置及び区域２．中心市街地の位置及び区域２．中心市街地の位置及び区域    

    

（１）位置（１）位置（１）位置（１）位置 

掛川市は、江戸期の旧東海道掛川宿が基となり城下町、宿場町として発展してきた。そ

の中心となったのは旧東海道の交通軸と、その沿道に立地した様々な都市的サービスを提

供する商業、業務施設の集積であった。旧東海道は、現在の主要地方道掛川浜岡線（都市

計画道路葛川下俣線）で、アーケードが架けられた沿道商店街を形成し、平成 17 年 4 月

の 1市 2町（旧掛川市、旧大東町、旧大須賀町）による新市施行後も市の“顔”としての

役割を担ってきた。掛川駅は新幹線、ＪＲ東海道本線及び天竜浜名湖鉄道が結節し、バス

を加えた交通のターミナルとして機能している。都市の郊外化やモータリゼーションの進

展により、鉄道等の大量交通機関への依存が減った。このため、駅の機能は低下しつつあ

るものの交通拠点としての機能を保持し、掛川駅周辺地区は依然として、市の玄関口の役

割を担っている。市のシンボルともいえる掛川城とその周辺地域は、歴史的建造物や文化

財、公共公益施設などが集積しており、市の歴史、文化、伝統を支えているゾーンである。

掛川駅から掛川城を結ぶ駅通りにも商店街が形成され、新しい市のメインストリートとし

て位置づけられている。これと交差し、旧東海道に沿って歴史的に形成され中心市街地の

役割を担ってできた商店街において、市内随一の商業集積を誇っている。 

このようなことから、市の中心市街地は、ＪＲ掛川駅周辺及び旧東海道を中心とした区

域とする。   

 ■位置図 

掛川市 

中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地    

掛川駅 

東名高速道路 

国道１号 

天竜浜名湖鉄道 

東海道本線、東海道新幹線 
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（２）区域（２）区域（２）区域（２）区域 

（ａ）区域設定の考え方 

中心市街地区域は、「中心市街地の活性化に関する法律」の第２条各号の用件に該

当する区域とする。 

掛川市の中心市街地の区域は、掛川駅から掛川城までの南北軸と、連雀中町商店街

を中心とする東西軸の「前掛川市中心市街地活性化基本計画」で定められた範囲を基

本とし、都市施設、都市機能の分布、商業集積の動向、市街地の連続性、道路、河川

等の分断要因等を考慮して決定する。 

今回の区域は、前計画の南側区域界を鉄道敷の南側境界まで広げ、ＪＲ東海道線掛

川駅や掛川駅北駐車場・駐輪場などを含めた範囲とする。 

中心市街地の境界となる部分 

①東側：都市計画道路「上張神明線」とする。 

仁藤地区は、元は中心部の一角を担っていたが、住宅中心の土地利用に変わ

りつつあるため除外する。 

②西側：市道瓦橋線とする。 

    商業地域の範囲とし、逆川以北は、掛川西高等があって、市街地の連続性に

欠けるため除外する。 

③南側：ＪＲ東海道線とする。 

    掛川駅が平成 21 年に開港した富士山静岡空港から最も近い新幹線駅とな

り、中東遠・志太榛原地区の中心となることを考えている。駅南地区は空港

利用者や掛川市南部地域を含めた来街者の「南の玄関口」の交流拠点として、

今後新たに整備する必要がある。このことから、掛川駅南側の商業地域につ

いては、北側の既成の中心市街地とは分離し、今回の中心市街地の範囲から

除外する。 

④北側：国道 1号とする。 

    国道 1号北部（生涯学習センター周辺）については、公共公益施設が立地す

るがほぼ整備が終わっており、国道で分断されているため除外する。 

   区域の面積 

      中心市街地の区域は、51.9haである。 

（ｃ）中心市街地の規模の考え方 

掛川市の用途地域指定面積 2,452.5ha に対し、中心市街地の区域は 51.9ha で、面

積割合としては 2.1％であるが、歴史文化 10施設、9つの商店会がある東西約 600ｍ、

南北約 1,000ｍ、11 町（大手町、連雀、肴町、緑町、中町、瓦町、紺屋町、栄町、研

屋町、城内、松尾）のエリアとした。 
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 中心市街地の区域 

■位置図 
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（３）中心市街地要件に適合していることの説明（３）中心市街地要件に適合していることの説明（３）中心市街地要件に適合していることの説明（３）中心市街地要件に適合していることの説明    

要 件 説 明 

（ア）第１号要件 

（当該市街地に、相当

数の小売商業者が集

積し、及び都市機能が

相当程度集積してお

り、その存在している

市町村の中心として

の役割を果たしてい

る市街地であるこ

と。） 

①交通の拠点 

中心市街地内にある掛川駅は、新幹線、東海道本線のＪＲ線と

天竜浜名湖鉄道とバスの結節点で、市内最大の乗降客を抱え、広

域及び地域の交通拠点の機能を備えている。平成 25 年のＪＲ線と

天竜浜名湖鉄道を合わせた掛川駅の乗降客は 1 日当たり平均約 24

千人を数えている。 

バス路線については、従来からの路線に加えて、南北の 2 つの

循環線が整備されている。このように、中心市街地は、地域の交

通機能が集中し、地域の交通アクセスの拠点であること、掛川市

の玄関口としての役割を担っている。 

 

②公共公益施設等の集積 

中心市街地の北ゾーンには、掛川市中央図書館、二の丸美術館

の文化施設や掛川城天守閣、掛川城御殿、二の丸茶室、竹の丸、

大日本報徳社本社、報徳図書館、龍華院等の歴史文化施設等が集

中している。 

一方、中心市街地の南ゾーンには大手門等の歴史文化施設とと

もに、地域の住宅や事業所へのサービスを行う掛川商工会議所、

掛川市連雀出張所等の公共公益施設が立地している。また、金融

機関が 4 行あり、医療機関の集積が高く、多様な住民サービスに

対応し中心市街地の機能を保っている。 
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要 件 説 明 

 ■公共公益施設等の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③商店街の立地 

 旧掛川市には 9 つ商店街があり、そのすべてが中心市街地に分布

している。郊外部には近年新しい商業立地がみられるものの商店街

形成や組織化には至っていない。 

 

龍華院大猷院御霊屋 掛川市消防本部 

竹の丸 

大日本報徳社大講堂 

報徳図書館 

中央図書館 

二の丸美術館 

二の丸茶室 

掛川城御殿 

掛川城三の丸広場 

掛川城天守閣 

掛川商工会議所 

吉岡クリニック 

掛川信用金庫連

疋田医院 

市役所市民窓口

服部歯科医院 

松本整骨院 

近藤歯科クリニック 

ＪＲ掛川駅 

疋田小児科医院 

清水銀行 

中川医院 

スルガ銀行 

島田信用金庫 

東海クリニック 

山本歯科医院 

高松ストレスケアクリニック 

  ：歴史文化施設 

  ：公共公益施設 

  ：医療機関 

  ：金融機関 
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要 件 説 明 

 ■中心市街地の商店街の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④商業の集積 

中心市街地の小売業は、平成 24 年で商店数 80 店、従業者数

684 人、年間販売額は 35億円、売場面積 5,480 ㎡の集積がある。 

平成 6 年では、掛川市（旧掛川市、旧大須賀町、旧大東町）

で商店数 30.0％、年間販売額 32.3％、売場面積 38.7％、従業者

数 34.7％を占め、平成 19 年では、掛川市で商店数 10.0％、従

業者数 7.0％、年間販売額 3.5％、売場面積 4.1％、を占めてい

た。しかし、平成 24 年には、商店数 8.0％、従業者数 10.3％、

年間販売額 2.0％、売場面積 4.1％と低下している。平成 6年、

9 年に地区内の大型店が撤退したことにより現在のシェアとな

っている。 
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要 件 説 明 

 ■小売業の状況 

 
中心市街地 掛川市 

中心市街地対市 

割合(％) 

H6 H19 H24 H6 H19 H24 H6 H19 H24 

商店数 

（店） 
158 105 80 1,308 1,055 996 12.1 10.0 8.0 

従業者数 

（人） 
828 474 684 6,079 6,760 6,636 13.6 7.0 10.3 

年間販売額 

（百万円） 
12,149 4,210 3,494 119,797 121,990 170,682 10.1 3.5 2.0 

売場面積 

（㎡） 
18,679 6,323 5,480 104,383 154,608 133,987 17.9 4.1 4.1 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計 立地環境特性別統計編 

平成 24年は経済センサス-活動調査からの推計値 
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要 件 説 明 

（イ）第２号要件 

 （当該市街地の土地

利用及び商業活動の

状況等からみて、機能

的な都市活動の確保

又は経済活力の維持

に支障を生じ、又は生

ずるおそれがあると

認められる市街地で

あること。） 

「１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針」（４）これま

での中心市街地に対する取り組みの検証で示したように、前計画

の取り組みの推進によって第１期計画の目標指数である「営業店

舗数」は目標値をクリアしたものの、「居住人口」、「歩行者通行量」

はクリアせず活性化が進まなかった。 

掛川市を取り巻く、地方分権による地域経営、経済の低成長、

急速に進む人口減少、少子高齢化など、今後についても不安要素

は多く、引き続き本市中心市街地の都市機能の確保や経済活力の

維持に支障が生じる恐れがある。 

グラフに示すように、大型店が平成 6 年、平成 9 年に相次いで

中心市街地から撤退してから「商店数」は約 1/2 に、「従業者数」、

「年間販売額」、「売場面積」は約 1/3 と下落傾向に推移している。

生鮮産品をはじめとする生活に密接に関わる店舗が姿を消してい

ること、嗜好品の供給機能の低下等から、中心市街地の魅力の低

下に繋がっていると考えられる。その結果、中心市街地に訪れる

人や従業者数が少なくなり、歩行者通行量の減少や空き地や空き

店舗の増加が促進され、さらに中心市街地の魅力の低下や居住人

口の低下につながり、賑わいや活力の衰退を招くという悪循環に

陥っているといえる。 

こうした中心市街地の状況は、中心市街地の機能的な都市活動

の確保、経済活力の維持に支障を生じている。 
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①居住人口の減少 

中心市街地の人口は、一時 3,000 人を超えていたが、減少傾向

にあり、平成 26 年には 1/2 の水準の 1,500 人を割っている。 

 ■中心市街地の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②小売業の機能低下 

中心市街地に 2 店舗あった大型店（ジャスコ、ユニー）それぞ

れ平成 6 年、9 年に撤退したことが大きく影響し、商業機能、集

客力ともに大幅に低下している。 

 平成 24年の年間販売額、売場面積については平成 6年の約 1/3

と大きな落ち込みをみせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商店数 ■従業者数 

資料：商業統計 立地環境特性別統計編 
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資料：住民基本台帳各年３月末現在
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要 件 説 明 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③空き店舗の増加 

現在、中心市街地には、営業店舗数が 420 店あり、そのうち 63

店は空き店舗である。空き店舗率は 15.0％と高率であり、平成 15

年から 4店、6.8％増加している。さらに増加しつつあり、中心市

街地における商業機能、都市機能の大幅な低下が危惧される。 

■中心市街地の空き店舗の推移 

 平成 15 年 平成 19年 平成 26年 増加 

空き店舗 59 店 63 店 72 店 
13 店 

（22.0％増） 

 

 

④歩行者通行量の変化 

中心市街地の主要 7地点の歩行者通行量は、平成 19 年の平日で

6,097 人であり、それ以降は 6,000 人以下を推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間販売額 ■売場面積 

資料：商業統計 立地環境特性別統計編 

■歩行者通行量（主要７地点の平日合計値）の推移 

0
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資料：平成 15年：ＴＭＯサポート事業現地実態調査、平成 19年：掛川市調査 

   平成 26年：掛川市調査（平成 26年 10月） 

資料：かけがわ街づくり㈱通行量調査 

中心市街地主要７地点定点観測調査  

午前 10時～午後 8時の 10時間通行量測定合計値 

平成 24年度まで毎４月中旬 

平成 25年度から毎 5月下旬調査 
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要 件 説 明 

（ウ）第３号要件 

 （当該市街地におけ

る都市機能の増進及

び経済活力の向上と

総合的かつ一体的に

推進することが、当該

市街地の存在する市

町村及びその周辺の

地域の発展にとって

有効かつ適切である

と認められること。） 

①「静岡県総合計画」における方向 

 平成 23 年に策定された「静岡県総合計画（地域計画）」におい

て、“志太棒原・中東遠地域”の目標像を次のようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「掛川市総合計画」に基づく均衡ある都市づくり 

平成 19 年３月に策定された合併後の「掛川市総合計画」では、

“中心市街地では、掛川の顔となる賑わい空間の創出に努める”

としている。この方針に沿って中心市街地の活性化を進めること

により、掛川市全体の都市づくりに大きく貢献できるとともに、

掛川市全体の均衡ある発展に寄与することができる。 

③掛川の玄関口の整備と波及 

 本計画で定める中心市街地は、新幹線駅、在来線駅、私鉄駅が

あって、広域及び地域からの掛川市の玄関口である。この玄関口

の整備と拠点機能の向上により、掛川市の都市イメージが維持さ

れるとともに、地域の顔としての役割が保全されて、掛川市及び

周辺地域の居住の意識の向上や地域の経済活動などの発展に寄与

することができる。 

④交通拠点機能の保持と波及 

 玄関口としての広域、地域の拠点であるとともに、路線バスや

循環バスのネットワークが掛川駅及び中心市街地と周辺地区の間

で敷かれている。中心市街地は広域と地域、地区、近隣を結ぶ交

通ネットワークの拠点にあり、地域の人達が集まりやすい拠点で

ある。中心市街地のまちづくり活性化によって、地域の生活の利

便性を高め、地域の生活を魅力あるものにすることができる。 

 

 

個性豊かな中小都市の機能の分担･補完、相互連携のもとで、

富士山静岡空港や御前崎港、新東名高速道路等の交通ネット

ワークの活用により、都市機能の高度化や特色ある産業集積

等を図るとともに、広大な魅力あふれる自然空間と都市空間

が調和する本県の新たな玄関口にふさわしい魅力的な地域を

創造する。 

また、陸・海・空の交通ネットワークと多彩な地域資源を生

かし、国内外との観光・文化・スポーツなど多様な交流を促

進する。 
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要 件９ 説 明 

 ⑤交流機能の集積と活動支援 

一部の公共施設は、中心市街地から地区外に転出したものの、

今なお、中心市街地には掛川市及びその周辺を対象エリアとした

官民の地域、住民サービスのための施設が多く立地している。高

齢者等もアクセスしやすい中心市街地において施設の集積がある

ことは、広く掛川市及び地域の住民に対して、交流活動を促し、

支援して、掛川市が推進する“生涯学習によるまちづくり”にも

寄与できる。 

⑥商業機能の向上による地域ニーズの充足 

 中心市街地の商業は、平成 6年、9年に 2店の大型店が閉鎖して

以来、機能が低下している。このような中で、商店街住民や来街

者のニーズに応え、商品、サービス、情報などの提供により生活

を支援することができる。 

⑦歴史伝統拠点の確保と継承 

 中心市街地北部に市のシンボルとなっている掛川城天守閣をは

じめとする歴史文化施設が集積している。掛川城の周辺において

は、城下町風街づくり地区として、歴史ある街に相応しい景観づ

くりにも取り組んでいる。各施設の補修作業が進み、イベントも

多く開催されるようになった現在、市の歴史、文化、伝統をアピ

ールできる要素であり、魅力が高まっている。かつての城下町で

ある中心市街地とのつながりを持たせ、中心市街地を活性化する

ことにより、掛川市の歴史、文化の情報発信が継続して可能であ

る。また、歴史ある祭りなどが中心市街地においては開催されて

いる。中心市街地における祭りの担い手を確保することで、地域

の誇りである催事が継承されることになる。 

⑧住居環境の整備 

 中心市街地は、公共交通のネットワークがあり利便性の高い環

境であると考えられる。居住スペースを確保し生活環境を整え住

民を増やすことで、中心市街地の活性化に寄与できる。 
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３．中心市街地の活性化の目標３．中心市街地の活性化の目標３．中心市街地の活性化の目標３．中心市街地の活性化の目標    

    

（１）（１）（１）（１）    中心市街地活性化の目標中心市街地活性化の目標中心市街地活性化の目標中心市街地活性化の目標    

中心市街地のまちづくりの３つの方針に沿って、次の３つの具体的な目標を設定し、中 

心市街地全体へ効果をより波及させるため、活性化のテーマを設定して取り組む。 

＜まちづくりの方針＞            ＜活性化の目標＞ 

  

                       

 

 

 

 

 

中心市街地活性化のテーマ 

 

 

  まちなかにおいては、「宿場町」、「城下町」の歴史と文化、伝統が蓄積された“地域

個性”がある。これらの蓄積を受け継ぎ、地域の個性と特性を生かしつつ、これからの

掛川市に新たな賑わいの創出を目指す。 

    

目標１目標１目標１目標１        まちなかの賑わいまちなかの賑わいまちなかの賑わいまちなかの賑わい創出創出創出創出    

  商業施設、交流施設等のまちなかにある各種の施設がそれぞれの役割や機能を発揮

し、連携を図って地域住民に様々な活動や交流を促す。中心市街地においては、“観光

客が多い”“買物客が多い”との単純な構成ではなく、様々な人が様々な目的をもって

来街し、活動し、生活し、参加、協働し、コミュニティ活動を活発化し、賑わいを創出

する。 

 

 目標２目標２目標２目標２        まちなかまちなかまちなかまちなか居住の促進居住の促進居住の促進居住の促進    

  人口減少、少子化、高齢化社会の到来に対応し、誰もが便利で安心して、快適に暮ら

せる生活基盤機能の整備を行い、多様な都市機能がコンパクトに集積した市街地を形成

する。また、良好な都市型住宅等の整備、誘導により、まちなか居住の促進を図る。 

 

 目標３目標３目標３目標３        まちなかまちなかまちなかまちなか交流人口の増加交流人口の増加交流人口の増加交流人口の増加    

  掛川城天守閣周辺の歴史・文化ゾーンには、既存及び整備された地域資源が多くあり、

観光客も多く訪れているが、もっと多くの市民が訪れ、利活用され、憩いの場として愛

着をもち、誇りをもてるように、施設管理者や市民団体などと協働して来場者等の増加

を図ることで、まちなか交流人口の増加を図る。 

様々な目的で人が集い賑わうまち 

快適、便利で多くの人が住むまち 

市民に愛される地域資源があるまち 

まちなかの賑わい創出 

まちなか居住の促進 

まちなか交流人口の増加 

「協働による新たな賑わい創出」～協働によるまちづくり～ 
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中心市街地活性化の方策 

  ３つの中心市街地の活性化の目標に対して、実現のための対応方向と本計画における

対応方策を検討する。 

目標 対応方向 基本計画における方策 

目標１ 

まちなかの賑わ

い創出 

掛川公園周辺の歴史文化施設の魅力

を活かし市民が憩える生涯学習の活動

拠点として、日常的に活用できる事業

を推進する。 

経営者の高齢化や施設の老朽化、魅

力機能の低下、後継者難などから一般

商店の閉店が進行し、空き地・空き店

舗の増加が進んでいるため支援事業な

どにより防止対策を推進する。 

事業所、アミューズメント施設等の

立地が少ないため、生活利便の高い業

種が求められている。 

・民間活力による掛川城周

辺施設の一括管理を行い市

民サービスの向上 

・東街区商業施設集積事業

の推進 

・西街区開発事業による生

活利便の向上 

・空き店舗、空き地活用の

支援事業の展開 

・駐車場運営事業による商

店会等との連携 

目標２ 

まちなか居住の

促進 

少子高齢化社会、人口減少時代の中

で、中心市街地に欠けている商業施設

等の利便性を高め、公共交通の結節点

を活かした事業を展開する。まちなか

の賑わい創出のため住みやすい住環境

整備が必要であり、大規模遊休地を活

用した住宅整備を図る必要がある。 

・東街区再開発事業による

住宅の整備 

・西街区開発事業による住

宅整備 

・民間住宅の整備促進 

・塩町中央線整備事業の整

備促進 

目標３ 

まちなか交流人

口の増加 

掛川市の財産である掛川城周辺地施

設の地域資源を積極的に活かし、観光

客をはじめ、様々な文化活動に市民が

積極的に参加出来る仕組みを整え中心

市街地の活性化を推進する。 

賑わい創出に寄与するソフト事業を実

施しながら中心軸のポテンシャルを向

上させ、沿道の機能更新や土地の高度

利用及び共同化を促す。 

・掛川城等施設運営事業と

周辺施設の連携及び市民交

流の推進 

・再開発地区の商業集積整

備により掛川産を活用した

６次産業開発の推進 

・掛川らしいまち並みの整

備 

・掛川観光型交流ツーリズ

ム事業、憩いのスペース整

備運営事業の推進 
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（２）（２）（２）（２）    計画期間の考え方計画期間の考え方計画期間の考え方計画期間の考え方    

目標年次は、新規事業が完了し、事業効果が発現する時期を考慮し、平成 31 年度とす

る。よって、本計画期間は、平成 27 年 4 月から平成 32年 3月までの 5年とする。 

    

    

（３）（３）（３）（３）    目標指標の設定の考え方目標指標の設定の考え方目標指標の設定の考え方目標指標の設定の考え方    

 本市における新計画は、その基本的な方向性については前計画と変更はないが、部分

的に新しい視点から目標を設定する。 

 

まず、前計画の目標「様々な目的で人が集う賑わいのあるまち」として「平日の歩行

者通行量」を指標としたが、本計画でも賑わいを明確な数値で示すことができ、過去の

データと比較出来る「平日の歩行者通行量」とする。 

 

また、前計画同様の「居住人口」を指標とする目標「まちなか居住の促進」として、

まちなかの居住人口の増加に取り組む。居住人口が全ての社会経済活動の源泉であり、

賑わいに繋がることから引き続き設定する。 

 

次に、「活発な商業・業務・サービス活動のあるまち」として「営業店舗数」を指標と

して各種事業を展開してきた結果、若手起業家が創業支援を基本とする店舗展開などに

繋がり、目標を達成した。そのため、今回は、掛川市を代表する地域資源である掛川城

や竹の丸など多くの歴史文化施設が集積する掛川城公園を中心に、市民に愛される地域

資源が多くあるということから、まず市民にもっと利用され、市民の憩いの場となるよ

うに、目標を「市民に愛される地域資源が多くあるまち」と設定し、指標を「まちなか

交流人口（掛川城周辺施設利用者数等）」とする。さらに、この目標は、各種事業を展開

することで、掛川市が掲げる「健康・環境・市民活動日本一」にも繋がるものである。 
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（ａ）定量的な指標の設定 

①指標設定の考え方 

「まちなかの賑わい創出」の指標として、中心市街地における様々な目的での来街者

を包括する「主要地点の歩行者通行量」とする。 

中心市街地の主要地点については、区域内の回遊性を図ることが可能な、定点観測を

行っている 7地点を設定する。 

また、観測調査については、“平日”、“休日”の両日とも実施するが、日々の賑わ

いが重要であることから、“平日”を指標とする。 

このため、目標とする指標の「歩行者通行量」は、“平日”とし、数値は「平日の主

要 7地点合計の 10時間の歩行者通行量」とする。 

 

 ②歩行者通行量の推移 

中心市街地の歩行者通行量を主要 7地点の合計でみると、平成 26年の平日で 5,285人、

休日で9,025人である。平成19年と比較すると平日は812人減少しているが、休日は3,147

人増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｂ）数値目標の設定 

平成 19 年から平成 26 年までの実績値を基に、近似式（線形近似）から推計すると、

何も対策を講じない場合、平成 31年の歩行者通行量の推計値は、5,033 人/日となる。 

本計画においては、現況値より約 27％増やすことを目指し、数値目標を設定する。 

 

 

目標１：目標１：目標１：目標１：まちなかまちなかまちなかまちなかのののの賑わい賑わい賑わい賑わい創出創出創出創出    

■中心市街地の歩行者通行量の推移 

資料：かけがわ街づくり㈱通行量調査 

中心市街地主要７地点定点観測調査  

午前 10時～午後 8時の 10時間通行量測定合計値 

平成 24年度まで毎４月中旬 

平成 25年度から毎 5月下旬調査 

※平成 24の休日は荒天のため調査とりやめ 
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  ■歩行者通行量（平日）（７地点の合計値） 

現況値（H26） 目標値（H31） 

5,285 人 6,750 人 

  

■中心市街地の歩行者通行量の推移と目標値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地の歩行者通行量（平日）（７地点）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：かけがわ街づくり㈱通行量調査 

中心市街地主要７地点定点観測調査  

午前 10時～午後 8時の 10時間通行量測定合計値 

平成 24年度まで毎４月中旬 

平成 25年度から毎 5月下旬調査 

何も対策を講じ
ない場合、5,033
人まで減少 
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 ■歩行者通行量の算出基礎 

  

 １ これまでの推移による歩行者通行量の推計値 

・平成 19 年から平成 26 年までの推移から、近似式（線形）を用いて目標年次の推計

値を求める。（主要７地点、平日 10時間、以下同じ） 

    ○小計○小計○小計○小計        平成平成平成平成 31313131 年推計値年推計値年推計値年推計値                        5,0335,0335,0335,033 人人人人 

   

２ 東街区商業施設の利用者数 

    東街区商業集積事業（掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業）において整備され

る商業施設利用者から歩行者通行量を算定する。 

   ・「大規模小売店舗を設置するものが配慮すべき事項に関する指針」（平成 19 年 2 月 1

日経済産業省告示第 16号）を参考に集客数を算定する。 

掛川市の人口は 40 万人未満であるため、「1,100－30Ｓ（Ｓ＜５）」を用いる。 

     S=1.2 千㎡  1,100－30×1.2 千㎡＝1,064 人/千㎡ 

1,064 人/千㎡×1.2 千㎡＝1,277 人（１日あたりの来場者数） 

   ・来店方法割合(事業者のマーケティング調査から、徒歩来店割合を 50％と見込む。) 

   ・歩行者の通過ポイント(歩行者は、観測ポイント⑥を往復通過) 

   ・歩行者数算定 

     １日あたり来場者数×徒歩割合×観測ポイント⑥（往復） 

      ＝1,277 人×50％×2回 ＝ 1,277 人 

    ○小計○小計○小計○小計        歩行者通行量歩行者通行量歩行者通行量歩行者通行量                                1,1,1,1,277277277277 人人人人    

    

３ 西街区開発事業における施設利用者数 

    西街区開発事業（優良建築物等整備事業予定）において整備される施設利用者から

歩行者通行量を算定する。 

   ・想定する商業施設面積 300 ㎡、多目的ホール 700 ㎡の利用者から歩行者数を求める。 

予定店舗の H25 実績データから、1日あたり 860 人を見込む。 

     多目的ホールは、美感ホール及び商工会議所ホールの実績から、1日あたり 186 人

を見込む 

   ・来店方法割合（東街区を参考に、徒歩割合 50％と想定） 

   ・歩行者の通過ポイント（観測ポイント⑥を往復通過） 

   ・歩行者の通過割合（歩行者通行量調査から南北からの割合を推計し、16％とする） 

   ・歩行者数算定 

     １日あたり来場者数×徒歩割合×観測ポイント⑥（往復）×通過割合 

      ＝（860 人＋186 人）×50％×2回×16％ ＝ 167 人 

    ○小計○小計○小計○小計        歩行者通行量歩行者通行量歩行者通行量歩行者通行量                                    167167167167 人人人人    
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４ 集合住宅居住者 

    東街区及び西街区の新規住宅居住者の歩行者通行量を算定する。 

   ・新規戸数（東街区 67戸＋西街区 84戸） 

   ・１戸あたり世帯人数 2.38 人  (住民基本台帳により算定 P79,80 参照)  

   ・増加人数 151 戸×2.38 人 ＝ 359 人 

   ・転入者割合（市外から及び市内地区外から） 

     再開発事業での分譲マンションの「みらいふ掛川」の実績から割合を算定。 

     市外からの転入者 43％、市内地区外からの転入者 37％ …… 合計 80％ 

   ・歩行者の通過ポイント 

     居住者は、外出時に観測ポイント⑥を通過（みらいふ掛川の行動アンケートによ

り１日平均１回外出、調査時間が 10 時からのため 1回で算定） 

   ・歩行者数算定 

     増加人数×転入割合×観測ポイント⑥（1回） 

      ＝359 人×80％×1回 ＝ 287 人 

 

５ 目標値合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標目標目標目標数値数値数値数値    6,6,6,6,777755550000 人人人人    

 

番号 項  目 増加数 

１ 目標年次推計値 5,033 人 

２ 東街区商業施設利用者数 1,277 人 

３ 西街区商業施設利用者数 167 人 

４ 集合住宅居住者 287 人 

合  計 6,764 人 
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（ａ）定量的な指標の設定 

①指標設定の考え方 

“快適、便利で多くの人が住むまち”の成果は、そこに住む人の数で示される。このこ

とから、目標とする指標は「中心市街地の居住人口」とする。中心市街地の人口は、年々

減り続けており、この減少を食い止め、増加に転じることを目標の成果とする。 

②人口の推移 

平成 21 年を境に、市全体の人口も減少し始め、中心市街地における人口も、核家族化、

少子化、居住の郊外化等により、減少が続いている。 

   ■中心市街地の人口、世帯数、世帯人員の推移 

 人口 世帯数 
世帯人員 

(人) 
摘要 

（人） 
対 57 年比 

（％） 
(世帯） 

対 57 年比 

（％） 

昭和 54 年 2,889 105.9 791 103.9 3.65  

昭和 57 年 2,729 100.0 761 100.0 3.59  

昭和 60 年 2,552 93.5 737 96.8 3.46  

昭和 63 年 2,280 83.5 674 88.6 3.38  

平成 3 年 2,177 79.8 672 88.3 3.24  

平成 9 年 1,926 70.6 658 86.5 2.93 駅北区画整理完了 

平成 10 年 1,911 70.0 666 87.5 2.87  

平成 12 年 1,834 67.2 648 85.2 2.83  

平成 13 年 1,764 64.6 630 82.8 2.80  

平成 14 年 1,797 65.8 651 85.5 2.76  

平成 15 年 1,764 64.6 648 85.2 2.72  

平成 18 年 1,678 61.5 650 85.4 2.58  

平成 19 年 1,611 59.0 642 84.4 2.51  

平成 20 年 1,579 57.9 620 81.5 2.55  

平成 21 年 1,592 58.3 631 82.9 2.52  

平成 22 年 1,563 57.3 627 82.4 2.49  

平成 23 年 1,523 55.8 617 81.1 2.47  

平成 24 年 1,494 54.7 613 80.6 2.44  

平成 25 年 1,468 53.8 615 80.8 2.39  

平成 26 年 1,459 53.4 614 80.7 2.38  

資料:住民基本台帳各年 3月末日 

目標２目標２目標２目標２：：：：まちなかまちなかまちなかまちなか居住の促進居住の促進居住の促進居住の促進    
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（ｂ）目標数値の設定 

平成 19 年から平成 26 年までの推移から、近似式（線形）を用いて推計すると、何も対

策を講じない場合、平成 31 年の中心市街地の居住人口の推計値は、1,339 人となる。 

本計画においては、現況値より約 14％増やすことを目指し、数値目標を設定する。 

 

  ■中心市街地の居住人口 

現況値（H26） 目標値（H31） 

1,459 人 1,660 人 

 

■中心市街地の居住人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何も対策を講じ
ない場合、1,339
人まで減少 
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■居住人口の算出基礎 

  

１ これまでの推移による居住人口推計値 

平成 19 年から平成 26 年までの推移から、近似式（線形）を用いて推計値を求める。    

    ○小計○小計○小計○小計        中心市街地の居住人口中心市街地の居住人口中心市街地の居住人口中心市街地の居住人口推計値推計値推計値推計値                1,3391,3391,3391,339 人人人人    

 

２ 空き地利用促進事業（P103 参照） 

中心市街地の未利用地での建物建設に対して補助を行い、民間による戸建て及び集

合住宅の建設を推進する。建築業者及び地権者への投資意欲を高め、戸建て住宅は 5

年間で 5戸、集合住宅は 5年間で 16 戸分の整備を、現時点(H26.10 月)での建築相談等

の情報から想定する。 

                     建設想定戸数                  21 戸 

      中心市街地の１世帯平均人数       2.38 人（P84,85 参照） 

      21 戸×2.38 人≒50 

     ○小計○小計○小計○小計        居住者数居住者数居住者数居住者数                                                                    50505050 人人人人    

 

 ３ 掛川駅前東街区及び西街区の再開発事業等における集合住宅の整備（P102,103 参照） 

    掛川駅前東街区における市街地再開発事業において、平成 28 年度に集合住宅が整備

され、居住が始まる。総戸数 77 戸のマンションで、67 戸を一般分譲する。また、西街

区においては、平成 30年度に 84 戸の分譲想定している。 

      新規住宅戸数              151 戸 

中心市街地の１世帯平均人数       2.38 人（P84,85 参照） 

     ○小計○小計○小計○小計        居住者数居住者数居住者数居住者数                                                            359359359359 人人人人 

 

 ４ 目標値合計 

 ２～３の居住者数に転入割合（市外から及び市内地区外）を乗じて、新規増加人数を

求め、目標値の合計を算出する。   

    転入割合は、中心市街地内で実施された再開発事業の「みらいふ掛川」の入居者の

転入率を参考にする。 

    みらいふ掛川（分譲マンション） 市外からの転入者    43％ 

                    市内からの地区外転入者 37％ 

                                計計計計        80808080％％％％    
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番号 項  目 居住人数 転入率 増加数 

１ 目標年次推計値 1,339 人 － 1,339 人 

２ 空き地利用促進事業 50 人 80％ 40 人 

３ 東街区、西街区再開発事業 359 人 80％ 287 人 

合  計   1,666 人 

 

                            目標目標目標目標数値数値数値数値    1,61,61,61,666660000 人人人人    
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（ａ）定量的な指標の設定 

①指標設定の考え方 

前計画の事業において、掛川城周辺施設の整備がほぼ完了し、また平成 26年度から掛川

城周辺施設の指定管理者が新たな民間事業者となり、周辺施設との連携を実施することが

検討され、改めて施設利用者等の増加が見込まれるようになった。 

そのため、本計画においては、新たな目標として掲げた”市民に愛される地域資源があ

るまち”の指標を「まちなか交流人口の増加」とし、掛川城周辺施設の施設利用者数等の

増加を成果とする。 

掛川城天守閣は平成 6 年に、市民から多くの募金が集まり、本格木造復元され、掛川市

を象徴するものとなった。完成後は多くの観光客が訪れ、賑わいをみせたが、ここ数年は

11 万人程で横ばいとなっている。 

掛川城周辺には、御殿、二の丸茶室、二の丸美術館、竹の丸、大日本報徳社、中央図書

館、など歴史・文化施設や水天宮、おびんづる、三光稲荷などの地域資源が多くあり、集

客する資源として非常に高いポテンシャルを持っている。また、二の丸美術館北側にステ

ンドグラス美術館が現在建設中で、平成 27年 4月オープン予定である。 

このような地域資源豊富な掛川城周辺施設が、市民のいこいの場として、まず多くの市

民に利用され、愛され、誇りを持つことで、情報発信やＰＲができて、より多くの観光客

が来ることに繋がっていくと考える。まさに、論語にあるように「近きもの説（よろこ）

び遠き者来る」ことを目指し、さらに商店街や市民団体などと連携を図ることで、回遊性

がある施策の展開をして新たな賑わいを創出する。 

 

②まちなか交流人口の推移（掛川城周辺の歴史・文化施設利用者等に限る） 

  平成 21 年から年間 50 万人以下を推移している。 

■掛川城周辺歴史・文化施設利用者等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標３目標３目標３目標３：：：：まちなかまちなかまちなかまちなか交流人口の交流人口の交流人口の交流人口の増加増加増加増加    
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（ｂ）目標数値の設定 

まちなか交流人口（掛川城周辺施設利用者等）は、平成 25 年まで減少が続いており、近

似式（線形近似）で目標年次を推計すると、何も対策を講じない場合、約 454,800 人とな

る。 

本計画においては、掛川城を中心に各施設や商店街と連携を図ることで、現況値より約

15％増やすことを目指し、数値目標を設定する。 

 

■まちなか交流人口（掛川城周辺施設利用者数） 

現況値（H25） 目標値（H31） 

469,834 人 541,000 人 

   ※対象施設は以下の通りとする。 

    指定管理施設 ：掛川城天守閣（御殿）、二の丸茶室、竹の丸、 

ステンドグラス美術館（予定） 

    掛川市管理施設：二の丸美術館、中央図書館 

    民間管理施設 ：大日本報徳社 

 

■まちなか交流人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何も対策を講じない
場合、454,827人まで
減少 
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■まちなか交流人口の算出基礎 

  

 １ これまでの推移による交流人口推計値 

・平成 21年～25 年の推移から近似式（線形）を用いて推計値を求める。        

                ○小計○小計○小計○小計        まちなか交流人口まちなか交流人口まちなか交流人口まちなか交流人口推計値推計値推計値推計値            454,827454,827454,827454,827 人人人人（目標（目標（目標（目標年次年次年次年次））））    

 

 ２ 掛川城天守閣・御殿、二の丸茶室、竹の丸（指定管理施設） 

平成 26 年度から指定管理を受けた民間事業者が実施する増加施策をもとに、来場者

数の増加を図る。 

    ・基礎数値（H24 実績）：140,000 人 

                ・掛川城等施設管理運営事業（P100 参照） 

      市民の憩いの場とするため、ベンチ整備、ガーデンライブラリーなどを隣接す

る中央図書館や二の丸美術館と連携して事業を実施し、来場者の増加を図る。 

      商店街との連携も行い、スタンプラリーなど相互協力をし、回遊性を持たせ、

交流人口増、賑わい創出を図る。 

    ※ 平成 26 年度から指定管理を受託している民間企業者の事業計画では、来場者数

を平成 24 年実績値から毎年 5％アップさせ、７年目の平成 32 年には 20 万人の来

場者数を目標としている。 

     本計画では、目標年次を平成 31 年度としているため、平成 24 年度実績値の 14

万人を基準にして、指定管理者の事業計画を基に毎年 5％の交流人口増を見込む。 

     ・140,000 人×5％×5年 ＝ 35,000 人 

                    ○小計○小計○小計○小計        施設利用者等施設利用者等施設利用者等施設利用者等増加数増加数増加数増加数                                35,00035,00035,00035,000 人人人人（目標（目標（目標（目標年次年次年次年次）））） 

 

３ 大日本報徳社 

前計画において整備し、国指定重要文化財となった大講堂や関係施設を広く一般に

活用してもらうイベント等を実施することで、利用者の増加を図る。 

・大日本報徳社利用促進事業（P100 参照） 

大講堂を研修施設として、民間企業へ研修利用促進としてＰＲや情報発信を行

う。また、大講堂を多目的ホール的な柔軟な活用をし、一般市民向けに各種講座

なども開催し、利用者の増加に繋げる。 

なお、掛川城等の指定管理者と協力し、共通入場券など施設間連携を図ること

も検討していく。 

※ 事業者の事業計画では、基準値は平成 26 年の利用者見込数の 3,000 人を基準と

し、毎年基準値の 10％の利用者増を目標としている。 

本計画では、同様に事業者の事業計画を基に、毎年 10％の交流人口増を見込む。 
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                    ・・・・基礎数値（H26 見込）：3,000 人 

              ・3,000 人×10％×5年 ＝ 1,500 人 

     ○小計○小計○小計○小計        施設利用者等増加数施設利用者等増加数施設利用者等増加数施設利用者等増加数                            1,5001,5001,5001,500 人人人人（目標（目標（目標（目標年次年次年次年次））））    

  

 ４ 掛川市立中央図書館 

    掛川城等の指定管理者と協力、連携して、入館者数の増加を図る。 

    ・中央図書館利用促進事業（P101 参照） 

      掛川城等の指定管理者と連携して、ガーデンライブラリーなどを実施し、掛川

城公園を広く活用し、市民の憩いの場としての演出をすることで、入館者の増加

を図る。その他、読み聞かせなど子供を対象とした事業を実施し、親子での来場

を促す。 

    ※ 管理者の実施計画において、目標年次の入館者数を 318,000 人としている。 

本計画では、同様に管理者の実施計画を基に、目標年次の入館者数を 318,000

人に設定し、交流人口増を見込む。 

     ・基礎数値（H25 実績）：304,301 人 

     ・318,000 人－304,301 人 ＝ 13,699 人 

 ○小計○小計○小計○小計        施設施設施設施設利用者等増加数利用者等増加数利用者等増加数利用者等増加数                        13131313,699,699,699,699 人人人人（目標（目標（目標（目標年次年次年次年次））））    

 

５ 二の丸美術館 

減少傾向にある入館者数を、掛川城等の指定管理者やと連携して増加を図る。 

          ・二の丸美術館利用促進事業（P101 参照） 

      新たにオープンするステンドグラス美術館や掛川城等の指定管理者と連携し

て、各種事業を展開することで、入館者の増加を図る。 

    ※ 管理者の実施計画において、目標年次の入館者数を 25,000 人としている。 

本計画では、同様に管理者の実施計画を基に、目標年次の入館者数を 25,000 人

に設定し、交流人口増を見込む。 

・基礎数値（H25 実績）：23,126 人 

     ・25,000 人－23,126 人 ＝ 1,874 人 

 ○小計○小計○小計○小計        施設施設施設施設利用者利用者利用者利用者等等等等増加増加増加増加数数数数                                    1,1,1,1,888877774444 人人人人（目標（目標（目標（目標年次年次年次年次））））    

   

６ ステンドグラス美術館 

    二の丸美術館北側にステンドグラス美術館が、平成 27 年度に開館するため、多くの

入館者が見込まれる。 

・ステンドグラス美術館管理運営事業（P100 参照） 

  新たな施設が、歴史文化ゾーンにオープンすることで、集客力アップとなるため、

周辺施設と連携し、回遊性をもたせ、滞留時間を延長させることで賑わいを創出し、
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交流人口の増加を図る。 

   ※ 管理者の事業計画において、目標年次の入館者数を 35,000 人としている。 

本計画では、同様に管理者の事業計画を基に、目標年次の入館者数を 35,000 人

に設定し、交流人口増を見込む。 

     ・H31 推計値：35,000 人 

     ○小計○小計○小計○小計        施設施設施設施設利用者等増加数利用者等増加数利用者等増加数利用者等増加数                        35,0035,0035,0035,000000 人人人人（目標（目標（目標（目標年次年次年次年次））））    

 

 ７ 目標値合計 

番号 項  目 増加数 

１ 交流人口推計値 454,827 人 

２ 掛川城天守閣・御殿、二の丸茶室、竹の丸 35,000 人 

３ 大日本報徳社 1,500 人 

４ 掛川市立中央図書館 13,699 人 

５ 二の丸美術館 1,874 人 

６ ステンドグラス美術館 35,000 人 

合  計 541,900 人 

  

目標目標目標目標数値数値数値数値    541541541541,,,,000000000000 人人人人    

    

（４）フォローアップの時期及び方法（４）フォローアップの時期及び方法（４）フォローアップの時期及び方法（４）フォローアップの時期及び方法    

目標１ 

中心市街地の主要７地点の歩行者通行量を数値目標とするため、毎年調査を実施し、数

値目標を検証し、状況に応じて目標達成に向けた改善措置を講じる。また、最終年度の 31

年度以降についても、再度数値目標の検証を行うものとする。 

目標２ 

中心市街地の居住人口を数値目標とするため、毎年４月１日現在の住民基本台帳を基に

算定し、数値目標を検証し、状況に応じて目標達成に向けた改善措置を講じる。また、最

終年度の 31 年度以降についても、再度数値目標の検証を行うものとする。 

目標３ 

まちなかの交流人口を数値目標とするため、毎年度ごとに数値目標を検証し、状況に応

じて目標達成に向けた改善措置を講じる。また、最終年度の 31年度以降についても、再度

数値目標の検証を行うものとする。 

    



 － 93 －

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に

供する施設の整備その他市街地の整備改善のための事業供する施設の整備その他市街地の整備改善のための事業供する施設の整備その他市街地の整備改善のための事業供する施設の整備その他市街地の整備改善のための事業に関する事項に関する事項に関する事項に関する事項    

 

〔１〕〔１〕〔１〕〔１〕市街地の整備改善の必要性市街地の整備改善の必要性市街地の整備改善の必要性市街地の整備改善の必要性    

    

掛川市では、昭和 40 年代前半から中心市街地の整備に着手し、平成 2 年には駅前土地区画

整理が完工し、平成 11 年には駅北土地区画整理が完工するなど、都市基盤整備を積極的に進

めてきた。また、昭和 63 年には新幹線駅を開業させ、駅前広場の整備、前計画では掛川駅舎

を木造で整備し、中東遠地域の玄関口に相応しい街並み形成と市街地整備を進めてきた。 

しかしながら、急速な高齢化や平成 18 年に公布されたバリアフリー法への対応が遅れてお

り、歩道や施設のバリアフリー化が課題になっている。また、急速なモータリーゼ-ションの

進展により、商業、流通、居住の郊外化が進み、駐車場の整備が遅れた市街地は、来客数や居

住者数の減少が顕著となった。 

このことから、駅前地区の市街地開発事業の推進により、市民に利便性の良い都市機能の確

保を図るとともに、駐車場や駐輪場、安全で快適な歩行空間の確保が必要である。本計画では、

中心市街地北ゾーンに駐車場を、南ゾーンに駐車駐輪場を、東街区市街地再開発地区周辺には

安全で快適な歩道を整備し、良好な市街地環境を進めていく。 

 

〔２〕〔２〕〔２〕〔２〕具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容    

① 区分 

(1)法に定める特別の措置に関連する事業 

   なし    

 

(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街

区第一種市街地再開発区第一種市街地再開発区第一種市街地再開発区第一種市街地再開発

事業事業事業事業    

内容：市街地再開発事

業により、住宅、商業

施設、公益施設（広場）、

駐車場等を整備する。 

地区面積：0.9ha 

延べ床面積：15,252 ㎡ 

用途：商業、公益施設、

駐車場、住宅等 

実施時期：平成 25年度

～28年度 

掛川駅

前東街

区市街

地再開

発組合 

 

中心市街地の賑わい創出のた

め、複合施設を整備するリー

ディングプロジェクトであ

る。 

まちなかの大規模遊休地を解

消し、商業施設等の再立地に

より、賑わいの創出、居住の

促進、交流人口の増加といず

れにも直接的に大きく寄与す

る。 

また、今後のまちなか活性化

事業の導火線として期待でき

る必要不可欠な事業である。 

措置の内容： 

社会資本整

備総合交付

金（市街地再

開発事業等） 

実施時期： 

平成 25 年度

～28年度 
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事業名事業名事業名事業名：：：：掛川公園掛川公園掛川公園掛川公園    

内容：掛川城公園北側

の城内広場において、

駐車場を整備する。 

施工面積：2,300 ㎡ 

実施時期：平成 27年度

～29年度 

掛川市 歴史文化施設や商店街を訪れ

る来街者のための駐車場を整

備する。 

まちなかに不足する駐車場を

増設することにより、車によ

る中心市街地への来街を容易

にし、目標である賑わいの創

出や交流人口の増加に寄与す

る。 

措置の内容： 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（掛川駅北

地区）） 

実施時期： 

平成 27 年度

～29年度 

 

 

事業名：都市計画事業名：都市計画事業名：都市計画事業名：都市計画道路道路道路道路

塩町塩町塩町塩町中央線他整備中央線他整備中央線他整備中央線他整備事業事業事業事業    

内容：歩道改良により

段差を解消し安全安心

に歩行できる歩行区間

を整備する。 

整備延長：450ｍ 

実施時期：平成 27年度

～28年度 

掛川市 歩道改良により安全安心な補

歩行空間を確保することで、

目標であるまちなか居住の促

進に寄与する。 

掛川駅前東街区市街地再開発

事業にあわせて、歩車道の段

差解消をし、居住環境が改善

され、高齢者などの居住者や

来街者が安全安心に歩いて暮

らせる生活空間を実現するた

めに必要な事業である。 

措置の内容： 

社会資本整

備総合交付

金（市街地再

開発事業等） 

実施時期： 

平成 27 年度

～28年度 

 

事業名事業名事業名事業名：掛川駅前広場：掛川駅前広場：掛川駅前広場：掛川駅前広場    

内容：駅西側からの同

線がバリアフリー化さ

れていないため、スロ

ープを設置し、利用者

の利便性向上を図る。 

施工面積：500 ㎡ 

実施時期：平成 27年度

～29年度 

掛川市 前計画において木造駅舎の復

元をした掛川駅北口におい

て、市の玄関口である駅前広

場を整備し、機能を充実させ

ることにより、利用者、観光

客等の誘導を図り、賑わいの

創出に繋げる必要な事業であ

る。 

措置の内容： 

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（掛川駅北

地区）） 

実施時期： 

平成 27 年度

～29年度 
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掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業の概要 

 

名  称：掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業 

  所 在 地：静岡県掛川市駅前 

  施 行 者：掛川駅前東街区市街地再開発組合 

  敷地面積：６，５２５㎡ 

  構  造：北  棟  鉄筋コンクリート造 地上１２階 

       南  棟  鉄骨造 地上２階 

       駐車場棟  鉄骨造 地上４階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北棟 店舗棟 駐車場棟 合計 

店舗 1,203 ㎡ 1,668 ㎡ － 2,871 ㎡ 

住宅 7,942 ㎡（77 戸） － － 7,942 ㎡ 

駐車場 － 屋上Ｐ44 台 4,379㎡（192台） 4,379 ㎡ 

その他 － 60 ㎡ － 60 ㎡ 

計 9,145 ㎡ 1,728 ㎡ 4,379 ㎡ 15,252 ㎡ 

 

完成予想図 

広場 

平面図 

駐車場棟 店舗棟 

北棟 
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(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

   なし 

 

(3)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

   なし  

 

(4)国の支援がないその他の事業 

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名事業名事業名事業名：掛川駅：掛川駅：掛川駅：掛川駅前前前前西街西街西街西街

区検討事業区検討事業区検討事業区検討事業    

内容：優良建築物整備

事業により、住宅 84

戸、多目的ホール、商

業施設、駐車場等の整

備検討 

敷地面積 4,500 ㎡ 

実施時期：平成 27年度

～28年度 

 

掛川市 

 

本事業は、掛川駅前東街区第

一種市街地再開発事業に続く

中心市街地の賑わい創出のた

めの事業である。大規模遊休

地の活用を図ると共に公共交

通の結節点という立地条件を

生かし、住宅と併せた多目的

な交流施設を整備するにあた

り、地権者や市民の声を繁栄

することにより、地域が一体

となって、まちなかの交流、

賑わいの創出に寄与するため

必要な事業である。 

 

 

 

事業名事業名事業名事業名：掛川駅：掛川駅：掛川駅：掛川駅前前前前西街西街西街西街

区開発事業区開発事業区開発事業区開発事業    

内容：優良建築物整備

事業により、住宅、多

目的ホール、商業施設、

駐車場等の整備を行

う。 

敷地面積 4,500 ㎡ 

住宅 84 戸 

多目的ホール等 

実施時期：平成 29年度

～30年度 

 

民間事

業者 

 

本事業は、掛川駅前東街区第

一種市街地再開発事業に続く

中心市街地の賑わい創出のた

めの事業で、駅前の大規模遊

休地の解消を図るとともに、

公共交通の結節点である駅前

の立地を活かし、住宅、多目

的ホール、商業施設、駐車場

等の整備により、賑わいの創

出、居住の促進、交流人口の

増加といずれにも直接的に大

きく寄与する。 

また、民間活力により東街区

に続き今後のまちなか活性化

事業の導火線として期待でき

る必要不可欠な事業である。 

 社 会 資

本 整 備

総 合 交

付金（優

良 建 築

物 等 整

備事業）

予定 
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事業名：掛川事業名：掛川事業名：掛川事業名：掛川駅北駅北駅北駅北駐車駐車駐車駐車

場場場場・・・・駐輪場整備事業駐輪場整備事業駐輪場整備事業駐輪場整備事業    

内容：駅北駐車場の立

体整備と老朽化した駐

輪場の整備に伴い、増

加しているサイクリス

トにも対応する施設を

建築する。 

 

実施時期：平成 29年度

～30年度    

掛川市 西街区開発事業に伴い不足す

る駐車場の保管と老朽化した

駐輪場の整備を行う。掛川駅

北口西側にある駐車場の立体

化整備と駐輪場の建替に併

せ、近年増加しているサイク

リングやツーリング愛好家の

拠点としてサイクルステーシ

ョンの整備もおこない賑わい

を創出し、まちなかへのポン

プ機能を併せ持つ施設となる

ため、賑わいの創出に寄与す

る事業である。 

 社 会 資

本 整 備

総 合 交

付金（都

市 再 生

整 備 計

画 事 業

（ 掛 川

駅 北 地

区））予

定 

 

 

掛川駅北駐車場・駐輪場整備事業の概要 

 

所 在 地：静岡県掛川市駅前 

施 行 者：掛川市 

敷地面積：駐車場：１，３６７㎡  駐輪場：９０７㎡ 

構  造：駐車場：鉄骨造４層式  駐輪場：鉄骨造３層式 

床 面 積：駐車場：３，０１２㎡  駐輪場：１，９７６㎡ 

台  数：駐車場：１３３台    駐輪場：１，２９２台 

施設内容：自動車・自転車等駐輪場及びサイクルステーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 

駅北駐車場 

イメージ図 
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５．都市福利施設を整備する事業に関する事項５．都市福利施設を整備する事業に関する事項５．都市福利施設を整備する事業に関する事項５．都市福利施設を整備する事業に関する事項    

 

〔１〕〔１〕〔１〕〔１〕都市福利施設の整備の必要性都市福利施設の整備の必要性都市福利施設の整備の必要性都市福利施設の整備の必要性    

    

掛川市の中心市街地は、約 500 年前に掛川城が築城された時の掛川城御殿や、明治 35

年に建てられた大日本報徳社大講堂、明治 17 年に建立され昭和 13 年に移築された有栖

川宮邸など重要指定文化財が集約された区域となっている。 

平成 6年の掛川城天守閣復元を契機に、大手門の復元、中央図書館、二の丸美術館、二

の丸茶室などの文化施設を整備し、前計画では、大日本報徳社大講堂の周辺整備や竹の丸

の修復工事、龍華院大猷院御霊屋の整備を行い、景観に配慮された歴史文化ゾーンを形成

した。このような取り組みにも関わらず、各施設への来場者数は減少傾向にあるため、今

後は歴史文化の魅力を活かした市民利用の促進が課題である。 

 

〔２〕〔２〕〔２〕〔２〕具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容    

① 区分 

(1)法に定める特別の措置に関連する事業 

   なし 

 

(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

   なし 

 

(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

   なし 

 

(3)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

   なし 

 

(4)国の支援がないその他の事業 

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：新産業会館建事業名：新産業会館建事業名：新産業会館建事業名：新産業会館建

設事業設事業設事業設事業    

内容：商工会議所の老

朽化により産業交流施

設の拠点として整備。 

敷地面積：1,140 ㎡ 

実施期間：平成 29年度

～30年度    

掛川商

工会議

所 

掛川商工会議所の建替に伴

い、多目的ホールや会議室、

駐車場等を整備し、各種の講

演会や講習会を開催すると共

に、一般市民も利活用出来る

休憩スペースも併せて整備す

ることで目標である賑わいの

創出に寄与する。 

措置の内容： 

静岡県及び

掛川市から

の助成 
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事業名事業名事業名事業名：掛川駅：掛川駅：掛川駅：掛川駅前前前前西街西街西街西街

区検討事業区検討事業区検討事業区検討事業((((再掲再掲再掲再掲))))    

内容：優良建築物整備

事業により、住宅 84

戸、多目的ホール、商

業施設、駐車場等の整

備検討 

敷地面積 4,500 ㎡ 

実施時期：平成 27年度

～28年度 

 

掛川市 

 

 

本事業は、掛川駅前東街区第

一種市街地再開発事業に続く

中心市街地の賑わい創出のた

めの事業で、大規模遊休地の

活用を図ると共に公共交通の

結節点という立地条件を生か

し、住宅と併せた教育等の場

としての多目的な交流施設の

整備にあたり、地権者や市民

の意見を繁栄し、地域と一体

になって、まちなかの交流、

賑わいの創出に寄与するため

必要な事業である。 

  

 

 

 

事業名事業名事業名事業名：掛川駅：掛川駅：掛川駅：掛川駅前前前前西街西街西街西街

区開発事業区開発事業区開発事業区開発事業（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）    

内容：優良建築物等整

備事業により、住宅、

多目的ホール、商業施

設、駐車場等の整備を

行う。 

敷地面積 4,500 ㎡ 

住宅 84 戸 

多目的ホール等 

実施時期：平成 29年度

～30年度    

民間事

業者 

本事業は、掛川駅前東街区第

一種市街地再開発事業に続く

中心市街地の賑わい創出のた

めの事業で、駅前の大規模遊

休地の解消を図るとともに、

公共交通の結節点である駅前

の立地を活かし、住宅、多目

的ホール、商業施設、駐車場

等の整備により、賑わいの創

出、居住の促進、交流人口の

増加といずれにも大きく寄与

する。 

また、民間活力により東街区

に続き今後のまちなか活性化

事業の導火線として期待でき

る必要不可欠な事業である。 

 社会資

本整備

総合交

付金（優

良建築

物等整

備事業）

予定 

事業名：再々開発検討事業名：再々開発検討事業名：再々開発検討事業名：再々開発検討

事業事業事業事業    

内容：中町・連雀地区

の老朽施設の活性化を

図り住みよい環境を整

備する。 

実施期間：平成 27年度

～31年度 

掛川市 連雀ニューセンター等の老朽

施設の建替を図ることによ

り、目標であるまちなか居住

の促進に寄与する。建築から

50年近く経過していることか

ら老朽化が進み再築時期を迎

えている。 

よって、郊外転出への歯止め

に必要な事業である。 

 

 

事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促

進事業進事業進事業進事業    

内容：中心市街地内の

空き地、未利用地での

建物建設に対して支援

掛川市･

かけが

わ街づ

くり㈱ 

新規利用者の発生により、目

標である賑わい創出や交流人

口の増加に寄与する。 

増加傾向にあるまちなかの空

き地の活用を促進し、土地所
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を行い、高齢者・介護

施設とその医療施設の

誘致促進を図る。 

実施時期：平成 27年度

～31年度 

有者や事業者の投資意欲を高

めることになり、有効かつ必

要な事業である。 

事業名：掛川城等施設事業名：掛川城等施設事業名：掛川城等施設事業名：掛川城等施設

管理運営事業管理運営事業管理運営事業管理運営事業    

内容：掛川城、三の丸

茶室、竹の丸の各施設

を民間企業への指定管

理により一元管理すこ

とで経験と実績、企業

ならではのノウハウを

生かした事業を展開す

る。 

実施期間：平成 26年度

～ 

指定管

理者 

（㈱Ｋ

ＴＳホ

スピタ

リティ

公園管

理事務

所） 

市民の生涯学習の場として、

地域の伝統文化など地域価値

のある歴史文化施設を一元管

理し、民間企業の実績を活か

した事業を展開することで、

目標である賑わいの創出や交

流人口の増加に寄与する。 

中心市街地の核である掛川駅

と歴史文化施設を結ぶモール

部分の商店街への回遊性向

上、賑わい創出、交流人口の

拡大に向け商店街や周辺施設

の関係団体と連携するために

必要な事業である。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：ステンドグラ：ステンドグラ：ステンドグラ：ステンドグラ

スススス美術美術美術美術館管理運営事業館管理運営事業館管理運営事業館管理運営事業    

内容：ステンドグラス

館を民間企業への指定

管理により、経験と実

績、企業ならではのノ

ウハウを生かした事業

を展開する。 

実施期間：平成 27年度

～ 

指定管

理者 

（民間

事業者） 

新たに建設される施設を掛川

市の文化・芸術及び教育の振

興に位置づけ、指定管理によ

り、民間企業の実績を活かす

ことで、目標である賑わいの

創出や交流人口の増加に寄与

する。 

開館することで、多くの交流

人口の増加を見込め、さらに

周辺施設と連携を図ること

で、回遊性を持たせ、賑わい

を創出するために必要な事業

である。 

 

 

事業名：事業名：事業名：事業名：大日本報徳社大日本報徳社大日本報徳社大日本報徳社

利用促進事業利用促進事業利用促進事業利用促進事業    

内容：掛川城等施設の

指定管理者等と連携

し、大講堂利用者の増

加を図る。 

実施期間：平成 27年度

～ 

(公社)

大日本

報徳社 

掛川城等施設の指定管理者等

と連携することで、大講堂の

利用者増加に繋げ、目標であ

る賑わいの創出や交流人口の

増加に寄与する。 

前計画で整備し、国指定重要

文化財となった大講堂等を

様々な学習活動に市民などが

実践できる場として、広く活

用するため、掛川城等施設指

の定管理者と連携し実施する
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ために必要な事業である。 

事業名事業名事業名事業名：中央図書館利：中央図書館利：中央図書館利：中央図書館利

用促進事業用促進事業用促進事業用促進事業    

内容：掛川城等施設の

指定管理者等と連携

し、施設利用者等の増

加を図る。 

実施期間：平成 27年度

～    

掛川市 掛川城等施設の指定管理者等

と連携することで、施設利用

者、来場者の増加に繋げ、目

標である賑わいの創出や交流

人口の増加に寄与する。 

 

 

 

事業名事業名事業名事業名：二の丸美術館：二の丸美術館：二の丸美術館：二の丸美術館

利用促進利用促進利用促進利用促進事業事業事業事業    

内容：掛川城等施設の

指定管理者等と連携

し、来場者増加を図る。 

実施期間：平成 27年度

～    

掛川市 掛川城等施設の指定管理者等

と連携することで、施設利用

者、来場者の増加に繋げ、目

標である賑わいの創出や交流

人口の増加に寄与する。 
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供

給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に

関する事項関する事項関する事項関する事項    

 

〔１〕〔１〕〔１〕〔１〕街なか居住の推進の必要性街なか居住の推進の必要性街なか居住の推進の必要性街なか居住の推進の必要性    

    

 掛川市の人口は、11万人を超えたものの平成 22年から減少傾向になっている。中心市

街地の人口においても、昭和 47 年から平成初期に行われた郊外地の区画整理による住宅

地の整備と昭和57年の台風18号による激甚災害による中心市街地の区画整理によって人

口が減少し続けており、平成 22年から平成 26年の 5年間の下落率も本市全体の人口下落

率の 4倍となっている。 

 このまま活性化の取り組みをしない場合、5 年後には居住人口が 8.2％（約 120 人）減

少すると推計される。市民アンケートにおいても中心市街地の満足度では「子育てをする

環境」、「高齢者が安心して生活するための環境」、「地域居住者が豊かに暮らせるための環

境」がマイナス評価であり、中心市街地の評価においても「買い物等の便利さ」がマイナ

ス評価となっている。 

 このことから、生活利便性業種を呼び込むためにも、掛川駅前東街区第一種市街地再開

発事業を完成させ、さらに西街区での集合住宅整備や空き地活用の促進により中心市街地

の住環境（質）と住戸（器）を整備し、居住者を増加させ、好循環をつくることが必要で

ある。 

 

〔２〕〔２〕〔２〕〔２〕具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容    

① 区分 

(1)法に定める特別の措置に関連する事業    

  なし 

 

(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業    

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街

区第一種市街地再開発区第一種市街地再開発区第一種市街地再開発区第一種市街地再開発

事業（再掲）（集合住事業（再掲）（集合住事業（再掲）（集合住事業（再掲）（集合住

宅整備）宅整備）宅整備）宅整備）    

内容：市街地再開発事

業区域内において、77

戸の集合住宅を整備す

る 

実施時期：平成 25年度

～28年度 

掛川駅

前東街

区市街

地再開

発組合 

 

新規居住者の増加により、目

標である居住人口の増加に寄

与する。 

77戸の集合住宅が建設される

ことにより、まちなかの居住

人口の減少を食い止め、増加

に転じさせる。さらに、この

事業がきっかけとなり、まち

なかへの集合住宅建設の誘導

が可能となり、賑わいづくり

に必要不可欠な事業である。 

措置の内容： 

社会資本整

備総合交付

金（市街地再

開発事業等）

実施時期： 

平成 25 年度

～28年度 
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(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 なし 

 

(3)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

   なし  

 

(4)国の支援がないその他の事業 

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名事業名事業名事業名：掛川駅：掛川駅：掛川駅：掛川駅前前前前西街西街西街西街

区開発事業区開発事業区開発事業区開発事業（再掲）（集（再掲）（集（再掲）（集（再掲）（集

合住宅整備）合住宅整備）合住宅整備）合住宅整備）    

内容：優良建築物整備

事業により、住宅、多

目的ホール、商業施設、

駐車場等の整備を行

う。 

敷地面積 4,500 ㎡ 

住宅 84 戸 

多目的ホール等 

実施時期：平成 29年度

～30年度    

民間事

業者 

本事業は、掛川駅前東街区第一

種市街地再開発事業に続く事

業で、駅前の大規模遊休地の解

消を図るとともに、公共交通の

結節点である駅前の立地を活

かし、住宅、多目的ホール、駐

車場等の整備により、目標であ

る賑わいの創出、居住の促進、

交流人口の増加といずれにも

直接的に大きく寄与する。 

また、民間活力により今後のま

ちなか活性化事業の導火線と

して期待できる必要不可欠な

事業である。 

 社 会 資

本 整 備

総 合 交

付金（優

良 建 築

物 等 整

備事業）

予定 

事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促

進事業進事業進事業進事業((((再掲再掲再掲再掲))))    

内容：中心市街地内の

空き地、未利用地での

建物建設に対して支援

を行い、住宅の誘致促

進を図る。 

実施時期：平成 27年度

～平成 31年度 

掛川市･

かけが

わ街づ

くり㈱ 

新規利用者の発生により、目標

であるまちなか交流人口の増

加に寄与する。 

増加傾向にあるまちなかの空

き地の活用を促進し、土地所有

者や事業者の投資意欲を高め

ることにより、新たな住宅が増

加するために必要な事業であ

る。 

 

 

事業名：ヘルシー商店事業名：ヘルシー商店事業名：ヘルシー商店事業名：ヘルシー商店

街事業街事業街事業街事業    

内容：まちなかで健康

チェックや健康相談を

実施することにより商

店街が立地する地域住

民の健康づくりを支援

する。 

実施時期：平成 19年度

～ 

掛川市 まちなか居住者の生活支援に

より、目標であるまちなか居住

の促進に寄与する。 

人口の増加の直接的要因では

ないものの、市が掲げる健康日

本一を目指すため、地域での健

康づくりを推進し、人口の定住

促進に寄与する。 
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７．７．７．７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業業、民間中心市街地商業業、民間中心市街地商業業、民間中心市街地商業    

活性化事業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上の活性化事業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上の活性化事業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上の活性化事業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上の    

ための事業及び措置に関する事項ための事業及び措置に関する事項ための事業及び措置に関する事項ための事業及び措置に関する事項    

    

〔１〕〔１〕〔１〕〔１〕経済活力の向上経済活力の向上経済活力の向上経済活力の向上の必要性の必要性の必要性の必要性    

    

 掛川市の中心市街地は、経済活動の中心として栄え、昭和 40 年代から、駅前通り・連雀通

り・中町通りとして大型商業施設の立地とともに本市の顔として広域的な商業活動を担ってき

た。  

しかしながら、モータリーゼ-ションの進展とともに周辺都市への大型ショッピングセンタ

ーの立地やロードサイド店の進出が相次ぐことにより、消費者の郊外流出が進む一方、消費者

事情の変化に合わなくなった中心市街地は、中心市街地の高齢化とともに魅力が低下し衰退し

ていった。 

前計画では中心市街地ならではの役割を検討し、けっトラ市や友引カフェ等きめ細かなサー

ビスやイベントを行ってきたが、休日のイベント時には一定の集客があるものの平日歩行者通

行量は目標に達しなかった。 

 このことから、平日の賑わいが課題であり、東街区商業集積整備事業、憩いのスペース整備

運営事業、まちなかウォーキング推進事業等による、中心市街地を生活の場とする人口を増加

させることが必要である。平日の交流人口が増すことにより、休日のイベントや歴史文化施設

への来場者の増加、空き店舗活用や市民活動の活発化につなげて行くことが必要である。 

 

〔２〕〔２〕〔２〕〔２〕具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容    

① 区分 

(1)法に定める特別の措置に関連する事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：東街区商業集事業名：東街区商業集事業名：東街区商業集事業名：東街区商業集

積整備事業積整備事業積整備事業積整備事業    

内容：掛川駅前東街区

第一種市街地再開発事

業により整備される商

業施設を取得し、不足

業種や集客力の高い業

種による商業集積を形

成する。（約 1,670 ㎡） 

実施時期：平成 26年度

～27年度 

弥栄か

けがわ

㈱ 

商業施設を整備・取得するこ

とにより、目標である賑わい

の創出に寄与する。 

商業機能の低下が顕著な中心

市街地において、商業集積を

下げ止め、商業機能を継続し、

向上させる必要がある。 

現在の当地区の立地ポテンシ

ャルから考えて核的施設や有

力店舗の床取得には限界があ

る。このため、所有と利用の

分離をするとともに、定期借

地権を導入し、事業成立の確

措置の内容： 

特定民間中心

市街地経済活

力向上事業計

画の経済産業

大臣認定 

実施時期： 

平成 26年度～

27 年度 

商店街

まちづ

くり事

業（中心

市街地

活性化

事業）

（実施

時期：平

成 27年

度） 

株式会

社日本
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実性を高める。より魅力的な

商業構成のために、核店舗や

不足業種の誘導とともに、家

賃軽減等入居するテナント商

業者を経営支援するために必

要な事業である。 

政策金

融公庫

による

低利融

資（実施

時期：平

成 27年

度） 

当該事

業の用

に供す

る不動

産を取

得した

際の登

録免許

税の軽

減（実施

時期：平

成 27年

度） 

    

(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：東街区商業集事業名：東街区商業集事業名：東街区商業集事業名：東街区商業集

積整備事業（再掲）積整備事業（再掲）積整備事業（再掲）積整備事業（再掲）    

内容：掛川駅前東街区

第一種市街地再開発事

業により整備される商

業施設を取得し、不足

業種や集客力の高い業

種による商業集積を形

成する。（約 1,670 ㎡） 

実施時期：平成 26年度

～27年度 

弥栄か

けがわ

㈱ 

商業施設を整備・取得するこ

とにより、目標である賑わい

の創出に寄与する。 

商業機能の低下が顕著な中心

市街地において、商業集積を

下げ止め、商業機能を継続し、

向上させる必要がある。 

現在の当地区の立地ポテンシ

ャルから考えて核的施設や有

力店舗の床取得には限界があ

る。このため、所有と利用の

分離をするとともに、定期借

地権を導入し、事業成立の確

実性を高める。より魅力的な

商業構成のために、核店舗や

不足業種の誘導とともに、家

賃軽減等入居するテナント商

措置の内容： 

商店街まちづ

くり事業（中心

市街地活性化

事業） 

実施時期： 

平成 26 年度～

27 年度 

特定民間中心

市街地経済活

力向上事業計

画の経済産業

大臣認定 

実施時期： 

平成 26 年度～

27 年度 

株式会社日本
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業者を経営支援するために必

要な事業である。 

政策金融公庫

による低利融

資 

実施時期： 

平成 27 年度 

当該事業の用

に供する不動

産を取得した

際の登録免許

税の軽減 

実施時期： 

平成 27 年度 

事業名事業名事業名事業名：全国軽トラッ：全国軽トラッ：全国軽トラッ：全国軽トラッ

ク市サミット誘致・開ク市サミット誘致・開ク市サミット誘致・開ク市サミット誘致・開

催事業催事業催事業催事業    

内容：サミットを誘致

し、駅通りなどを歩行

者天国にし、全国の軽

トラック市を中心市街

地で開催する。 

実施時期：平成 29年度    

掛川市･

けっト

ラ市実

行委員

会 

中心市街地の活性化や農商工

連携施策として全国に広がり

を見せる軽トラック市だが、

県内最初の開催市として、全

国サミットを掛川市に誘致

し、中心市街地を歩行者天国

にして開催することで、賑わ

い創出に寄与する。 

措置の内容： 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

実施時期： 

平成 29 年度 

 

事業名：掛川おもてな事業名：掛川おもてな事業名：掛川おもてな事業名：掛川おもてな

しイベント開催事業しイベント開催事業しイベント開催事業しイベント開催事業 

内容：市内で行われる

大規模イベント（つま

恋、エコパなど）にあ

わせ、来街者を回遊さ

せるために、歩行者天

国を開催し、賑わいを

創出する。 

実施時期：平成24年度

～ 

掛川市･ 

実行委

員会 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

市内で行われる大規模イベン

トにあわせ、来街者を中心市

街地へ回遊させるために、駅

通りを歩行者天国にしたおも

てなしイベントを開催し、賑

わいの創出を図る。 

措置の内容： 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

実施時期： 

平成 27 年度～

31 年度 
 

 

 

(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

   なし  

 

(3)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

   なし 
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(4)国の支援がないその他の事業 

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街事業名：掛川駅前東街

区駐車場区駐車場区駐車場区駐車場管理管理管理管理運営事業運営事業運営事業運営事業    

内容：市街地再開発事

業により整備される駐

車場(192台)を取得し、

管理運営を行う。 

実施時期：平成 27年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

 

掛川駅前東街区第一種市街地

再開発事業により整備される

駐車場を取得し、商店街や商

業施設を訪れる来街者のた

め、弥栄かけがわ㈱等と連携

し無料駐車券などを発行し、

駐車場を管理運営する。 

まちなかに不足する駐車場を

増設することにより、車によ

る中心市街地への来街を容易

にし、目標である賑わいの創

出に寄与する。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：掛川駅：掛川駅：掛川駅：掛川駅前前前前西街西街西街西街

区開発事業区開発事業区開発事業区開発事業（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）    

内容：優良建築物等整

備事業により、住宅、

多目的ホール、商業施

設、駐車場等の整備を

行う。 

敷地面積 4,500 ㎡ 

住宅 84 戸 

多目的ホール等 

実施時期：平成 29年度

～30年度    

民間事

業者 

本事業は、掛川駅前東街区第

一種市街地再開発事業に続く

中心市街地の賑わい創出のた

めの事業で、駅前の大規模遊

休地の解消を図るとともに、

公共交通の結節点である駅前

の立地を活かし、住宅、多目

的ホール、商業施設、駐車場

等の整備により、賑わいの創

出、居住の促進、交流人口の

増加といずれにも大きく寄与

する。 

また、民間活力により東街区

に続き今後のまちなか活性化

事業の導火線として期待でき

る必要不可欠な事業である。 

 社会資

本整備

総合交

付金（優

良建築

物等整

備事業）

予定 

事事事事業名業名業名業名：自転車等：自転車等：自転車等：自転車等シェシェシェシェ

アリングアリングアリングアリング事業事業事業事業    

内容：駅北駐輪場に整

備するサイクルステー

ションを起点にレンタ

サイクルを行う。 

実施時期：平成 30年度

～ 

掛川市･ 

民間事

業者 

駅北駐輪場の建替に伴い整備

するサイクルステーションに

おいて、レンタサイクルを行

い、観光拠点である歴史文化

施設や商店街へのポンプ機能

を果たすことで、目標である

賑わいの創出や交流人口の増

加に寄与する。 
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事業名事業名事業名事業名：憩いのスペー：憩いのスペー：憩いのスペー：憩いのスペー

ス整備事業ス整備事業ス整備事業ス整備事業    

内容：来街者やウォー

キング、ランニングの

休憩所として、またエ

イドステーション機能

を持ったスペースを整

備、民間事業者で運営

をする。 

実施時期：平成 28年度

～ 

掛川市･

民 間 事

業者 

逆川沿いの緑の精神回廊を、

ウォーキング、ランニング等

の利用者を中心に来街者も含

めて利用出来るエイドステー

ション機能も併せ持った休憩

所を整備することで、まちな

か滞留時間を延ばし、目標で

ある賑わい創出に寄与する。 

  

事業名：にぎわい広場事業名：にぎわい広場事業名：にぎわい広場事業名：にぎわい広場

運営事業運営事業運営事業運営事業    

内容：イベントや情報

発信の場など賑わい・

交流の拠点として、ま

た市民の憩いの場とな

るよう事業展開する。 

実施時期：平成 27年度

～ 

弥栄か

けがわ

㈱ 

掛川駅前東街区第一種市街地

再開発事業により整備される

広場の活用により、目標であ

る賑わいの創出に寄与する。 

市民の憩いの場として、様々

な活動や交流を促し、各種団

体と連携し、賑わいの拠点と

して活用するために必要な事

業である。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：：：：買い物買い物買い物買い物サポーサポーサポーサポー

ト車運営事業ト車運営事業ト車運営事業ト車運営事業    

内容：中心市街地及び

周辺の高齢者など買い

物難民を中心市街地の

商店街へ誘導する。 

実施年度：平成 28年度

～ 

掛川商

工会議

所・かけ

がわ街

づくり

㈱ 

中心市街地商店街とその周辺

の食品スーパーを周回するワ

ゴン車を運行させ、中心市街

地に居住する高齢者等の買い

物の足として利用してもら

い、買い物弱者を支援するこ

とで、目標である賑わいの創

出に寄与する。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：商店街：商店街：商店街：商店街宅配宅配宅配宅配事事事事

業業業業    

内容：出歩くことが出

来ない買い物弱者を中

心に、商店街の利便性

向上を図る一環とし

て、宅配事業を実施す

る。 

実施年度：平成 28年度

～ 

商店街･

掛川商

工会議

所 

出歩くことが出来ない買い物

弱者を中心に、商店街の利便

性向上を図る一環として、宅

配事業を実施することで、商

店街から情報発信を行い、健

常者には来街するきっかけ作

りを行う事業であり、目標で

ある賑わいの創出に寄与す

る。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：まちなか案内：まちなか案内：まちなか案内：まちなか案内

所推進所推進所推進所推進事業事業事業事業    

内容：来街者に対して

イベント、観光案内を

まちなかの商店でも情

商店街･

掛川観

光協会 

来街者に対するサービス向上

を図るため、まちなかの商店

で、イベント案内、観光案内

などの情報提供を簡単に出来

るシステムを開発し、各商店
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報提供出来るシステム

を開発し、まちなか案

内所として来店者の増

加を図る。 

実施年度：平成 27年度

～ 

がまちなか案内所となり、来

店者の増加に繋げることで、

目標の賑わいの創出に寄与す

る。 

事業名：掛川型観光交事業名：掛川型観光交事業名：掛川型観光交事業名：掛川型観光交

流ツーリズム推進事業流ツーリズム推進事業流ツーリズム推進事業流ツーリズム推進事業 

内容：歴史文化施設を

活用して、観光協会ビ

ジターセンター「旅の

スイッチ」を起点に、

交流型観光モデルを

構築し、市民を含め来

街者に提案する。 

実施時期：平成 27年度

～ 

掛川観

光協会 

 

前計画において整備された歴

史文化施設を活用し、観光協

会ビジターセンター「旅のス

イッチ」を起点に、交流型観

光モデルを提案することによ

り、目標である賑わいの創出

や交流人口の増加に寄与す

る。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：まちな：まちな：まちな：まちなかＷＩかＷＩかＷＩかＷＩ

－ＦＩ－ＦＩ－ＦＩ－ＦＩ推進事業推進事業推進事業推進事業    

内容：来街者に情報を

受信出来るように通信

設備を整備する。 

実施時期：平成 27年度

～ 

商店街･

掛川観

光協会 

掛川駅前東街区第一種市街地

再開発事業において整備され

る商業施設を起点に、商店街

と連携し、来街者へのサービ

ス向上を図るため、ＷＩ－Ｆ

Ｉで情報を得られるようにす

る。特に外国人観光客の使用

が見込め、来街のきっかけ作

りとなるために必要な事業で

あり、目標である賑わいの創

出や交流人口の増加に寄与す

る。 

 

 

事業名：コミュニティ事業名：コミュニティ事業名：コミュニティ事業名：コミュニティ

ビジネス等推進事業ビジネス等推進事業ビジネス等推進事業ビジネス等推進事業 

内容：街なか出店に興

味があるが、単独では

出店出来ない事業者な

どを集め、異業種交流

を行い、コラボによる

空き店舗への共同出店

などに繋げることによ

り交流人口を増やす。 

実施時期：平成 24年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

新規利用者の発生により、目

標である交流人口の増加に寄

与する。 

街なかへの出店に興味がある

が、単独では出店出来ない事

業者などを集め、異業種交流

を行い、空き店舗へ共同出店

などに繋げ交流人口を増やす

有効な事業である。 
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事業名：テナントミッ事業名：テナントミッ事業名：テナントミッ事業名：テナントミッ

クス推進事業クス推進事業クス推進事業クス推進事業    

内容：まちなかの空き

店舗を利用して、有力

なテナントを戦略的に

誘致する。 

実施時期：平成 22年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

 

まちなかの商業活動を活発に

するため、本事業は空き店舗

の解消も図りつつ有力な店舗

を誘致することにより、賑わ

いの創出に寄与する。 

望ましい業種や商業者を積極

的に誘導し、まちなかの商業

の魅力を向上させることによ

り、来街者が増加し、中心市

街地の商業力が飛躍的に向上

するため必要な事業である。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：まちなか創業：まちなか創業：まちなか創業：まちなか創業

支援支援支援支援事業事業事業事業    

内容：まちなかの空き

地や空き店舗を利用し

て物販や飲食・サービ

ス業を試みるチャレン

ジャーに場所を提供し

てまちなかの創業、開

業を促進する。 

実施時期：平成 28年度

～ 

掛川商

工会議

所･かけ

がわ街

づくり

㈱･掛川

市 

まちなかで創業したい意欲的

な商業者等の増加につなが

り、目標である賑わいの創出

に寄与する。 

中心市街地での新規参入は少

なく、後継者のいない店は順

次閉店していくのが現状であ

る。これに対して、まちなか

の活力向上のためには、外部

の商業者等の新規参入、活動

が必須である。これらのチャ

レンジャーのインキュベータ

ー施設として有効であり、目

標である賑わいの創出に必要

な事業である。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：まちなか創業：まちなか創業：まちなか創業：まちなか創業

支援ファンド設立事業支援ファンド設立事業支援ファンド設立事業支援ファンド設立事業    

内容：まちなかでの創

業を支援することを目

的にファンドを設立。 

実施時期：平成 28年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

まちなかでの創業を支援する

こと目的に、支援ファンドを

設立し、創業支援を幅広く行

い新規店舗を増やすことで、

目標である賑わいの創出に寄

与する。 

 

 

事業名：掛川本陣通り事業名：掛川本陣通り事業名：掛川本陣通り事業名：掛川本陣通り

運営事業運営事業運営事業運営事業 

内容：空き地を活用し、

創業・開業支援を行う

屋台村の運営を行う。 

約590㎡ 20店舗 

実施時期：平成25年度

～ 

掛 川 社

中 創 業

支 援 組

合 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

増加しつつあるまちなかの空

き地を活用し、創業・開業支

援を行う屋台村を運営する。

３年間で独立を目指し、空き

店舗へ出店を誘導し、新たな

店舗が増加するために必要な

事業である。 
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事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促事業名：空き地利用促

進事業（再掲）進事業（再掲）進事業（再掲）進事業（再掲）    

内容：中心市街地内の

空き地、未利用地での

建物建設に対して支援

を行い、製造販売施設

等の誘致促進を図る。 

実施時期：平成 27年度

～ 

掛川市･ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

増加傾向にあるまちなかの空

き地の活用を促進し、土地所

有者や事業者の投資意欲を高

めることにより、新たな店舗

が増加する事業である。 

 

 

事業名事業名事業名事業名：空き店舗対策：空き店舗対策：空き店舗対策：空き店舗対策

事業事業事業事業    

内容：中心市街地の商

店街にある空き店舗に

魅力ある店舗、事業所

などを誘致する。 

実施年度：平成 27年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

空き店舗へ魅力ある店舗・事

業所を誘致するため、内装費

用等の一部を助成し、新たな

店舗が増加する事業である。 

措置の内容： 

掛川市助成 

 

事業名：中心市街地現事業名：中心市街地現事業名：中心市街地現事業名：中心市街地現

地実態調査事業地実態調査事業地実態調査事業地実態調査事業    

内容：中心市街地にお

いて毎年、歩行者等の

交通量等の定点観測調

査、空き店舗調査、業

種配列調査を行って、

まちなかを時系列、動

態的に把握する。 

実施時期：平成 19年度

～    

か け が

わ 街 づ

くり㈱ 

中心市街地において定期的に

歩行者等の交通量等の定点観

測調査、空き店舗調査、業種

配列調査を行って、まちなか

を時系列、動態的に把握する。

事業成果の目標設定計測等の

ために活用、また、継続的に

調査することで、その結果を

商業者等に提供し、個店のマ

ーケティングデータとして活

用でき、商業活動を活発にす

るために必要な事業である。 

 

 

事業名：市民活動等支事業名：市民活動等支事業名：市民活動等支事業名：市民活動等支

援事業援事業援事業援事業    

内容：様々な市民活動

に対して支援する。 

実施時期：平成 21年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱･ 

市民活

動団体 

市民活動団体の育成を支援

し、活動の場を中心市街地に

提供することで、目標の賑わ

い創出に寄与する。 

市民団体の相互間の連絡が図

れるように協議会等を設け、

活発な活動が図られるよう支

援する事業である。また、掛

川市が掲げる「市民活動日本

一」に大きく貢献する事業で

ある。 
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事業名：市民活動スペ事業名：市民活動スペ事業名：市民活動スペ事業名：市民活動スペ

ース提供事業ース提供事業ース提供事業ース提供事業 

内容：市民活動を行う

場所を街なかで提供

し、来街を促す。 

会議室２部屋（125㎡） 

実施時期：平成21年度

～ 

掛川市 新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

市民活動を行う上で、会議な

どを行う場所を街なかに提供

することで、来街を促し、ま

ちなかに人を誘導する有効な

事業である。 

  

事業名：まちなか駐車事業名：まちなか駐車事業名：まちなか駐車事業名：まちなか駐車

場運営事業場運営事業場運営事業場運営事業    

内容：新しく開設を予

定する東街区駐車場以

外のまちなか駐車場の

運営を受託する。 

実施時期：平成 23年度

～ 

かけが

わ街づ

くり㈱ 

 

駐車場を運営し、利用改善を

図ることで、目標である賑わ

いの創出に寄与する。 

新規に取得運営する東街区駐

車場以外の中心市街地駐車場

を一体的に管理運営すること

で、より効率的な運用を図り、

まちなかへ再投資する原資確

保に必要な事業である。また、

利用が円滑になるように共通

券システムを検討する。 

 

 

事業名：城下町風街づ事業名：城下町風街づ事業名：城下町風街づ事業名：城下町風街づ

くり事業くり事業くり事業くり事業    

内容：掛川城の前景と

なる地域において、建

築物の形態を地区計画

によって城下町風に統

一。新築改築時の工事

費のうち外観に係る経

費の 1/2 以内で限度額

100 万円を補助する。 

実施時期：平成６年度

～ 

掛川市 ファサード整備により、目標

である賑わいの創出に寄与す

る。 

掛川城天守閣の復元にあわ

せ、城下町風の景観に統一す

ることで、まちの一体感が生

まれ、歴史文化ゾーンから商

店街への誘客を図る。まちな

かへ来街動機を高めるために

必要な事業である。 

 

 

事業名：掛川ひかりの事業名：掛川ひかりの事業名：掛川ひかりの事業名：掛川ひかりの

オブジェ展開催事業オブジェ展開催事業オブジェ展開催事業オブジェ展開催事業 

内容：駅前にイルミネ

ーションを設置すると

ともに光をテーマとし

た市民手づくりのオブ

ジェをまちなかに展示

する。 

実施時期：平成 12年度

～ 

好きで

すかけ

がわの

まち実

行委員

会 

展示の新たな見学者により、

目標である賑わいの創出に寄

与する。 

イルミネーションや光のイベ

ントを開催し、市民の中心市

街地への来街の動機付けとな

る。駅前やまちなか全体に作

品を展示することで、中心市

街地での回遊性を高めるため

に必要な事業である。 
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事業名：街中美術館開事業名：街中美術館開事業名：街中美術館開事業名：街中美術館開

催事業催事業催事業催事業    

内容：市内の幼稚園～

小学校の絵画を商店街

に展示する。 

実施時期：平成 21年度

～ 

掛川お

かみさ

ん会 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

まちなかの文化性のさらなる

向上が図られる。中心市街地

のイメージアップにつながる

事業であり、親子での集客も

効果的で、必要な事業である。 

 

 

事業名：けっトラ市開事業名：けっトラ市開事業名：けっトラ市開事業名：けっトラ市開

催事業催事業催事業催事業    

内容：軽トラックの荷

台を活用して新鮮な野

菜などの販売を行う。

商工業者と農家を繋

ぎ、新たな賑わいを創

出する。 

実施時期：平成 22年度

～ 

けっト

ラ市実

行委員

会 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

街なかに不足している生鮮野

菜などを販売することによ

り、高齢者などの買い物弱者

を支援し、農商工が連携する

ことで地域経済の活性化が図

れる事業である。 

 

 

事業名：おかみさん市事業名：おかみさん市事業名：おかみさん市事業名：おかみさん市

開催事業開催事業開催事業開催事業    

内容：街なかの歩道で、

こだわりの新鮮野菜、

食品、スィーツなどを

販売し、街なかの買い

物弱者を支援しなが

ら、賑わい創出を図る。 

実施時期：平成８年度

～ 

掛川お

かみさ

ん会・生

産者・か

けがわ

街づく

り㈱ 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

街なかの歩道で行うことによ

って、買い物弱者の支援をし

ながら、新たな客を街なかへ

呼び込むことにより、地域経

済の活性化が図れる事業であ

る。 

 

 

事業名：友引ストリー事業名：友引ストリー事業名：友引ストリー事業名：友引ストリー

トカフェ開催事業トカフェ開催事業トカフェ開催事業トカフェ開催事業    

内容：緑豊かな駅前通

りを歩行者天国にし、

オープンカフェを運営

する。市内和菓子店や

飲食店を巻き込み新た

な賑わい創出を図る。 

実施時期：平成 22年度

～ 

友引ス

トリー

トカフ

ェ実行

委員会 

新規利用者の発生により、目

標である賑わいの創出に寄与

する。 

市内若手有志が地元和菓子店

や喫茶店、茶商組合と協力し

てオープンカフェを運営す

る。さらに、雑貨市や街なか

の魅力を引き出すイベントと

コラボレーションしながら賑

わいを創出する有効な事業で

ある。 
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事業名：かけがわまち事業名：かけがわまち事業名：かけがわまち事業名：かけがわまち

ゼミ開催事業ゼミ開催事業ゼミ開催事業ゼミ開催事業    

内容：街なかの商店主

が講師となり、店舗で

ゼミを開催すること

で、個店の魅力アップ、

店主のスキルアップ、

集客に繋げる。 

実施時期：平成 24年度

～ 

掛川商

工会議

所 

街なかの商店主が講師とな

り、店舗でゼミを開催するこ

とで、個店の魅力アップ、店

主のスキルアップ、集客に繋

げ、目標である賑わいの創出

に寄与する。 

中心市街地の活性化の鍵を握

る個店を舞台にした、必要不

可欠な事業である。 

 

 

事業名：まちなかウォ事業名：まちなかウォ事業名：まちなかウォ事業名：まちなかウォ

ーキングーキングーキングーキング推進事業推進事業推進事業推進事業    

内容：ウォーキングイ

ベントの起終点を中心

市街地におき、また掛

川城公園周辺のウォー

キングマップを作成す

ることでまちなかへの

回遊性を向上させる。 

実施期間：平成 27年度

～ 

掛川市･ 

掛川観

光協会･

市民活

動団体 

ウォーキングイベントの起

点、終点を掛川城公園などの

中心市街地に設定し、さらに

日常のウォーキングコースに

中心市街地を歩くマップを市

民団体と一緒に作成し、また

まちなかの回遊ルートにはベ

ンチを設置することで、目標

である賑わいの創出や交流人

口の増加に寄与する。 

 

 

 

事業名：四季折々事業名：四季折々事業名：四季折々事業名：四季折々花の花の花の花の

演出演出演出演出事業事業事業事業 

内容：掛川城公園の花

壇や逆川沿いに花の植

樹を行い、花をテーマ

とした潤い空間を演出

する。 

実施時期：平成 27年度

～ 

掛川市･

フラワ

ーエン

ジェル･

市民活

動団体 

掛川城公園の花壇や逆川添い

に花の植樹を行い、四季折々

の花をテーマとした潤い空間

を演出し、市民の憩いの場と

なることで来街の動機付けに

なり、目標である賑わいの創

出や交流人口の増加に寄与す

る事業である。 

 

 

事業名：商事業名：商事業名：商事業名：商業業業業集積ビル集積ビル集積ビル集積ビル

建設建設建設建設事業事業事業事業 

内容：老朽化した施設

の建て替えに伴い、飲

食店等テナント募集す

るビルを建設する。 

実施時期：平成 27年度

～ 

民間事

業者 

老朽化した施設の建て替えに

伴い、飲食店等をテナントと

して募集するビルを建設する

ことで、新規利用者が増加し、

目標である賑わいの創出に寄

与する事業である。 
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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項    

〔１〕〔１〕〔１〕〔１〕公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性    

    

 掛川駅は、ＪＲ東海道新幹線及び東海道本線、天竜浜名湖鉄道、バス交通との結節点で、

広域及び地域の交通拠点の機能を備えている。平成 24 年のＪＲと天竜浜名湖鉄道を合わせ

た掛川駅乗車人数は１日あたり平均で約 11,900 人となっている。また、市内には 12 バス路

線あり、掛川駅からは 10 路線が発着している。そのうち２路線は、中心市街地への誘導を

意図して設けられた循環バスで、中心市街地と周辺施設を 30 分で結び毎年 150,000 人の利

用があり、高齢者や子ども等交通弱者の交通手段となっている。 

しかしながら、本市においても他の地方都市同様、モータリーゼ-ションの進展によって、

自動車が生活交通の中心であり、中心市街地へのアクセスも自家用車が中心となっている。

前計画でも環境対策と市民生活向上のため「天竜浜名湖鉄道利用促進事業」、「市内循環バス

運行事業」、「静岡空港連絡バス運行事業」を行ってきたが、公共交通の利用者数は増加して

いない。 

このような中、本市では低炭素なまちづくりを推進しまた、市民の高齢化が進み交通弱者

が増加することが推測されることから、駐輪場の整備や自転車のシェアリング事業と連携し

ながら、天竜浜名湖鉄道や路線バスの運行本数の増便、シャトル運行の導入、既存バスルー

トの見直し等を行い公共交通の利用を促進していく必要がある。また、中心市街地の魅力促

進を行い、公共交通を利用して来る中心市街地来街者数を増していく必要がある。 

 

〔２〕２〔２〕２〔２〕２〔２〕２具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容具体的事業の内容    

① 区分 

(1)法に定める特別の措置に関連する事業 

   なし 

 

(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

   なし 

 

(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

   なし 
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(3)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

    事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：天竜浜名湖鉄事業名：天竜浜名湖鉄事業名：天竜浜名湖鉄事業名：天竜浜名湖鉄

道利用促進事業道利用促進事業道利用促進事業道利用促進事業    

内容：誘客対策の検討

及びシャトル運行導入

調査等を実施する。 

実施時期：平成 20年度

～    

天竜浜

名湖鉄

道㈱ 

天竜浜名湖鉄道の運行本数を

増やし市街地への利便性を高

める事業であり、目標である

賑わいの創出に寄与する。こ

のため、本事業は、にぎわい

実現につながる事業として位

置づけられ、中心市街地にと

って必要な事業である。 

措置の内容： 

地域公共交

通確保維持

改善事業費

補助 

実施時期： 

平成 20 年度

～ 

 

 

(4)国の支援がないその他の事業 

 事業名、 

内容及び 

実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：市内循環バス事業名：市内循環バス事業名：市内循環バス事業名：市内循環バス

運行事業運行事業運行事業運行事業    

内容：既存の路線ルー

トや乗降場所、本数等

を見直し、より利便性

の高い条件を整える。 

実施時期：平成 20年度

～    

掛川市 

 

循環バスの見直し、特に増便

により、目標である賑わいの

創出に寄与する。 

いずれのバスも駅前通りを経

由するルートとし、中心市街

地への誘導を図る。高齢者や

子ども等交通弱者が、中心市

街地へ来るための交通手段を

整備することで、中心市街地

への集客力が見込め来街者の

増加につながる必要不可欠な

事業である。 
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◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施場所◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施場所◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施場所◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施場所    
 

5.掛川駅前西街区検討事業 

6.掛川駅前西街区開発事業 

9.掛川駅前西街区検討事業（再掲） 

10.掛川駅前西街区開発事業（再掲） 

19.掛川駅前西街区開発事業（再掲） 

  （集合住宅整備） 

27.掛川駅前西街区開発事業（再掲） 

56.商業集積ビル建設事業 

1.掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業 

18.掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業（再掲）（集合住宅整備） 

22.東街区商業集積整備事業 

23.東街区商業集積整備事業（再掲） 

26.掛川駅前東街区駐車場管理運営事業 

30.にぎわい広場運営事業 

JR 掛川

3.都市計画道路事業 

塩町中央線他整備事業 

2.掛川公園 

4.掛川駅前広場 

29.憩いのｽﾍﾟｰｽ整備運営事業 

【中心市街地全体、 

位置を特定しない事業】 

12.空き地利用促進事業 

20.空き地利用促進事業（再掲） 

21.ヘルシー商店街事業 

24.全国軽ﾄﾗｯｸ市ｻﾐｯﾄ誘致・開催事業 

25.掛川おもてなしｲﾍﾞﾝﾄ開催事業 

28.自転車等ｼｪｱﾘﾝｸﾞ整備実施事業 

31.買い物ｻﾎﾟｰﾄ車運営事業 

32.商店街宅配事業 

33.まちなか案内所推進事業 

34.掛川型観光ﾂｰﾘｽﾞﾑ推進事業 

40.掛川本陣通り運営事業 

14.ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ美術館管理運営事業 

11.再々開発検討事業 

8.新産業会館建設事業 

13.掛川城等施設管理運営事業 

45.市民活動ｽﾍﾟｰｽ提供事業 

17.二の丸美術館利用促進事業 

16.中央図書館利用促進事業 

15.大日本報徳社利用促進事業 

7.掛川駅北駐車場・駐輪場整備事業 

【中心市街地全体、 

位置を特定しない事業】 

35.まちなか Wi-Fi 推進事業 

36.ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ等推進事業 

37.ﾃﾅﾝﾄﾐｯｸｽ推進事業 

38.まちなか創業者支援事業 

39.まちなか創業支援ﾌｧﾝﾄﾞ設立事業 

41.空き地利用促進事業（再掲） 

42.空き店舗対策事業 

43.中心市街地現地実態調査事業 

44.市民活動等支援事業 

46.まちなか駐車場運営事業 

47.城下町風街づくり事業 

48.掛川ひかりのｵﾌﾞｼﾞｪ展開催事業 

49.街中美術館開催事業 

50.けっトラ市開催事業 

51.おかみさん市開催事業 

52.友引ｽﾄﾘｰﾄｶﾌｪ開催事業 

53.かけがわまちｾﾞﾐ開催事業 

54.まちなかｳｫｰｷﾝｸﾞ推進事業 

55.四季折々花の演出事業 

58.市内循環ﾊﾞｽ運行事業 

57.天竜浜名湖鉄道利用促進事業 

凡 例 

 
● ハード事業 

 
● ソフト事業 
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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する

施設の整備その他市街地の整備改善のための事業に関する事項施設の整備その他市街地の整備改善のための事業に関する事項施設の整備その他市街地の整備改善のための事業に関する事項施設の整備その他市街地の整備改善のための事業に関する事項    

１ 掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業 P93 

２ 掛川公園 P94 

３ 都市計画道路事業塩町中央線他整備事業 P94 

４ 掛川駅前広場 P94 

５ 掛川駅前西街区検討事業 P96 

６ 掛川駅前西街区開発事業 P96 

７ 掛川駅北駐車場・駐輪場整備事業 P97 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項５．都市福利施設を整備する事業に関する事項５．都市福利施設を整備する事業に関する事項５．都市福利施設を整備する事業に関する事項    

８ 新産業会館建設事業 P98 

９ 掛川駅前西街区検討事業（再掲） P99 

10 掛川駅前西街区開発事業（再掲） P99 

11 再々開発検討事業 P99 

12 空き地利用促進事業 P99 

13 掛川城等施設管理運営事業 P100 

14 ステンドグラス美術館管理運営事業 P100 

15 大日本報徳社利用促進事業 P100 

16 中央図書館利用促進事業 P101 

17 二の丸美術館利用促進事業 P101 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のた６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のた６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のた６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のた

めの事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項めの事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項めの事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項めの事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

18 掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業（再掲）（集合住宅整備） P102 

19 掛川駅前西街区開発事業（再掲）（集合住宅整備） P103 

20 空き地利用促進事業（再掲） P103 

21 ヘルシー商店街事業 P103 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施７．中小小売商業高度化事業、特定商業施７．中小小売商業高度化事業、特定商業施７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事

業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措業、中心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措

置に関する事項置に関する事項置に関する事項置に関する事項 

22 東街区商業集積整備事業 P104 

23 東街区商業集積整備事業（再掲） P105 

24 全国軽トラック市サミット誘致・開催事業 P106 

25 掛川おもてなしイベント開催事業 P106 

26 掛川駅前東街区駐車場管理運営事業 P107 

27 掛川駅前西街区開発事業（再掲） P107 
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28 自転車等シェアリング整備実施事業 P107 

29 憩いのスペース整備運営事業 P108 

30 にぎわい広場運営事業 P108 

31 買い物サポート車運営事業 P108 

32 商店街宅配事業 P108 

33 まちなか案内所推進事業 P108 

34 掛川型観光交流ツーリズム推進事業 P109 

35 まちなかＷｉ－Ｆｉ推進事業 P108 

36 コミュニティビジネス等推進事業 P109 

37 テナントミックス推進事業 P110 

38 まちなか創業者支援事業 P110 

39 まちなか創業支援ファンド設立事業 P110 

40 掛川本陣通り運営事業 P110 

41 空き地利用促進事業（再掲） P111 

42 空き店舗対策事業 P111 

43 中心市街地現地実態調査事業 P111 

44 市民活動等支援事業 P111 

45 市民活動スペース提供事業 P112 

46 まちなか駐車場運営事業 P112 

47 城下町風街づくり事業 P112 

48 掛川ひかりのオブジェ展開催事業 P112 

49 街中美術館開催事業 P113 

50 けっトラ市開催事業 P113 

51 おかみさん市開催事業 P113 

52 友引ストリートカフェ開催事業 P113 

53 かけがわまちゼミ開催事業 P114 

54 まちなかウォーキング推進事業 P114 

55 四季折々花の演出事業 P114 

56 商業集積ビル建設事業 P114 

８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

57 天竜浜名湖鉄道利用促進事業 P116 

58 市内循環バス運行事業 P116 
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９．４から８までに掲げる事業及び措置と総合的かつ一体的推進に関する事項９．４から８までに掲げる事業及び措置と総合的かつ一体的推進に関する事項９．４から８までに掲げる事業及び措置と総合的かつ一体的推進に関する事項９．４から８までに掲げる事業及び措置と総合的かつ一体的推進に関する事項    
    

（１）掛川市の推進体制の整備等（１）掛川市の推進体制の整備等（１）掛川市の推進体制の整備等（１）掛川市の推進体制の整備等 

 

  掛川市中心市街地活性化基本計画の策定及び進行管理を行うとともに、中心市街地活

性化施策の重要案件について、まちづくり業務に係る担当部課の連携により総合的な協

議・調整を行い、中心市街地活性化基本計画の円滑で効率的な推進を図ることを目的に、

庁内の関係部課が連携し共同で業務にあたった。 

  また、商業者、事業者、市民、関係団体、行政が協働して活性化事業に取り組むため

平成 19 年１月に「掛川市中心市街地活性化協議会」を設置した。 

 

①中心市街地活性化推進に係る担当の設置 

    本市では中心市街地の活性化を図るため、都市建設部都市政策課を中心に関係各課

において政策事業を実施してきた。 

   ■中心市街地活性化推進係の要員    

所   属 要員数 

都市建設部都市政策課 4 名 

  

②庁内の連絡調整のための会議等 

    中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進を図るため庁内組織で、基本計画の検

討及び連絡調整を行った。 

    また、計画策定後は中心市街地活性化協議会に点検結果報告するため、中間時に報

告会を開催し協議改善を図っていく。このようなＰ（計画）・Ｄ（実行）・Ｃ（点検）・

Ａ（改善）サイクルの進行管理を行い継続的な改善を図るものとする。 

  ・中心市街地活性化基本計画策定関係課長協議 

    都市建設都市政策課、環境経済部商工観光課、企画制作部企画調整課を中心とし、

前計画の評価・総括の実施と新計画策定に向けた作業を推進し、計画案の作成・検討

を行った。 

 ・中心市街地活性化基本計画策定関係部長協議  

     前述の「中心市街地活性化基本計画策定関係課長協議」と同様、前計画の評価・総

括の実施と新計画策定に向けた検討を行った。 
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 ■協議参加者 

中心市街地活性化基本計画策定関係部長協議 中心市街地活性化基本計画策定関係課長協議 

総務部理事 管財課長 

企画政策部長 企画調整課長 

企画政策部付参与 財政課長 

健康福祉部長 農林課長 

環境経済部長 商工観光課長 

教育委員会教育次長 土木課長 

都市建設部長 福祉課長 

都市建設部参与 都市政策課長 

担当事務局 担当事務局 

 

③市議会における中心市街地活性化に関する審議の内容 

 

平成 26 年 2 月の市議会全員協議会において、前計画を平成 27 年 2 月までとし、新

計画については平成 27年 3月に内閣総理大臣の認定を受けるべく進めることを報告。 

 

平成 26 年 2 月議会の一般質問において「掛川駅から文化エリアの市街地活性化」

について質問があり方向性について回答を行った。 

質問要旨 

ａ 中心市街地活性化基本計画の進捗状況と今後の計画 

ｂ 掛川駅前より、掛川城等までの文化エリアまでの街づくりについて 

ｃ 掛川駅前の西街区の再開発事業計画について 

 

回答要旨 

ａ ３つの目標指標に対しての,達成状況、今後の予定について報告 

ｂ 今後の計画について中心市街地の目ざす方針、方向性を明確にし、具体的に 

どのような事業手法を活用すべきかを中心市街地活性化基本計画の中で議論検

討を進めていく。 

ｃ 西街区については、方向性としては民間活力の導入を始め、多くの市民の中心

市街地へのまちづくりへの参画、愛着を感じる仕組みとして、市民ファンドのよ

うな活用も検討しながら、ハード・ソフト両輪による事業展開を図っていきたい。 

 

平成 26 年 11 月議会行政報告において、市街地の活性化は継続した取り組み

が重要であり、新たに平成 27年 4月から 5年間の計画を策定するよう作業を

進めており、市議会全員協議会で報告させていただき、内閣府へ申請する予定

で進めていることを報告。  
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④地域住民、有識者、民間事業者等を交えた中心市街地活性化に関する 

 

・ 関係者との勉強会の実施 

中心市街地商業者を中心に、再開発事業地権者や地元市議会議員、行政関係者らを含

め、前計画の実施状況や新計画における基本的な考え方を説明、経済産業省や国土交通

省の支援策などの紹介を行い、中心市街地の活性化に向けた今後について、定例会(毎

週金曜日)を設け、協議検討を行った。 

 

年  月  日 協    議    検   討   事   項 

26．4．22 概要、方針、方向性の確認 

5． 9 中心市街地の現況の確認 

5．16 東街区再開発事業現況、課題案件 

5．23 地域資源、産業業界 

5．30 店舗の建て替え計画 

6． 6 ＩＴ産業業界 

6．13 高齢化対策、環境型まちづくり 

6．27 街なか今昔話 

7． 4 人づくり街づくり 

7．11 イベント情報、提案 

7．18 農業振興現況 

  7．25 コミュニティ施設検討提案 

  8． 1 さまざまな NPO 活動 

  8． 8 まちづくり協働センターセンター案 

  8．22 地域ブランディング、マーケティング 

  8．29 全体のとりまとめ 

  9． 5 中心市街地活性化に向けた提言等の総括 

 

  

・民間事業者との検討会 

○  前計画の成果と反省点を確認（平成 26年 4月 14 日） 

  ○ 中心市街地の現状と課題について確認（平成 26 年 6 月 24 日） 

  ○ 中心市街地活性化基本計画の方向性の確認（平成 26 年 7 月 11 日） 

○ 中心市街地活性化基本計画の骨子について確認（平成 26 年 8 月 20 日） 

  ○ 中心市街地活性化基本計画（案）の確認（平成 26年 9月 18 日） 
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（２）掛川市中心市街地活性化協議会に関する事項（２）掛川市中心市街地活性化協議会に関する事項（２）掛川市中心市街地活性化協議会に関する事項（２）掛川市中心市街地活性化協議会に関する事項 

① 協議会の概要 

掛川商工会議所とかけがわ街づくり㈱が共同設立者となり、平成 19年１月 15日、掛

川市中心市街地活性化協議会（以下、「協議会」という。）を設立した。 

  協議会は、法に基づく掛川市中心市街地活性化基本計画の実施にあたって必要な事項

について協議し、様々な主体が参画するまちづくりの運営を横断的、総合的に調整する

組織である。協議会の構成員は、商工会議所、まちづくり会社、行政、事業者、地権者、

住民、ＮＰＯ、ボランティア団体等、協議会の目的に賛同する関係者の参加によって活

動を行うこととしている。 

 

協議会の目的 

   掛川市中心市街地活性化基本計画の実効性を高め、中心市街地の活性化を図り、市

勢の発展に寄与する。 

   

協議会の役割 

  ・まちづくりに関するアイデアや事業提案の受け皿 

  ・事業提案等の具体化への検討、事業推進サポート 

  ・関係者の横の連携と情報共有の場の形成 

 

② 開催状況及び構成員 

中心市街地活性化基本計画策定に伴う中心市街地活性化協議会との確認協議  

   開 催 日 平成 26年 7月 1 日(火)  

   議  題 中心市街地活性化基本計画について  

   議事概要 前計画の総括について  

     

 開 催 日 平成 26年 7月 22 日(火)  

   議  題 新規中心市街地活性化基本計画(素案)について  

   議事概要 事業メニュー等について 

 

   開 催 日 平成 26年 9月 30 日(火)  

   議  題 新規中心市街地活性化基本計画(案)について  

   議事概要 基本計画の概要説明 

 

開 催 日 平成 26年 10 月 20 日(月)  

   議  題 新規中心市街地活性化基本計画策（案）について  

   議事概要 基本計画（案）に対する意見について 

  

開 催 日 平成 26年 11 月 4 日(火)  

   議  題 新規中心市街地活性化基本計画（案）の意見書提出  

   概  要 中心市街地活性化に向けた市長との意見交換 
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 中心市街地活性化協議会構成員名簿 

■掛川市中心市街地活性化協議会構成員名簿 

団体名 根拠法令 役職等 

掛川商工会議所 15 条第１項（商工会議所） 会頭 

かけがわ街づくり株式会社 
15 条第１項 

（市街地系まちづくり会社） 
取締役 

掛川市 15 条第４項（掛川市） 都市建設部長 

掛川駅前東街区市街地再開発準備

組合 

15 条第４項 

（基本計画実施に密接な関係者） 
理事長 

掛川商店連盟 

15 条第４項 

（商業活性化事業を行う者） 

会長 

連雀商店街振興組合 理事長 

中町商店街振興組合 理事長 

掛川おかみさん会 代表 

掛川タクシー(株) 
15 条第４項（公共交通機関の利便

増進事業者） 
取締役社長 

中部電力(株)掛川営業者 
15 条第４項 

（居住環境向上事業者） 
所長 

掛川茶商協同組合 

15 条第８項 

（地域経済） 

理事長 

掛川信用金庫 業務部長 

掛川市消費者協会 会長 

(社)静岡県建築士会小笠支部  

掛川建設業協同組合 15 条第８項（開発・整備） 理事長 

掛川市社会福祉協議会 15 条第８項（医療・福祉） 会長 

(社)掛川シルバー人材センター 理事長 

掛川市区長会連合会    15 条第８項 

（環境・コミュニティ） 

会長 

ＮＰＯ法人スローライフ掛川 代表理事 

オブザーバー 

掛川警察署 15 条第８項（治安・防災）  

静岡県産業部商業まちづくり室 15 条第８項（関係行政機関）  

 

③ 法第 15 条の適合 

 第３項の規定の適合 

  インターネットにより、協議会を組織したときに、内閣府令・経済産業省令・国土交

通省令で定めるところによりその旨及び内閣府令・経済産業省令・国土交通省令で定め

る事項を公表している。 

  

第４項、第５項の規定の適合 

協議会の構成員でない者からの申し出はない。 
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④ 基本計画の作成に際して協議会から提出された意見書 

平成 26 年 11 月 4 日 

 

掛川市長 

松 井 三 郎 様 

 

 

                      掛川市中心市街地活性化協議会 

会 長   仁 科 雅 夫 

 

 

掛川市中心市街地活性化基本計画(案)に関する意見書 

 

中心市街地の活性化に関する法律第 15 条第 9 項の規定に基づき「掛川市中心市街地活

性化基本計画(案)」に対する意見書を提出します。 

 

（意見） 

掛川市中心市街地活性化基本計画（案）（以下「本計画」）は、前計画における実績

と課題、そして今後に必要な事業等を盛り込んだ計画として概ね妥当なものと考えま

す。 

ただし、意見とりまとめの過程において出された、本計画への期待と重視する事項を

付帯意見として以下に記します。 

 

 

（付帯意見） 

１．基本的方針に関するもの 

本計画は、平成 21 年 3 月に内閣総理大臣の認定を受けた「掛川市中心市街地活性

化基本計画」を継承する性格を有してはいますが、同計画期間の実績および社会経済

変動など環境変化を的確に把握したうえで、掛川市の価値を高める役割を果たす「中

心」となることを目指す計画であるべきだと考えます。 

 

２．中心市街地の位置及び区域に関するもの 

前計画の実効性、当市中心市街地の現状と課題等を踏まえ、限られた財源で 5ヵ年

という期間で活性化の効果を出していくには、今の区域が概ね妥当だと考えます。 
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３．中心市街地活性化の目標に関するもの 

中心市街地活性化は、居住：「住むまち」と交流：「訪れるまち」の機能の向上が両

輪となって推進されるべきだと考えます。さらに、住むまちとしての魅力を高めるこ

とに交流機能が貢献し、訪れるまちとしての魅力が住む人達との交流やふれあいによ

って高められる。そのような 2つの機能が良い方向で影響し、相乗的に効果を発揮し

ていくことが重要です。そのためには、居住と交流機能とが相互に魅力を高め合うこ

とができる高い質を保ちながら、有機的な連携を図ることが大切となります。 

当市は、報徳思想を今日に受け継ぐ地であり、東海道新幹線新駅設置事業をはじめ

とする基盤整備事業を市民らの推譲（寄付金）で賄ってきました。そして、現在は「協

働による街づくり」をスローガンに掲げ、行政・市民・企業が“地域活性化” に向

けて取り組んでいます。この活動の輪を拡大することで、本計画の目標を達成できる

ものと思います。市がイニシアティブを発揮してこそ、市民・企業が各種計画を実行

し、やがて目標・指標に到達するものと考えます。 

 

４．事業に関する意見 

長年の懸案であった駅前東街区市街地再開発事業が事業着手し、新たな街づくりに

向けた大きな一歩を踏み出しました。まずは、同事業を無事遂行するとともに、一体

的な施設整備と、それらを有効的に動かすシステム構築が求められます。 

前計画中に進められてきたＪＲ掛川駅木造駅舎整備事業、掛川城公園の歴史文化ゾ

ーン整備事業を南北の核とし、これらを効果的に結ぶ事業を本計画において再構築す

べきと考えます。重要なことは、これまで実施してきた整備事業を有効活用し、その

効果を周辺エリアに波及させていくことであり、中心市街地内の面的な回遊を促すた

めの機能配置や魅力あるルートづくりです。特に、旧東海道の東西軸線の強化が大き

な課題であり、拠点づくりや街並み整備の取り組み推進が求められます。 

魅力ある居住、交流の基盤として、便利で元気な商業活動は不可欠です。飲食店の

新規開業は見られるものの、物販店にあっては不足業種が目立つとともに、既存商店

主の高齢化、後継者難が課題となるなど商店街をとりまく状況は極めて厳しい状況で

す。中心市街地エリアの特性に応じた、個性ある商業集積への転換を実現する道筋を

見出していかなければなりません。それは、大きな、そして難しい課題であり、個店

や商店街だけでなく官民立場を超えて知恵をしぼり、重点的に取り組んでいくべきだ

と考えます。 

そこで、これらの課題を解消していくためにも、地元商業者と連携を図りながら、

掛川市中心市街地活性化協議会等が主体となり実施する中心市街地活性化施策事業

を以下の通り提案をします。 
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【1】街なかストリート・イベント広場化 

ＪＲ掛川駅と掛川城の二核間において、市民と地域商店街が一体となったイベント

開催を増加させ、交流人口の拡大をはかるとともに、市民による街使いを定着化さ

せる。 

【2】個店の魅力アップ推進事業 

岡崎市発祥の「得するまちのゼミナール（まちゼミ）」を中心市街地各店参加のも

と開催し、各店の魅力を情報発信する。また、「街なかストリートけっトラ市」を

はじめとする各種イベント開催時に、各店が趣向を凝らした販促事業を展開し、新

規顧客獲得と来店頻度の向上を誘発する。 

【3】憩いのスペース提供事業 

前計画において、市民有志「街なか応援隊」を結成し、空き店舗を活用した街なか

無料休憩所「おいでぇ家」の運営を行った。そのノウハウを活用し、地域住民や来

街者らが集う空間を開設し、情報収集および配信を行っていく。 

【4】創業・後継者育成事業 

現在、掛川市が策定中である「掛川市創業支援事業計画」に基づき、中心市街地エ

リアにおける新規開業者の支援（事業計画作成、資金調達、店舗など物件紹介など）

を実施する。また、個性的な商品等を取り扱いながら高齢等で営業継続が困難な商

店等の後継者選定作業を実施し、商業活動の活性化を図る。 

 

５．推進体制に対する意見、推進に際して留意すべき事項等 

中心市街地は、掛川市民共通の財産であり、みんなの誇りとなるべき地であると考

えます。まちづくりは、中心市街地エリア内の関係者のみで進めるべきではなく、ま

た進められるものではありません。行政、市民、企業等が志を同じくし、各々の役割

を分担しながら取り組むことこそ「協働」であり、他力本願では事業の成功はつかめ

ません。 

当中心市街地活性化協議会は、様々なまちづくり活動への支援や関係者間の連携強

化に取り組んでいきたいと考えております。掛川市におきましても、リーダーシップ

をいかんなく発揮されますとともに、今後もこうした活動及び協議会の運営に対す

る、効果的な支援に積極的に取り組まれることを要望します。 

 

⑤ 協議会の規約 

掛川市中心市街地活性化協議会規約 

（設置）  

第１条 掛川商工会議所及びかけがわ街づくり株式会社は、中心市街地の活性化に関する

法律（平成 10年法律第 92号。以下「法」という。）第 15条第１項の規定に基づき、
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共同で中心市街地活性化協議会を設置する。  

（名称）  

第２条 前条に規定する中心市街地活性化協議会は、掛川市中心市街地活性化協議会（以

下「協議会」という。）と称する。 

（目的）  

第３条 協議会は、掛川市中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上を総合

的かつ一体的に推進するため、掛川市、民間事業者が作成する計画について協議し、推

進することによって、掛川市の発展及び秩序ある整備をはかり、市民生活及び経済の向

上に寄与することを目的とする。 

（活動）  

第４条 協議会は、その目的を達成するため、次の活動を行う。  

(1) 掛川市が作成する中心市街地活性化基本計画（以下「基本計画」という。）、認定

基本計画及びその実施に関し必要な事項についての意見提出  

(2) 民間事業者が国の認定、支援を受けようとする事業計画に関しての協議  

(3) 中心市街地活性化のための勉強会、研修会の実施  

(4) その他、中心市街地活性化に係る活動の企画の実施  

（事務所）  

第５条 協議会の事務所は、掛川商工会議所内に置く。  

（構成員）  

第６条 協議会は、次の者をもって構成する。  

(1) 掛川商工会議所  

(2) かけがわ街づくり株式会社  

(3) 法第 15条４項及び８項に規定する者  

(4) 前各号に掲げる者のほか、協議会において特に必要があると認める者  

２ 法第 15条第４項に該当する者であって、協議会の構成員でない者は、自己を協議会の

構成員として加えるよう協議会の事務局を通じて申し出ることができる。この場合にお

いては、協議会は、法及び協議会の目的、活動から逸脱する等の適当な理由がある場合

を除き、当該申し出を拒むことができない。  

３ 前項の申出により、協議会の構成員となった者は、法第 15 条第４項に規定する者でな

くなったとき、又は、協議会が認めたときは協議会を退会するものとする。  

（委員）  

第７条 協議会は、前条に該当する委員をもって組織する。ただし、企業・団体等にあっ

ては、その構成員の指名するものを委員とする。  

２ 委員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。  

３ 委員の任期中に変更が生じた場合、当該委員の属する構成員の後任者が引き継ぐもの

とし、その任期は前任の残任期間とする。  

（公表）  

第８条 協議会の公表は、法の定めるところにより行う。  

（役員及び職務）  

第９条 協議会には、役員として会長１名、副会長２名、監事２名を置く。  

２ 会長は、委員の中から互選し、会務を総理し、協議会を代表する。  

３ 副会長及び監事は、会長が指名し、協議会の同意を得て選任する。  

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長の職務
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を代理する。  

５ 監事は、協議会の事業並びに運営を監査する。また監事は、監査をおこなったときは、

その結果を協議会に報告しなければならない。  

６ 役員の任期及び任期中の変更については、第７条第２項及び第３項を準用する。  

（ワーキンググループの設置）  

第 10 条 協議会の活動について必要な協議又は調整を行うため、構成員に属する実務者等

で構成するワーキンググループを設置することができる。  

２ ワーキンググループの組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。  

（会議）  

第 11 条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。  

２ 会長は、委員の４分の１以上の者から会議の招集の請求があるときは、会議を招集し

なければならない。  

３ 会長は、会議を招集するときは、会議の開催場所及び日時並びに会議に付すべき事項

をあらかじめ委員に通知しなければならない。  

４ 会長は必要に応じて、協議会を円滑に運営するため役員会、事業別分科会を招集する

ことができる。  

（会議の運営）  

第 12 条 会議は、委員の２分の１以上の者が出席しなければ、開くことができない。  

２ 各会議の議長は、原則会長とする。  

３ 会議の議事その他会議の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定める。  

（協議会結果の尊重）  

第 13 条 協議会の構成員は、会議において協議が整った事項について、その協議結果を尊

重しなければならない。 

（事務局）  

第 14 条 協議会の事務を処理するため、事務局を置く。  

２ 事務局の運営に必要な事項は、掛川商工会議所とかけがわ街づくり株式会社が共同し

て処理する。  

（会計）  

第 15 条 協議会の収入は、負担金、会費、補助金及びその他の収入による。  

２ 負担金、会費は、必要に応じ別途定める。  

３ 協議会の支出は、調査、通信費、事務費、会議費その他運営に要する経費とする。  

４ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月 31日までとする。  

（解散の場合の措置）  

第 16 条 協議会が解散した場合においては、協議会の収支は、解散をもって打ち切り、掛

川商工会議所がこれを決算する。  

（補則）  

第 17 条 この規約に定めるもののほか、協議会に関し必要な事項は、会長が会議に諮って

定める。  

附則  

１ この規約は、平成 19年１月 15日から施行する。  

２ 第７条第２項及び第９条第６項の定めにかかわらず、設立時の委員ならびに役員の任

期は、平成 20年３月 31日までとする。  

３ 第 15 条第４項の定めにかかわらず、初年度の会計年度は、設立に要した費用の発生日
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から平成 19 年３月 31 日までとする。  

 

 

⑥ その他 

本計画の実効性を高めるため、市及び協議会設立後は協議会において市民意見交換会

が開催された。 

 

 

    

    

（３）基本計画に基づく事業及び措置の一体的な推進等（３）基本計画に基づく事業及び措置の一体的な推進等（３）基本計画に基づく事業及び措置の一体的な推進等（３）基本計画に基づく事業及び措置の一体的な推進等    

（ａ）客観的現状分析、ニーズ分析に基づく事業及び措置の集中実施（ａ）客観的現状分析、ニーズ分析に基づく事業及び措置の集中実施（ａ）客観的現状分析、ニーズ分析に基づく事業及び措置の集中実施（ａ）客観的現状分析、ニーズ分析に基づく事業及び措置の集中実施    

① 前計画に基づく事業の実施状況及び評価模様 

前計画の事業の実施状況や数値目標の達成状況を客観的に整理し、分析を行った。事

業着手の着手率は 85％であり、３つの目標のうち１つが達成見込みであり、２つが未

達成である。詳しくは下記項目の中で整理している 

「１． 中心市街地の活性化に関する基本的な方針」 

（４）これまでの中心市街地活性化に対する取り組みの検証 

① 旧法計画、前回計画の概要 

② 事業の進捗状況 

③ 目標指標の達成状況 

④ 定性的評価 

 

② 統計的データによる客観的把握・分析 

統計データ等に基づき、中心市街地の現状と課題について整理を行った。中心市街

地の人口、中心市街地の年間商品販売額、売場面積、地価ともに減少傾向にある。詳

しくは下記項目の中で整理している。 

「１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針」 

（２）地域の現状に関する統計的なデータの把握・分析 

① 市町村全体、ＤＩＤ地区、中心市街地ごとに分けた人口動態等 

② 経済活力関係 

 

③ 地域住民及び商圏内の消費者を対象とした中心市街地の都市機能へのニーズ調査 

 来街者や市民を対象にしたアンケート調査を平成 25 年に実施し、中心市街地の印

象や来街手段、来街目的等について把握し、分析を行った。その結果、中心市街地の

活性化を必要と感じている市民が多いことや、商業の魅力向上が必要なことなどが判

明した。詳しくは下記項目の中で整理している。 

「１． 中心市街地の活性化に関する基本的な方針」 
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   （３）地域住民のニーズ等の把握・分析 

      ① 来街者の行動実態とニーズ 

      ② 居住者の買い物実態とニーズ 

      ③ 歩行者通行量と自動車交通量の実態 

      ④ 駐輪場の利用実態とニーズ 

    

（ｂ）様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整（ｂ）様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整（ｂ）様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整（ｂ）様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整    

前計画においては、街なか観光資源の整備やイベントなどによる人の集客を核として

進めこれらと結びついた商業の振興を図るため、イベントを推進する団体を官民連携で

組織し、事業を展開してきた。こうした中、中心市街地では新たな動きも生まれてきて

おり、既存団体との連携を図ることで、新たな事業展開が期待される。詳しくは下記項

目の中で記載している。 

①  掛川市中心市街地活性化協議会 

  「９．４から８までに掲げる事業及び措置と総合的かつ一体的推進に関する事項」 

  （２）掛川市中心市街地活性化協議会に関する事項 

 

 ② まちなか連絡協議会 

 商店街組織や地元関連団体などで組織されており、街なか全体をベースに回遊性を

高め、歴史文化施設と街なかの誘客連動を図るべきであると考え、情報の交換や共有

を目的に平成 23 年に発足し、年４回の定例会を行っている。 

 

 ③ 掛川市中心市街地活性化へのシナリオ勉強会 

 中心市街地の商業者を中心に、再開発事業地権者や地元市議会議員、行政関係者ら

を含め皆生が和紙中心市街地の今後について、毎週定例会を設け、自らの主体事業実

施事業の検討と掛川市及び中活関係者への提言提案づくりを協議検討している。 

 

 ④ 民間事業者による活動団体 

・おかみさん会 

・好きですかけがわの街実行委員会 

・かけがわストリートけっトラ市実行委員会 

・かけがわストリートカフェ実行委員会 

 

 ⑤ かけがわ街づくり株式会社 

 平成 14年に設立され、中心市街地に関わる各団体等と連携し、空き店舗支援事業、

駐車場管理運営事業等の活性化の支援を行っている。 
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１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項    

    

（１）（１）（１）（１）    都市機能の集積の促進の考え方都市機能の集積の促進の考え方都市機能の集積の促進の考え方都市機能の集積の促進の考え方    

 都市計画マスタープラン（H21.4）における将来都市像では、掛川駅を中心とする都市拠

点については、本市の中心市街地を有する拠点としてさまざまな都市機能の集積と高度化

を図るとともに、本市の魅力と個性を表現する都市空間形成を図るとしている。 

 また、将来都市構造では中心市街地ゾーンについて、商業・業務地や都市型住宅が立地

し、東西及び南北方向の鉄道・道路交通体系が結節している掛川駅周辺を「中心市街地ゾ

ーン」として位置付け、さまざまな都市機能が集積・結節する本市の都市活動の中心地と

して、交流とにぎわいのある快適な都市空間形成を図るとしている。 

 第１次掛川市総合計画（H19.4）において、都市基盤分野の主要課題として、商業施設と

ともに住宅や公共施設、生活に必要な施設・機能を中心市街地に集積させて、市民の利便

性の向上と賑わいの創出などを図る「歩いて暮らせるまちづくり＝コンパクトシティ」の

考え方を視野に入れ、空洞化が進む中心市街地の活性化をめざすことが求められるとして

いる。    

    

    

（２）都市計画手法の活用（２）都市計画手法の活用（２）都市計画手法の活用（２）都市計画手法の活用    

・準工業地域への特別用途地区の指定 

 中心市街地への都市機能の集積を促し、コンパクトなまちづくりを目ざすために、平成

18 年 8 月、本市の準工業地域において 10，000 ㎡をこえる大規模集客施設の立地を制限す

る特別用途地区の都市計画決定と掛川市特別用途地区建築条例の改正を行った。 

 

 

・中心市街地 

 主として、区画整理事業実施地区において地区計画を指定し、東街区・西街区について

は、「駅前広域集客施設地区」とし、広域集客施設の再開発を積極的に誘致することとし

ている。また、歴史文化ゾーンの南側地区は、「城下町風街づくり重点地区」とし、公共

空間や建築デザインを歴史的城下町の雰囲気を随所に表現した景観に統一することとし、

「掛川市城下町風街並みづくり事業補助金」を交付している。そのほか、地区の特性に合

わせ、「商業・業務地区」、「商住協調地区」、「旧東海道地区」を指定している。 

 東街区の 0.9ha については、平成 25年度から駅前東街区第一種市街地再開発事業を実施

し、掛川市の「顔」、おもてなしの「玄関口」として中心市街地活性化事業の核として位

置付けている。 

 

    

    

    



 － 133 －

（３）都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等    

本市の中心市街地には、歴史文化施設が 10、公共公益施設が３、医療・診療所が 10、金

融機関が４、宿泊施設が 10、月極駐車場が 87（1207 台）、時間貸し駐車場が 16（803 台）、

実施中の第１種市街地再開発事業にも駐車場が計画されている。 

 また、旧計画で取り組んだ城内広場整備事業,掛川駅舎整備事業、まちなかもてなし施設

設置事業、大日本報徳社大講堂整備事業、龍華院大猷院霊屋修復事業、ホテル開設事業が

予定通り完了している。 

 公園緑地については、掛川城公園,龍華院子角山公園など５箇所が整備されている。 

以上のように、都市機能の集積・適正立地及び既存ストックの有効活用を推進している。 

    

    

    

（４）都市機能の集積のための事業等（４）都市機能の集積のための事業等（４）都市機能の集積のための事業等（４）都市機能の集積のための事業等    

・掛川駅前東街区第一種市街地再開発事業 

・掛川公園駐車場整備事業 

・都市計画道路事業塩町中央線他整備事業 

・掛川駅前広場整備事業 

・掛川駅北駐車駐輪場整備事業 

・掛川駅前西街区開発計画検討事業 

・新産業会館建設事業    
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１１．１１．１１．１１．その他中心市街地の活性化に資する事項その他中心市街地の活性化に資する事項その他中心市街地の活性化に資する事項その他中心市街地の活性化に資する事項    

（１）基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項（１）基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項（１）基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項（１）基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項 

・建築工事空き店舗対策事業 

平成 15 年から、かけがわ街づくり（株）が、商店街の空き店舗を活用し、空き店舗対策

事業を行った。 

テナントミックスの推進を図り、空き店舗対策を兼ねて、望ましい業種や商業者を積極

的に誘導し、まちなかの商業の魅力を向上させることにより、来街者が増加し、中心市街

地の商業力が向上する。平成 24 年度までに、洋裁店、飲食店、学習塾、オフィス等を６件

誘導した。現在も各店舗が経営を継続しており、日中も商店等が連なったストリートを創

出している。 

今後は、テナントミックスの推進を図り、望ましい業種や商業者を積極的に誘導して、

まちなかの商業の魅力を向上させ、更なる活性化を目指す。 

 

・買い物サポート車 

平成 21 年に照応会議所が実施した「徒歩圏内マーケット実現可能性調査」結果から、街

なかに居住する 60歳以上の者のうち 55.5％が「食料品の購入に不便を感じている」との回

答があった。 

この結果から、本事業は、中心市街地に居住する高齢者の買物利便性を向上させるとと

もに、消費者と商業者の接点を作りだす商業振興を目的として、平成 23年８月から平成 24

年２月まで、中心市街地を周回する「買い物サポートカー」の実証実験を行った。10 人乗

りワゴン車を１周４５分運行させ、そのために 2人を臨時採用した。 

結果として、十分周知が行き渡った頃合いで事業が終わってしまったが、事業期間の平

均で 20 人／日の利用者があり継続の要望もあった。今後については、人件費等も含め事業

の分析をした上で、新たな補助金等の財源確保と併せ事業を実施する。 

 

・商店街宅配事業 

 中心市街地の調剤薬局が薬を処方し届ける際に、買い物等の要望を訊きお届けするとい

うサービスを行っている。高齢者等に評判がよいため、商工会議所と連携し事業化を進め

たい。 
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（２）（２）（２）（２）    都市計画等との調和都市計画等との調和都市計画等との調和都市計画等との調和    

① 第 1 次 掛川市総合計画 後期基本計画との整合について 

第４章（産業経済分分野） 4-1-1、4-2-1 

第 5 章（都市基盤分野）  5-2-2～5-3-3 

  都市基盤分野の主要課題として、商業施設とともに住宅や公共施設、生活に必要な施設・

機能を中心市街地に集積させて、市民の利便性の向上と賑わいの創出などを図る「歩いて

暮らせるまちづくり＝コンパクトシティ」の考え方を視野に入れ、空洞化が進む中心市街

地の活性化をめざすことが求められるとしている。 

 

② 掛川市都市計画マスタープランとの整合について 

■地域別構想編 ２－１ 東中学校区将来まちづくり構想 

  将来都市像では、掛川駅を中心とする都市拠点については、本市の中心市街地を有する

拠点としてさまざまな都市機能の集積と高度化を図るとともに、本市の魅力と個性を表現

する都市空間形成を図るとしている。 

 将来都市構造のゾーン形成では中心市街地ゾーンについて、商業・業務地や都市型住宅

が立地し、東西及び南北方向の鉄道・道路交通体系が結節している掛川駅周辺を「中心市

街地ゾーン」として位置付け、さまざまな都市機能が集積・結節する本市の都市活動の中

心地として、交流とにぎわいのある快適な都市空間形成を図るとしている。また、拠点の

形成では都市拠点として中心市街地ゾーンのうち、本市の玄関口にあたる掛川駅周辺一体

を「都市拠点」として位置づけ、市街地再開発事業などによる都市機能の更新・集積と都

市住宅の立地誘導を図り、商業・業務、文化・娯楽、行政サービスなど、さまざまな都市

機能を享受することができる本市の核としての環境整備や防災性の向上を図り、掛川城な

どの歴史・文化資源との連携を強化するとともに、城下町風街づくりなどの推進により、

拠点性を高めるとしている。    

        

    

（３）（３）（３）（３）    その他の事項その他の事項その他の事項その他の事項    

特になし 
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１２．１２．１２．１２．認定基準に認定基準に認定基準に認定基準に適合していることの説明適合していることの説明適合していることの説明適合していることの説明    
基基基基    準準準準    項項項項    目目目目    説説説説    明明明明    

第１号基準基本第１号基準基本第１号基準基本第１号基準基本

方針に適合する方針に適合する方針に適合する方針に適合する

ものであることものであることものであることものであること    

意義及び目標に関する事項 「３．中心市街地の活性化の目標」（Ｐ77

～92）に記載 

認定の手続き 「９．４から８までに掲げる事業及び措

置の総合的かつ一体推進に関する事項」

（Ｐ120～131）に記載 

中心市街地の位置及び区域

に関する基本的な事項 

「２．中心市街地の位置及び区域」（Ｐ65

～76）に記載 

４から８までの事業及び措

置の総合的かつ一体的推進

に関する基本的な事項 

「９．４から８までに掲げる事業及び措

置の総合的かつ一体推進に関する事項」

（Ｐ120～131）に記載 

中心市街地における都市機

能の集積の促進を図るため

の措置に関する基本的な事

項 

「10．中心市街地における都市機能の集

積の促進を図るための措置に関する事

項」（Ｐ132～133）に記載 

その他中心市街地の活性化

に関する重要な事項 

「11．その他中心市街地の活性化のため

に必要な事項」（Ｐ134～135）に記載 

第２号基準基本第２号基準基本第２号基準基本第２号基準基本

計画が計画が計画が計画が中心市街中心市街中心市街中心市街

地の活性化の実地の活性化の実地の活性化の実地の活性化の実

現に寄与するも現に寄与するも現に寄与するも現に寄与するも

のであると認めのであると認めのであると認めのであると認め

られることられることられることられること    

中心市街地の活性化を実現

するために必要な４から８

までの事業等が記載されて

いること 

「４．土地区画整理事業、市街地再開発

事業、道路、公園、駐車場等の公共の用

に供する施設の整備その他の市街地の整

備改善のための事業に関する事項」～

「８．４から７までに掲げる事業及び措

置と一体的に推進する事業に関する事

項」（Ｐ93～116）に記載 

基本計画の実施が中心市街

地の活性化の実現に相当程

度寄与するものであること

が合理的に説明されている

こと 

事業等ごとに掲載した「目標達成のため

の位置付け及び必要性」（Ｐ93～116）に

記載 

第３号基準基本第３号基準基本第３号基準基本第３号基準基本

計画が円滑かつ計画が円滑かつ計画が円滑かつ計画が円滑かつ

確実に実施され確実に実施され確実に実施され確実に実施され

るとるとるとると    

見込まれるもの見込まれるもの見込まれるもの見込まれるもの

であることであることであることであること    

事業の主体が特定されてい

るか、又は、特定される見

込みが高いこと 

事業等ごとに掲載した「実施主体」（Ｐ93

～116）に記載 

事業の実施スケジュールが

明確であること 

事業等ごとに掲載した「実施時期」（Ｐ93

～116）に記載 

    

 


